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　私わたしは、イフリートの憑ひょう依いにより一いち命めいを取とりとめた。

　そのことはまちがいない事じ実じつである。あのまま放ほう置ちされていたら、空くう襲しゅうで受うけた大おおやけどにより死しんでいただろうから。だから、魔ま王おうレオンの意い図とがなんであったとしても、私わたしは彼かれに命いのちを救すくわれたという事じ実じつを認みとめるしかないのだ。

　炎ほのおの上じょう位い精せい霊れいであるイフリートは、当とう時じの私わたしの想そう像ぞうを絶ぜっする能のう力りょくを持もっていたらしい。私わたしの中なかであふれでんとする魔ま素その暴ぼう走そうを難なんなく制せい御ぎょし、私わたしの身体からだを乗のっ取とった。だけど、──そのおかげと言いってもいいのだろうけど──私わたしは安あん定ていしたおかげで、ひとつの能のう力りょくを得えることができた。

　それが、ユニークスキル『変へん質しつ者しゃ』だ。

　本ほん来らいであれば、イフリートに取とりこまれると同どう時じに消けし飛とぶはずだった私わたしの自じ我がは、ユニークスキル『変へん質しつ者しゃ』によって守まもられたのである。身体からだの支し配はい権けんはイフリートが持もつものの、私わたしは炎ほのおの精せい霊れいと同どう化かしつつも自じ我がを保たもつことができたのだった。

　魔ま王おうは私わたしをそばにひかえさせる。

　イフリートと同どう化かしたといっても、私わたしの身体からだは幼おさないままだ。いすに座すわる魔ま王おうの横よこに立たっても、未いまだ魔ま王おうの顔かおは頭ず上じょうにあった。

　身体からだの支し配はい権けんはイフリートが持もっているので、私わたしにできることは何なにもない。目めに映うつるモノをながめることしかできないのだ。

　つかれることはないけれど、ひどく退たい屈くつなのが少すこし苦く痛つうだった。だが、これもイフリートと同どう化かしたおかげだろうけど、私わたしはその状じょう況きょうを素す直なおに受うけ入いれることができていた。

　あるとき──

「レオン様さま、侵しん入にゅう者しゃです！」

　魔ま王おうの部ぶ下かの騎き士しが、大おおあわてで執しつ務む室しつに駆かけこんできてさけんだ。私わたしはいつものように魔ま王おうのとなりに立たっていた。他ほかにすることは何なにもないし、できないのだから当とう然ぜんだ。

　魔ま王おうの右みぎどなりに立たつ、黒くろいよろいの騎き士しが剣けんを手てに持もった。

「ケェ[image: ー][image: ー]ッケッケッケ！　魔ま人じんケーニッヒ様さまが、あいさつに来きてやったぜ」

　とつぜん乱らん入にゅうしてきた鳥とりと人にん間げんがまじったような怪かい人じんが、耳みみざわりな声こえでわめきたてた。

「レオン、きさまをたおせば俺おれ様さまが魔ま王おうになれる。元もと人にん間げんのきさまごときが魔ま王おうを名な乗のるなど、身みのほど知しらずもはなはだしいわ！　俺おれ様さまがかわってやるから、安あん心しんして死しね!!」

　続つづけて好すき勝かっ手てなことを言いいはじめた怪かい人じんにも、レオンは表ひょう情じょうひとつ変かえない。

「ふむ、ワシだけでも護ご衛えいに残のこって正せい解かいでしたな。小こ物ものがこの場ば所しょをかぎつけたようです」

　あわてることなく冷れい静せいに黒くろ騎き士しが魔ま王おうに話はなしかけ、手てに持もつ剣けんをぬこうとした。

「ふん。どうせ、────あたりの差さし金がねだろう。だが、ちょうどいい」

　そう言いって、魔ま王おうが私わたしの顔かおを見みつめた。

「イフリート、出で番ばんだぞ」

　何なにを言いっているのだろう？　私わたしはとまどった。

「──？　どうした、イフリート？」

　私わたしのとまどいが移うつったのか、魔ま王おうも不ふ思し議ぎそうな顔かおをしていた。

　だが、そんなふたりにじれたのか、

「なめやがって、俺おれ様さまを無む視しするとは──」

　ケーニッヒと名な乗のった怪かい人じん──どうやら、上じょう位い魔ま人じんだったらしい──が、つばさのようなうでを顔かおの前まえで交こう差ささせる。そのとき、私わたしにはケーニッヒの手てが光ひかっているように視みえた。




《確かく認にんしました。エクストラスキル『魔ま力りょく感かん知ち』を獲かく得とく……成せい功こうしました》




　頭あたまにひびいた不ふ思し議ぎな声こえを無む視しし、私わたしは無む意い識しきに歩あるきだしていた。一いっ歩ぽ、二に歩ほ。そして、気きづけば魔ま王おうレオンの前まえに立たっていた。魔ま人じんケーニッヒと対たい峙じ＊１するような格かっ好こうで。

「先さきに死しにたいのか、ガキが！　まあ、あとか先さきかのちがいでしかないがな。俺おれ様さまは、そこのにせものの魔ま王おうを殺ころして──」

　そのしゃべり続つづける声こえが耳みみざわりで、私わたしは不ふ愉ゆ快かいな気き分ぶんになっていた。

　目めの前まえの魔ま人じんの両りょう翼よくに、それなりに魔ま力りょくがこめられているのが視みえる。

「死しにやがれ!!」

　その声こえよりもおそく、ゆっくりと羽は根ねが放はなたれた。どうやら私わたしたちに向むけて羽は根ねを投なげつけてきたのだ、と理り解かいできた。

　ひとつひとつの羽は根ねに力ちからがこめられていて、ふれれば破は裂れつして痛いたそうだ。

　そう思おもったとき、なぜだか激はげしいいかりがこみあげてきて、私わたしは頭あたまが燃もえるように熱あつくなるのを感かんじた。それは、私わたしと同どう化かしているイフリートのいかりだったのだと思おもう。

　そこから先さきはまたたく間まのできごとだった。

　一いっ瞬しゅんにしてすべての羽は根ねが燃もえつきて、そのまま魔ま人じんケーニッヒに巻まきつくように炎ほのおがおどる。よく見みると、私わたしが前まえにつきだした右みぎ手ての手てのひらから、むちのように炎ほのおがのびていたのだ。

「げ、げぇ!!　やめ、やめろ。燃もえる、やめ、やめて──」
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　何なにかさけぼうとしていた魔ま人じんケーニッヒだったけど、最さい後ごまで言こと葉ばを言いいきることはできなかった。私わたしの炎ほのおで燃もえつきてしまったのだ。

　恐きょう怖ふが私わたしの心こころを満みたす。

　私わたしが、この手てで、目めの前まえの魔ま人じんを殺ころしたのだ、と理り解かいした。それなのに、心こころにわきでるのは不ふ思し議ぎな満まん足ぞく感かん。当とう然ぜんのことをなしたのだ、という理り解かいしがたい感かん覚かく。

　自じ分ぶんの心こころがまるで他た人にんのものであるかのように感かんじられて、こわくてこわくてたまらなかった。

　だけど──

　それはわずかな時じ間かんで治おさまった。イフリートの自じ我がが心こころを満みたし、私わたしの不ふ安あんや恐きょう怖ふを押おし流ながしてしまったのだ。

　結けっ果か的てきに言いえば、そのおかげで私わたしは気きが変へんになることなく生いきていられたのだろう。自じ分ぶんが殺ころしたことを理り解かいしつつ、罪ざい悪あく感かんをいだかないですんだから。いや、感かんじないのではなく、そうした感かん情じょうが起おきないように、イフリートがすべてを制せい御ぎょしていたのかもしれない。宿やど主ぬしである私わたしが、気きが変へんになって死しんでしまわぬように……。

　私わたしの望のぞんだことではないものの、イフリートとの不ふ思し議ぎな共きょう生せい関かん係けいはこうしてはじまった。

　その後ごも何なん度ども同おなじようなことが起おきたが、私わたしは何なにも感かんじずに魔ま王おうレオンのために侵しん入にゅう者しゃを殺ころしてみせた。

　後こう悔かいはなかった。幼おさなかった私わたしは、善ぜん悪あくの判はん断だんもつかず、イフリートにすべてをゆだねてしまっていたから。ただ、じゃま者ものは排はい除じょするというイフリートの意い思しに引ひきずられるままに、何なにも感かんじずに行こう動どうするだけであったのだ。

「ふふ、ふはははは。おもしろい。見み事ごとに意い思しを示しめし、生いき残のこってみせたのだな。見み直なおしたよ」

　あるとき、魔ま王おうが私わたしを見みてそう声こえをかけてくれた。なぜだか、不ふ快かいな気き持もちにはならなくて──むしろ、少すこしほこらしく思おもったのだ。

「おまえの名なは？」

「──しず、え」

「シズ、エ？　ふむ、よし。おまえの名なは、シズだ。今日きょうより、シズと名な乗のるがよい！」

　その名な前まえを聞きいて、私わたしは素す直なおに受うけ入いれた。

　私わたしは、シズ。そうだ、井い沢ざわ静しず江えではなく、シズとして生いきるのだ、と。




　こうして、私わたしは炎ほのおの魔ま人じんとして魔ま王おうの城しろに仕つかえることになった。

　魔ま王おうの側そっ近きんの、上じょう位い魔ま人じんとして。





●　▲　▽　■　○　■






　私わたしがシズと呼よばれるようになってから、数すう年ねんが経けい過かした。

　そのころには、自じ分ぶんの意い思しで、ある程てい度どは動うごけるようになっていた。イフリートとの共きょう生せい関かん係けいがうまくいっていると、安あん心しんしきっていたのだ。




　魔ま王おうレオンの居きょ城じょうには、訓くん練れん施し設せつがあった。訓くん練れん場じょうでは黒くろ騎き士しが師し範はんとなり、亜あ人じんや魔ま人じんの子こどもたち──中なかには大人おとなもまじっていたけど──を指し導どうしていた。その教おしえは厳きびしく、落らく第だい者しゃは食しょく事じをぬかれることもある。だから、みんな死しにものぐるいでがんばっていた。私わたしもイフリートの力ちからにたよらずに、剣けんを持もって戦たたかうことを覚おぼえた。みんなに負まけたくなかったし、特とく別べつあつかいはいやだったから。だがそのおかげで、私わたしの剣けんの腕うでは上じょう達たつしたのだ。




　ある日ひ、ピリノという少しょう女じょと仲なか良よくなった。私わたしより少すこし年とし上うえの、おっとりしておだやかな性せい格かくの女おんなの子こ。実じっ戦せん訓くん練れんの一いっ環かんとして森もりで狩かりを行おこなっていたときに、彼かの女じょと言こと葉ばをかわしたのがきっかけだった。毎まい回かい寄より道みちをするピリノを不ふ審しんに思おもい、こっそりとあとをつけたのだ。

「ピュイ！」

　そこで、ピリノとたわむれる風かぜ狐ぎつねの幼おさな子ごを発はっ見けんした。ピリノがかくれてエサをあたえて、世せ話わをしていたらしい。魔ま獣じゅうとはいえ、まだひとりで狩かりもできないかわいい生いき物もの。親おやとはぐれてひとりぼっちの、それでもせいいっぱい生いきている命いのち。

「あっ──！」

　私わたしが姿すがたを見みせると、ピリノはおどろき風かぜ狐ぎつねを背はい後ごにかくした。でも、観かん念ねんしたのか、

「この子こ、私わたしがめんどう見みてあげてたの……だって、まだ幼おさなくてかわいそう……。お願ねがい、見みのがして!?」

　私わたしにそうたのんできた。その目めは不ふ安あんそうにゆれていたけど、小ちいさな命いのちを守まもりたいという意い思しを感かんじさせた。

　私わたしは、風かぜ狐ぎつねがうらやましかったのかもしれない。

　私わたしとちがって、ひとりぼっちではなかったのだと思おもえて。

「うん、いいよ。でも、私わたしもいっしょに世せ話わしてあげてもいい？」

　私わたしはおそるおそる聞きいてみた。

　ピリノは一いっ瞬しゅんきょとんとしたあと、その顔かおに満まん面めんの笑えみをうかべた。

「うん！　こちらこそ、お願ねがいします。私わたしの名な前まえはピリノ、よろしくね！」

　私わたしも名な前まえを名な乗のり、おたがいに自じ己こ紹しょう介かいしあった。私わたしにとってピリノは、生うまれて初はじめてできた友ともだちとなったのだ。

「ねえ、この子この名な前まえはなんていうの？」

　私わたしの質しつ問もんに、ピリノは不ふ思し議ぎそうな顔かおをした。

「名な前まえ？　マモノには名な前まえはないんだよ。だって、心こころと心こころで通つうじあえるでしょ？」

「でも、この子こだけ名な前まえがないのはかわいそうだよ。ねえ、私わたしが考かんがえてもいい？」

「え[image: ー][image: ー]？　でも、マモノに名な前まえをつけるのはだめだって……」

「お願ねがいっ！　ね、いいでしょ？」

　ピリノの言いっている言こと葉ばはよく理り解かいできなかった。けれど私わたしは、どうしても風かぜ狐ぎつねの子こに名な前まえをつけてあげたかったのだ。私わたしがたのみこむと、ピリノはしぶしぶうなずいた。でも、すぐに楽たのしそうにいっしょになって考かんがえてくれたのだ。

　風かぜ狐ぎつねをピズと名なづけてかわいがった。ふたりでいろいろと考かんがえて、自じ分ぶんたちの名な前まえのピリノとシズから一ひと文も字じずつ取とっている。ふたりの友ゆう情じょうの証あかしのような気きがして、私わたしはうれしかった。

「ピュイィィ!!」

　私わたしとピリノがピズと呼よぶと、風かぜ狐ぎつねの子こはうれしそうに声こえを上あげて応こたえてくれた。

　名な前まえを気きに入いってくれたようで、私わたしもうれしくなった。ピリノもうれしそうに笑わらっている。

（ああ、楽たのしいな！）

　孤こ独どくだった私わたしに、ピリノとピズは心こころの安やすらぎをあたえてくれたのだ。
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　それからもちょくちょく、ふたりでピズに会あいにいった。

　ピズと名な前まえをつけてから数すう日じつで、風かぜ狐ぎつねの子こは手てのひらに乗のる程てい度どの大おおきさから、人ひとの頭あたまほどの大おおきさにまで成せい長ちょうした。おどろいたけど、私わたしとピリノになついてくれていたので気きにしなかった。むしろ、自じ分ぶんで獲え物ものを狩かれるほどに成せい長ちょうしたことを喜よろこんだほどだ。

　私わたしたちが会あいにいくと、鳥とりや野のウサギを仕し留とめてくれることもあった。

「ねえシズ、この子こをお城しろに連つれていったらだめかな？　役やくに立たつし、かしこい子こだし……」

「えっ──？」

　正しょう直じきに言いえば、ふたりだけの秘ひ密みつにしたかった。でも、ピリノの懇こん願がん＊２するような顔かおを見みていると言いい出だせなかった。私わたしのわがままで、ピリノを悲かなしませたくなかったから。

　城しろでは魔ま獣じゅうも育いく成せいされている。これだけかしこくなついている風かぜ狐ぎつねならば、従じゅう魔ま＊３として認みとめられるだろうとピリノは力りき説せつしていた。

　だから私わたしが了りょう承しょうすると、深ふかく考かんがえずに連つれ帰かえってしまったのだ。

　だけど──それが悲ひ劇げきのはじまり。

「ピュイィィ[image: ー][image: ー]!!」

　城しろのホールで、魔ま王おうレオンと遭そう遇ぐうしてしまったのが不ふ幸こうだったと言いえばそれまでだ。でも、本ほん当とうはちがう。力ちからのない私わたしが、他た者しゃのめんどうを見みる資し格かくなんてなかったのだ。

「……にげて、にげてよ……ピズ!!」

　レオンに遭そう遇ぐうしたことで、ピズは恐きょう慌こう状じょう態たい＊４になってしまった。だいていたピリノの胸むねから飛とび出だし、魔ま王おうレオンに向むけて威い嚇かくしてしまったのだ。そして、ピズのレオンへの敵てき意いに反はん応のうして魔ま人じんが目め覚ざめる。

　とたん、私わたしは行こう動どうの自じ由ゆうを失うしなった。

　近ちかくにいるのに、遠とおくに聞きこえるピリノの声こえ。

　イフリートは私わたしの意い思しなどお構かまいなしに、威い嚇かくするピズへとそのきばをむいた。止とめようとしても止とめられない私わたしの手てで、ピズをつかみ焼やき殺ころす。私わたし自じ身しんの手て、で。

　それだけでは終おわらなかった。私わたしの手てから生うみ出だされた炎ほのおは、白しろく激はげしいうずとなり、ピズをだいていた少しょう女じょへもおそいかかったのだ。声こえを上あげることもなく、ピリノは灰はいとなって消きえてしまった。まるで、初はじめからだれもいなかったとでも言いうかのように。

　炎ほのおの魔ま人じんはようやく満まん足ぞくしたのか、うやうやしく魔ま王おうへ一いち礼れいすると静しずかになった。

（──今いま、何なにが？）

　現げん実じつに追おいつけずぼうぜんと立たちつくす。
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（て、手てが……からだ、身体からだが……勝かっ手てに動うごいた、の？　どうして。ほのお、炎ほのおで……私わたしは、何なにを？）

　ピズだけではなく飼かい主ぬしであるピリノをも、イフリートが敵てきだとみなしたのだと気きづいたのは、それから数すう時じ間かんが経けい過かしてからだった。

　そう──私わたしは、この手てで友ともだちを殺ころしたのだ。

　吐はいた。胃い液えきが出でなくなっても吐はき気けは止とまらなかった。

　どうせなら私わたしも殺ころしてくれたらよかったのに──

　おかしくなりそうなほどの後こう悔かいと悲かなしみが私わたしの心こころを満みたし──直ちょく後ご、何なにごともなかったかのごとく、心こころが落おち着ついた。

　泣なきたくてもなみだも出でない。忘わすれてしまいたくても忘わすれられない。さけびたくても、声こえが出でなかった。

　私わたしは、心こころまで魔ま人じんになってしまったのだろうか？　心こころをうめつくすほどの恐きょう怖ふの感かん情じょうがわきでてきて、そしてすぐに冷れい静せいさがもどってくる。私わたしはもはや、人ひとではなかったのだ。人ひと並なみの幸しあわせを求もとめるのは、どんなに願ねがってもかなわぬ願ねがいだったのだとさとった。

　私わたしはその日ひから泣なくのをやめた。どのみち、なみだはすでにかれ果はてて、一いっ滴てきたりとも残のこっていないのだろうと思おもった。

　だって、その日ひ私わたしは、人ひととして大たい切せつなモノを失うしなってしまったのだから。

　魔ま王おうレオンは、そんな私わたしを冷つめたく見みつめていた。罰ばっするでもなく、ただ静しずかに。








＊１ 対たい峙じ…にらみ合あってじっとしている様よう子す。

＊２ 懇こん願がんする…心こころからお願ねがいする。

＊３ 従じゅう魔ま…主あるじに仕つかえる魔ま物もの。

＊４ 恐きょう慌こう状じょう態たい…こわがってあわてている状じょう態たい。
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　リグルドは宣せん言げん通どおり、昼ひるまでに準じゅん備びを整ととのえた。ドワーフの王おう国こくに向むかう者ものの選せん抜ばつも、ぬかりなく行おこなっている。自じ分ぶんの息むす子こであるリグルを筆ひっ頭とうに、計けい五ご組くみ。あとは、俺おれとランガである。

　ところで、リグルには隊たい長ちょうとしての仕し事ごとを任まかせなくてもいいのだろうか？

　少すこし心しん配ぱいになったが、本ほん人にんたちは納なっ得とくしている様よう子す。

　リグルドのヤツも若わか返がえった感かんじでやる気きに満みちているし、俺おれが心しん配ぱいしすぎなのかもしれん。




　さて、荷に物もつを受うけ取とると、ランガがうれしそうに俺おれを背せ中なかに乗のせた。

　ボヨヨ[image: ー][image: ー][image: ー]ン！　っと、ランガの毛け皮がわの中なかにうまる。思おもった以い上じょうにふわふわで気き持もちいい。

　落おちないようにまわりの毛けで自じ分ぶんの身体からだを固こ定ていした。『粘ねん糸し』の出で番ばんである。こういう場ば面めんで手て足あしがないのは本ほん当とうに不ふ便べんだが、そこは能のう力りょくでなんとかするしかない。こういう機き会かいも有ゆう効こう活かつ用ようすべきである。

　俺おれは、ひそかに糸いとを操あやつる練れん習しゅうをしているのだ。

　糸いとで敵てきを斬きる！　これは、ひとつのロマンなのではないだろうか？　習しゅう得とくできるかどうかはわからないが、先さきは長ながい。地じ道みちに練れん習しゅうを重かさねていこうと思おもう。

　荷に物もつの中なか身みは、お金かねと食しょく物もつだ。食しょく物もつは三日みっか分ぶん。それ以い上じょう日にっ数すうがかかるなら、自じ給きゅう自じ足そくする予よ定てい。

　日ひ持もちするものを持もっていってもいいが、かさばるのをさけたい気き持もちがあった。

　俺おれが飲のみこむと、いくらでも持もてるのだけど……あまやかすのはよくないだろう。

　自じ分ぶんに食しょく事じの必ひつ要ようがないからこそ、冷れい静せいに判はん断だんしたのだけどね。

　お金かねは、銀ぎん貨かが七なな枚まいに銅どう貨かが二に十じゅう四よん枚まい。まずまちがいなく、たいした額がくではない。

　期き待たいしていなかったので問もん題だいない。あとは、着ついてからどうするか考かんがえよう。





●　▲　▽　■　○　■






　ドワーフの王おう国こくは、ゴブリンの足あしで歩あるいて二にか月げつの距きょ離りにあるそうだ。

　森もりの中なかを流ながれるアメルド大たい河が。

　これをたどっていくと、山さん脈みゃくに出でるのだとか。

　その山さん脈みゃくに、目め指ざすべきドワーフの王おう国こくがある。




　東ひがしのほうにあるという帝てい国こくと、ジュラの大だい森しん林りん周しゅう辺へんにあるらしい複ふく数すうの国こっ家か。

　この間あいだをへだてるのが、カナート大だい山さん脈みゃくである。

　ゆえに、貿ぼう易えきするルートは三みっつに分わけられる。

　ひとつはジュラの大だい森しん林りんの中なかを通とおりぬけるルート。

　そしてもうひとつが、大だい山さん脈みゃくをこえていく険けわしい登と山ざん道どう。

　最さい後ごに海かい路ろ。

　本ほん来らい、ジュラの大だい森しん林りんの中なかを通とおりぬけるルートがもっとも短みじかく安あん全ぜんなのだが、なぜかあまり利り用ようされていない。主おもに、大だい山さん脈みゃくをこえていく険けわしい登と山ざん道どうが主しゅ流りゅうとなっている。

　海かい路ろについては、コストがかかるうえに、海うみの巨きょ大だい魔ま物ものの脅きょう威いもあるらしい。ゆえに、もっとも利り用ようの少すくないルートだそうだ。

　その三みっつのルート以い外がいに、ドワーフ王おう国こくを通とおりぬけることも可か能のうなのだが、通つう行こう税ぜいがかかってしまう。また、商しょう品ひんを輸ゆ送そうしている場ば合あいは関かん税ぜいもかかるうえ、荷に物もつの検けん査さも受うける必ひつ要ようがある。危き険けん物ぶつ持もちこみを防ぼう止しする目もく的てきがある以い上じょう、これは必ひっ須すらしい。少しょう数すうの者ものならばいいだろうが、隊たい商しょう＊５を組くんでの通とおりぬけには、時じ間かんとコストがかかりすぎるので敬けい遠えんされるようだ。

　安あん全ぜんなのはまちがいないので、得えられる利り益えきをふくめたふところ具ぐ合あいと相そう談だんとなるのだろう。

　今こん回かいは、帝てい国こくに用よう事じがあるわけではない。

　東ひがしに森もりをぬければ帝てい国こくだが、北ほく上じょうしカナート大だい山さん脈みゃくを目め指ざすのだ。

　山さん頂ちょうまで登のぼる必ひつ要ようはない。ドワーフの王おう国こくは、アメルド大たい河がの上じょう流りゅう部ぶであるカナート大だい山さん脈みゃくのふもとに、その領りょう土どを構かまえている。

　山さん脈みゃくの、自し然ぜんの大だい洞どう窟くつを改かい造ぞうした、美うつくしい都みやこ。

　それが、ドワーフの王おう国こくなのだ。




　俺おれたちは予よ定てい通どおり、アメルド大たい河がに沿そって北ほく上じょうしていた。

　川かわに沿そっての移い動どうなので、迷まようこともない。念ねんのため、脳のう内ないに地ち図ずも表ひょう示じしているけどね。

　案あん内ないは、一いち度どドワーフ王おう国こくにおつかいに行いったことのあるゴブタという者ものがいたので、そいつにたのんだ。

　俺おれの前まえを、先せん導どうして走はしっている。
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　しかし、黒こく狼ろう（＝嵐牙狼族テンペストウルフ）に進しん化かした牙が狼ろうたちだが、速はやい！　しかもつかれを見みせない。

　移い動どう開かい始しして三さん時じ間かんほどになるが、一いち度ども休きゅう憩けいを入いれていない。にもかかわらず、時じ速そく八はち十じっキロ近ちかい速そく度どで走はしり続つづけている。

　でこぼこした岩いわ場ばとかもあったのだが、お構かまいなし。乗のっている者ものを振しん動どうでつかれさせない走はしり方かたをしたうえで！　である。

　なんというか、非ひ常じょうに楽らくだ。

　このペースだと、一いっ週しゅう間かんも必ひつ要ようないかもしれない。

　まあ、無む理りせず行いけばいい。

　衣い服ふくやすみかは早はやく用よう意いしておきたいところだが、あわててもしかたないのだ。

「おーい、あんまり無む理りはしなくていいぞ！」

　と、声こえをかけておいた。

　なぜか、若じゃっ干かん速そく度どが上あがった。

　この三さん時じ間かん、バイク並なみのスピード感かんや、流ながれゆく風ふう景けいを楽たのしんでいたわけだが、そろそろひまになってきた。

　ふつうなら、この速そく度どで会かい話わするのは至し難なんの業わざなのだが、俺おれには牙が狼ろう族ぞくのボスを捕ほ食しょくして得えた、『思し念ねん伝でん達たつ』がある。みんなで仲なか良よくおしゃべりしながら、この旅りょ行こうを楽たのしむのもいいかもしれない。そう思おもい、みんなと思し念ねんのネットワークを組くむ。

　さて、何なにから聞きくかな……。

「リグルくん。そういえば、君きみのお兄にいさんは、だれに名な前まえつけてもらったの？」

「は！　私わたくしなど、呼よび捨すてで構かまいません！　で、兄あにの名な前まえですが、通とおりすがりの魔ま族ぞくの男おとこにつけてもらったそうです」

「ほう。魔ま族ぞくがゴブリンの村むらに来きたのか？」

「はい、十じゅう年ねんほど前まえのことです。私わたくしがまだ子こどものころに村むらに数すう日じつ滞たい在ざいし、兄あにに見みどころがあるから、と」

「へえ。いい兄あに貴きだったんだろうな」

「はい！　じまんの兄あにでした。その魔ま族ぞくゲルミュッド様さまも、いずれは自じ分ぶんの部ぶ下かにほしい！　そうおっしゃってくださっていたほどです」

「そのときに連つれていかれたりしなかったんだな？」

「はい。当とう時じは兄あにもまだ若わかかったですし、何なん年ねんかして、より強つよくなったころにもう一いち度ど来くるとおっしゃって、旅たび立だたれました」

「そうかそうか。今こん度ど来きたら、様よう子すが変かわりまくっててビックリするだろうな！」

「そうですね。しかし、今いまはリムル様さまに仕つかえる身み。栄はえある魔ま王おう軍ぐんとはいえ、ゲルミュッド様さまについていくことはできませんが──」

「魔ま王おう軍ぐん？　あったんだな、そういうの。てか、さそってくれるかわからんのに、自じ信しんありげだな？」

「ええ、自じ信しんというか、確かく信しんです。兄あにも名持ちの魔物ネームドモンスターとして進しん化かしておりましたが、ここまでは変へん化かしておりませんでした。明あきらかに、進しん化かの格かくがちがいます。〝世せ界かいの言こと葉ば〟など、一いっ生しょう聞きくことはないと思おもっておりましたし、感かん動どうであります！」

　まわりで話はなしを聞きいていたホブゴブリンたちも、そうだそうだ！　とばかりにうなずいていた。

　そんなモノなのか？

　名な前まえをつけたら進しん化かする。ただし、名なづけ親おやによって進しん化かの程てい度ども変へん化かするのか……。

　今こん度ど、比くらべる機き会かいがあったなら、実じっ験けんしてみるか。

　しかし、魔ま王おう軍ぐん。やはりあるのか、この世せ界かいには！

　魔ま王おうがせめてきたりするのだろうか？　というか、そのときどっちの味み方かたをすれば？

　まあ、せめてきたときに考かんがえよう。

　幸さいわいにも、〝勇ゆう者しゃ〟という存そん在ざいもいるらしいし、魔ま王おうの相あい手ては勇ゆう者しゃがするというのは常じょう識しきだ。

　三さん百びゃく年ねんたって、勇ゆう者しゃが生いきているかは疑ぎ問もんだが……きっと転てん生せいなりなんなりして、元げん気きに修しゅ行ぎょうでもしてるだろう。だがまあ、一いち応おう、記き憶おくの片かた隅すみにメモっておく。

　さて次つぎの話わ題だいは。

「ランガよ、俺おれっておまえのおやじさんのかたきってことになるよね？　そのへん気きにしなくていいの？」

　と、えらくなついてくれている黒こく狼ろうに問といかけた。

「正しょう直じき、思おもうところはあります。しかし、戦たたかいにおいての勝しょう敗はいは、魔ま物ものにとっての必ひつ定じょう＊６。たとえ、どのような戦たたかいであれ、勝かてば正せい義ぎと心こころ得えております。負まければ、何なにも残のこらない。されど……、我わが主あるじは、我われ々われを許ゆるしたのみならず、真ま名な＊７まで授さずけてくださりました！　感かん謝しゃこそすれども、うらむようなことはありません！」

「ふむ……。もし、リベンジをしたいのなら、いつでも受うけつけてやるよ」

「フフフ。進しん化かして、よりハッキリと認にん識しきできております。前まえの戦たたかいのとき、もし本ほん気きを出だしておられたならば、我われ々われはみな殺ごろしとなっておりました。そうなっていれば、種しゅ族ぞくの悲ひ願がんであった進しん化かを行おこなうこともなく散ちっていたのです。我われらの忠ちゅう義ぎ＊８は、我わが主あるじ、ただおひとりのものでございます！」

　何なにを言いってるのやら……。

　たしかに黒くろヘビに擬ぎ態たいしたならば、全ぜん滅めつさせることもできたかもしれないが、そんな危き険けんな賭かけなどする気きにならない。こいつは、過か大だい評ひょう価かしすぎだな。

　まあ、かんちがいしてくれる分ぶんにはまったく困こまらないか……。

「わかるか？　おまえも成せい長ちょうしたようだな！」

「はは！　ありがたき幸しあわせ！」

　適てき当とうに話はなしを合あわせて、うなずいておいた。

　まあ、親おやを殺ころされているわけだ。うらみがないと言いえば、うそになるだろう。

　ランガのヤツが、いつか俺おれにリベンジに来きたとしても、快こころよく受うけて立たってやろうじゃないか。

　俺おれも油ゆ断だんしていられない。それまでに、確かく実じつに強つよくなっておく必ひつ要ようがありそうだ。

　何なにしろランガは、どう見みても、今いまでは黒くろヘビ並なみに強つよくなっていそうな感かんじなのだから……。

　そんな感かんじで、話はなしをしながら道みちを進すすむ。

　予よ定ていをはるかに上うわ回まわる順じゅん調ちょうさだ。

「ちょっと急いそぎすぎではないのか？」

「大だい丈じょう夫ぶです！　我われ々われ、進しん化かのおかげか、それほどつかれなくなっております！」

「我われらのことは心しん配ぱいなさらないでください。我わが主あるじのように、睡すい眠みんが不ふ要ようなわけではありませぬが、長ちょう時じ間かんは必ひつ要ようありませぬ！　食しょく事じもひんぱんに必ひつ要ようというわけではなく、数すう日じつならなくても支し障しょうはありませぬので！」

　リグルが答こたえ、ランガもそれに追つい随ずい＊９した。

　他ほかのヤツらの様よう子すを見みても、みんなやる気きに満みちあふれている。

　これでは、一いち番ばん何なにもしていない俺おれが、一いち番ばんやる気きがないみたいに見みえてしまうではないか。

　一いち日にちの半はん分ぶんは走はしり続つづけていることになるのだが……、こいつら本ほん当とうにタフになったものだ。




　二日ふつか目めの終おわり、就しゅう寝しん前まえの食しょく事じをとっているとき。
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　今いま向むかっているドワーフ王おう国こくについて、ゴブタに聞きいてみた。

「は、はいぃぃ！　え、ええとっすね、正せい式しきには武ぶ装そう国こっ家かドワルゴンという名称なまえっす。ドワーフ王おうは英えい雄ゆう王おうと呼よばれる人じん物ぶつで──」

　俺おれに声こえをかけられ、緊きん張ちょう半はん分ぶん喜よろこび半はん分ぶんであせったのだろう。

　舌したをかんだのではないか？　というほど、あわてて返へん事じしてきた。

　そんなゴブタの話はなしをまとめると、現げん在ざいの王おうガゼル・ドワルゴは、初しょ代だいより数かぞえて三さん代だい目めになるらしい。若わかき日ひの祖そ父ふに似にた覇は気きをまとった偉い大だいな英えい雄ゆうであり、この地ちを公こう平へいに統とう治ちする賢けん王おうとしての名めい声せいが高たかいそうだ。まさに、現げん代だいに生いきる英えい雄ゆうのひとり。

　ドワーフの初しょ代だい英えい雄ゆう王おうグラン・ドワルゴが国くにをおこしてから千せん年ねんたつが、初しょ代だいの遺い志しをつぎ、歴れき史しと文ぶん化か、そしてその技ぎ術じゅつを守まもり、発はっ展てんさせてきたという。

　そんな賢けん王おうの治おさめる地ちが、武ぶ装そう国こっ家かドワルゴンなのだそうだ。いやはや、長ちょう命めいな英えい雄ゆう王おうに統とう治ちされているのなら、それはさぞかし素す晴ばらしい国こっ家かなのだろう。

　俺おれはワクワクした気き持もちになり、あとどのくらいで到とう着ちゃくするのか質しつ問もんする。

「ところで、ゴブタよ。あと、どのくらいかわかるか？」

「おそらくですが、明あ日すには到とう着ちゃくできるかと思おもうっす！　だいぶ山やまが大おおきく見みえておりますので！」

　なるほど、言いわれてみれば、山やまが大おおきく見みえている。

　昨日きのうまでは、その姿すがたも見みえていなかったのだが、とんでもない移い動どう速そく度どだ。

「ところで、ふと気きになったのだが、何なにしにドワーフの王おう国こくまで行いったのだ？　たまに行ぎょう商しょうの者ものがやってくるのだろ？」

　ドワーフの王おう国こくについてリグルドに聞きいた際さい、行ぎょう商しょうのコボルト族ぞくがいるという話はなしを聞きいていた。

　わざわざ、二にか月げつもかけてドワーフ王おう国こくまで出で向むくのも変へんな話はなしである。

「はい！　魔ま法ほうの武ぶ器きや防ぼう具ぐはですね、ドワーフ族ぞくが高たか値ねで引ひき取とってくれるっすよ。とは言いっても、道どう具ぐ類るいで支し払はらってくれるんすけど……わざわざ行ぎょう商しょうの者ものに持もたせて運はこんでくれるので、助たすかっていたっす！　それに、村むら周しゅう辺へんの魔ま物ものには魔法武具マジックアイテムを使つかえる者ものはいないんす……」

　なるほど。

　たまに、冒ぼう険けん者しゃが持もっている武ぶ具ぐを売うりにいっていたということか。どうりで、ろくな装そう備びが残のこっていないと思おもった。

　コボルト族ぞくにはものの良よし悪あしがわからないので、わざわざ高たか値ねで引ひき取とってくれるドワーフ王おう国こくに出で向むいたのか。もっとも、ゴブリンにたおされるような者ものは、森もりで迷まよったようなひよっこだろう。たいしたものを持もっていたとは思おもえなかったが……。

「それだけではありません。ドワーフたちのつくる品しなは、武ぶ具ぐを筆ひっ頭とうに上じょう質しつなものばかり。人にん間げんたちも認みとめる素す晴ばらしいものばかりなのです。あの地ちではそれらの品しなを求もとめて、人にん間げんも亜あ人じんも知ち恵えある魔ま物ものさえも関かん係けいなくつどいます。それがドワーフ王おう国こくの伝でん統とうであり、あの地ちでの争あらそいは王おうの名なにおいて禁きんじられているのです」

　ゴブタのたどたどしい説せつ明めいに加くわえて、リグルが補ほ足そくしてくれた。

　装そう備びを売うるという目もく的てきよりも、必ひつ要ような道どう具ぐを買かうほうが重じゅう要ようだったということか。そして何なによりも、その中ちゅう立りつ性せいにより魔ま物ものであっても差さ別べつされずに道どう具ぐを調ちょう達たつできるのが魅み力りょくであるようだ。

「それを可か能のうとするのが、武ぶ装そう国こっ家かドワルゴンの強きょう大だいな軍ぐん事じ力りょくです。コボルトの商しょう人にんどもに聞ききおよんだところ、この千せん年ねんドワーフ軍ぐんは不ふ敗はいをほこるのだとか……」

　ドワーフ王おう国こくは、重じゅう武ぶ装そうの歩ほ兵へいの壁かべに守まもられた高こう火か力りょくの魔ま法ほう兵へい団だんを有ゆうするらしい。戦たたかう相あい手ては歩ほ兵へいの壁かべをつきくずすこともできずに、魔ま法ほうの火か力りょくによる攻こう撃げきで全ぜん滅めつするという。

　その実じつ力りょくを裏うらづけるもの……それこそが、高たかい技ぎ術じゅつ力りょくで製せい作さくされる装そう備び品ひんにある。

　最さい先せん端たんの技ぎ術じゅつでつくられた武ぶ具ぐは、人ひとのつくりし武ぶ具ぐを圧あっ倒とう的てきに上うわ回まわる。そんな武ぶ力りょくを持もつ国くにと、めんどうごとを起おこしたい者ものなどいないだろう。

　当とう然ぜんの流ながれとして、人ひとはドワーフ族ぞくとの争あらそいではなく、友ゆう誼ぎ＊10を結むすぶことを選えらんだ。だからこそ、その支し配はい下かにおいて魔ま物ものと遭そう遇ぐうしたとしても、そこで争あらそいを起おこす愚ぐをおかす者ものは少すくないのだろう。

　魔ま物ものであっても差さ別べつせず道どう具ぐを融ゆう通ずう＊11してくれるとは、ドワーフとは案あん外がい、親しん切せつな種しゅ族ぞくなのかもしれない。うまくいけば、友ゆう好こう的てきな関かん係けいを築きずけると思おもう。

　というか、ぜひうまくいって、良りょう好こうな関かん係けいになりたいものだ。

　人ひとと魔ま物ものがまじわる都みやこ。

　ドワーフの王おう国こくは、この地ち上じょうにある異い質しつな地ちのひとつなのだろう。

　武ぶ力りょくのための道どう具ぐがあふれる都みやこでありながら、平へい和わを享きょう受じゅ＊12する国くに。武ぶ器き商しょう人にんの本ほん拠きょ地ちが、もっとも争あらそいから遠とおいというのは、ある意い味み……皮ひ肉にくなことであるのかもしれない。

　それが、この旅たびの間あいだに俺おれが聞きいた、武ぶ装そう国こっ家かドワルゴンの全ぜん容ようであった。




　そして、旅たびに出でてから丸まる三日みっか経けい過かした。

　カナート大だい山さん脈みゃくのふもとに広ひろがる牧ぼく草そう地ち。

　山さん脈みゃくの大だい洞どう窟くつを改かい造ぞうした美うつくしい都みやこ。

　大だい自し然ぜんが創そう造ぞうした天てん然ねんの要よう塞さい＊13。




　武ぶ装そう国こっ家かドワルゴン。

　ドワーフの王おう国こくに到とう着ちゃくしたのだ。
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●　▲　▽　■　○　■






　門もんの前まえに行ぎょう列れつができていた。

　天てん然ねんの大だい洞どう窟くつをふさぐように設もうけられた大だい門もん。

　この大だい門もんが開ひらくのは軍ぐんの出で入いりの際さいのみであり、月つきに一いち度どの頻ひん度どであるそうだ。

　残ざん念ねんながら、今日きょうは閉しまっている。

　その大だい門もんの下したのほうに小ちいさなとびらが設せっ置ちされており、ふだんはそこを利り用ようするようだ。

　大だい門もんの両りょう側がわにとびらがあるのだが、右みぎ側がわには列れつができていない。どうやら、貴き族ぞくなどのおえらい方かた々がた御ご用よう達たしの通つう路ろらしく空すいているようだ。行ぎょう列れつができているのは左ひだり側がわの通つう路ろであり、フリーパスで出で入いりしている者ものもいれば、別べっ室しつでチェックを受うける者ものなど、さまざまである。

　その左ひだり側がわにしたところで、武ぶ装そう国こっ家かの名なにはじぬ厳げん重じゅうな警けい備び体たい制せいであるのは同どう様ようだった。

　武ぶ装そう国こっ家かの名なはだてではない、ということだろう。

　中なかに入はいると比ひ較かく的てき自じ由ゆうに活かつ動どうできるらしいけど……それにしてもすごい行ぎょう列れつだ。

　旅たびよりも、ここで待まつほうが時じ間かんを取とられそうである。

「さすがはドワーフ王おうのおひざもとだぜ、すごい威い容ようの門もんだな」

「見みろよ、あの兵へい士しの着きている防ぼう具ぐ。俺おれたちが十じゅう年ねん働はたらいても買かうことはできそうもないな……」

「そりゃあそうだ。なんせ東ひがしの帝てい国こくも、ここと表おもて立だってことを構かまえるのをさけているらしいぜ。あの装そう備びを見みれば、それも当とう然ぜんだわな」

「言いうまでもねえ。ドワーフたちとことを構かまえると、二に度ど目めはないしな。どこの国くにも、苛か烈れつ＊14な報ほう復ふくで蹂じゅう躙りんされたくはないだろうさ！」

　左ひだり側がわの通つう路ろに並ならび周しゅう囲いを観かん察さつしていると、そんな会かい話わが聞きこえてきた。

　この世せ界かいのドワーフとは、俺おれが想そう像ぞうしたような温おん和わな性せい格かくではないのだろうか？　案あん外がい過か激げきな性せい格かくをしているようである。

　この国くには自じ由ゆう貿ぼう易えき都と市しにして、異い種しゅ族ぞく間かんの交こう易えきの中ちゅう心しん地ち。ゆえに、絶ぜっ対たい中ちゅう立りつ都と市しとしての顔かおを持もつ。この都と市し内ない部ぶでの武ぶ力りょく行こう為いをドワーフの英えい雄ゆう王おうが許ゆるすことはない、というのは冒ぼう険けん者しゃの間あいだでは有ゆう名めいな話はなしなのだとか。

　平へい和わを維い持じするのに武ぶ力りょくが必ひつ要ようというのは、異い世せ界かいでも共きょう通つうの話はなしなのだろう。

　俺おれがそんなことを考かんがえていたとき、

「おいおい！　魔ま物ものがこんなところにいるぜ!?　まだ中なかじゃないし、ここなら殺ころしてもいいんじゃね？」

「なあ、何なに並ならんでるんだよ。生なま意い気きだな、おまえら。殺ころされたくなければ、その場ば所しょゆずれ！　あと、荷に物もつぜんぶ置おいていけ。それで今こん回かいは見みのがしてやる！」

　などと、意い味み不ふ明めいな供きょう述じゅつをしており……じゃなく、こちらへ向むけられた害がい意いある声こえが聞きこえた。

　今いまここには、ゴブタと俺おれのふたりしかいない。何なにしろ、腰こし布ぬのだけの集しゅう団だんを引ひき連つれていくと、悪わる目め立だちする。ここは、案あん内ない役やくのゴブタと俺おれのふたりで行いく！　と、俺おれの発はつ言げんで決けっ定ていしたのだ。

　リグルも行いきたそうだったのだが、断ことわった。

　彼かれらは、森もりの入いり口ぐちで野の宿じゅくし、俺おれたちの帰かえりを待まっている。

　というわけでふたりだったのだが、いいカモに見みえてしまったのだろうか？

　列れつに並ならぶのをきらったふたり組ぐみの冒ぼう険けん者しゃに、目めをつけられてしまったようだ。

「おいおいゴブタくん、なんか聞きこえないかね？」

「はい、聞きこえるっすね……」

「前まえ来きたときも、からまれたりしたのかね？」

「当とう然ぜんっす！　ここでボコボコにされて、コボルトの商しょう人にんさんたちに拾ひろわれたっす！　あそこで拾ひろわれなかったら、自じ分ぶん、死しんでたかもしれないっすね」

「……からまれたんだ、じゃあ、しょうがないか？」

「弱よわい魔ま物ものの宿しゅく命めいみたいなもんなんすよ……」

　からまれたらしい。しかも、当とう然ぜんなのだと。先さきに言いっておいてほしかった。

　ゴブタは、何なにやらさとったような目めをして、うなだれていた。やっと緊きん張ちょうせずに俺おれと話はなせるようになったのに、今こん回かいの件けんで元もとにもどったりしないだろうか？　少すこし心しん配ぱいだ。

「おい！　ザコい魔ま物もののくせに、こっち無む視ししてんじゃねーよ！」

「ってゆーか、しゃべるスライムってレアじゃね？　見み世せ物ものとして売うれるんじゃね？」

　などと、ウザイ会かい話わを続つづけるふたり組ぐみ。

　仏ほとけのように慈じ悲ひ深ぶかいと言いわれたこともあったような、なかったような俺おれだが、これには腹はらが立たってきた。

「ゴブタくん……。前まえに、俺おれが言いったルールを覚おぼえているかね？」

「はい！　もちろんっす！」

「そうか。では、少すこし目めをつむり、耳みみをふさいでおくんだ！　決けっしてこっちを見みてはいけない！」

「？　なんかよくわかんないっすが、了りょう解かいっす！」

　さて、と。

　ルールを決きめた俺おれが、真まっ先さきにルール違い反はん……そういう風ふうに思おもわれるのも、教きょう育いく上じょうよろしくないだろう。じゃまなゴブタくんには目めをつむってもらったことだし、ゴミそうじをしますか！

　そのとき、右みぎ側がわの男おとこの視し線せんが動うごいた。

　その先さきを確かく認にんする。三さん人にん組ぐみがニヤニヤと笑わらいながら、こちらの様よう子すをうかがっていた。

　目めの前まえのふたり組ぐみは、剣けん士しと軽けい装そう備びの男おとこ。おそらく盗とう賊ぞく系けいの職しょく業ぎょう。

　三さん人にん組ぐみは、魔ま法ほう使つかいか僧そう侶りょっぽいローブ姿すがたがふたりと、大おお柄がらな戦せん士し。

　予よ想そうする──こいつらはひとつのパーティで、ふたりが俺おれたちを追おい出だし、順じゅん番ばんを確かく保ほ。そして、三さん人にんが追おい出だされた俺おれたちをかげで始し末まつし、何なに食くわぬ顔かおでふたりに合ごう流りゅうする──おそらくは、そういうシナリオだろう。

　そうやって、弱よわい魔ま物ものがいたら殺ころして荷に物もつをうばったりしていたのだろう。

　よく考かんがえつくものである。
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　しかし……今こん回かいは、相あい手てが悪わるかったな！

「おいおい！　順じゅん番ばんは守まもれよ！　俺おれは寛かん大だいだから、今いまなら許ゆるしてやる。さっさと後うしろに並ならびな！」

　挑ちょう発はつ開かい始しだ。

　ふたり組ぐみは一いっ瞬しゅんきょとん、となってから、一いっ気きに顔かおを真まっ赤かにさせた。沸ふっ点てんの低ひくいヤツらだ。

「クソザコの魔ま物もののくせしやがって、なめてんじゃねーぞ！」

「おいおい、おまえ、死しんだぞ！　おとなしく身みぐるみ置おいていくなら、殺ころさずにいてやろうと思おもっていたんだが、な……。俺おれたちをおこらせた以い上じょう、そうはいかんぞ」

　などと、三さん下した＊15っぽいセリフを言いいだした。

　ふっ。ゼネコンではな、めっちゃこわい顔かおしたおっさんをあごで使つかえるようじゃなきゃ務つとまらないのだ。下した請うけ負おいの業ぎょう者しゃの従じゅう業ぎょう員いんには、身体からだに落らく書がきしたおちゃめなおやじもいるのである。

　この程てい度どの若わか造ぞうのおどしなど、へでもない。

「クソザコの魔ま物もの？　それは俺おれのことか？」

「てめーに決きまってるだろうが！　スライムなんざ、ザコ中ちゅうのザコだろうよ！」

「さっさと、こっちに来こい。しゃべれるようだし、殺ころさずに魔ま物ものの奴ど隷れいにしてやるよ！」

　魔ま物ものの奴ど隷れい？　そんなのもいるのか？

　それはひとまず置おいておく。

　周しゅう囲いの商しょう人にんや冒ぼう険けん者しゃ風ふうの者ものたちも、このさわぎに気きづきはじめている。

　まずは注ちゅう目もくさせないと。

　正せい当とう防ぼう衛えいなんて概がい念ねんが、あるのかどうかは知しらないけど……あとになって、少すこしでも証しょう言げんが出でれば御おんの字じである。

　しかし、だれか助たすけてやろう！　という優やさしい人にん間げんはいないのか？

　俺おれが美び少しょう女じょだったらいたかもしれないが、スライムじゃ無む理りか。

「ザコザコと、えらくなめた口くちをたたくではないか！　それに、スライムだと……？」

「どっからどー見みても、スライムだろうがよ！」

「てめー、ふざけやがって……！　おまえみたいな小こ物ものにバカにされるなんて、許ゆるせんわ！　やっぱ殺ころす！　今いまさら命いのちごいしてもおせーぞ!!」

　そして武ぶ器きを構かまえるふたり組ぐみ。

　あ！　とうとう、こいつらぬきやがった。

　あーあ。最さい初しょに会かい話わする人にん間げんがこれとは、ついてない。魔ま物もののほうが友ゆう好こう的てきだなんてな。

　周しゅう囲いの者ものたちは、俺おれたちを遠とお巻まきにするようにはなれはじめた。巻まきぞえになりたくないのだろう。

　門もん番ばんもこのさわぎに気きづいたのか、あわただしく動うごきはじめている。

　それを横よこ目めに、俺おれはゆっくりと前まえに出でる。そして、

「ククク。俺おれが小こ物もの、だと？　スライム？　いつから俺おれがスライムだとかんちがいしていた？」

　思おもわせぶりに言いってやる。どー見みてもスライムなのだ。そんなもん最さい初しょからスライムと思おもわれていたに決きまってる。これは演えん出しゅつなのだ……多た分ぶん。

「なんだと？　はったりもたいがいにしろよ！」

「ふん！　スライムじゃないと言いうなら、さっさと正しょう体たいを見みせろよ！　死しんだあとでは、言いい訳わけもできんぞ！」

　変へん身しんするのを、待まってくれるようだ。

　計けい画かく通どおり！

　スライムのまま戦たたかっても、勝かてると思おもう。

　だが、手て加か減げんしにくいので、スパッ！　とまっぷたつにしてしまいそうだった。

　気き絶ぜつですむように、威い力りょくを調ちょう節せつするのは難むずかしいのだ。

「いいだろう。見みせてやろう、この俺おれの真しんの姿すがたを！」

　などと思おもわせぶりにさけび、おさえていた妖よう気きを放ほう出しゅつする。

　もちろん、少しょう量りょうで。

　少しょう量りょうの妖よう気きにかんづいた者ものがいるか、周しゅう囲いを確かく認にんしてみた。遠とお巻まきにこちらを見みている者もの数すう名めいが気きづいた程てい度ど。目めの前まえのバカふたりにその仲なか間まっぽいヤツは、気きづいた気け配はいがない。

　こいつら、口くちほどにもなさそうだ。

　様よう子すをうかがうのはもういい。さて、何なにに変へん身しんしようかな……。




　俺おれの身体からだから黒くろい霧きりが噴ふん出しゅつする。

　そして、俺おれの身体からだをおおい……、霧きりの晴はれたあと、そこに一いっ体たいの魔ま物ものが出しゅつ現げんする。

　黒くろいオオカミ。

　あれ？　前まえ捕ほ食しょくしてすぐに擬ぎ態たいしたときは、牙が狼ろう族ぞくの形けい状じょうだったのだが……今いまは、進しん化かしたランガたちと同どう様ようの黒くろい毛け並なみ。そして、ランガすら上うわ回まわる、体たい躯く。額ひたいには二に本ほんの角つの。
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擬ぎ態たい：黒嵐星狼テンペストスターウルフ

　……どうやら、捕ほ食しょくした魔ま物ものの系けい統とうが進しん化かしたら、俺おれの擬ぎ態たいにも適てき用ようできるみたいだ。それどころか、ランガの進しん化かのさらなる先さきという感かんじの姿すがただった。ランガが一いっ本ぽん角づのだったことからも、こちらが上じょう位いの姿すがたであると考かんがえてまちがいないだろう。圧あっ倒とう的てきな力ちからを感かんじる。バカふたりも、この姿すがたを見みたらさすがににげるだろう。そう思おもったのだが……。

「は！　見みた目めだけいかつくしても、てめーがスライムなのは変かわらないんだよ！」

「おいおい、それで俺おれらがビビッてにげる！　とでも思おもったか！」

　全ぜん然ぜん気きづいてない！

　おいおい、ふつうは気きづくと思おもうのだが……。見みたらわかるレベルでヤバそうだろうよ！

　そもそも、スライムが変へん身しんしたなら、幻げん覚かくか何なにかはわからなくても警けい戒かいはすべきだろう。

　それなのに、こいつらまったくお構かまいなしであった。

　かくしている三さん人にんの仲なか間まがいることに安あん心しんしているのかもしれないけど……。




　使つかえる能力スキルが増ふえている。

『超ちょう嗅きゅう覚かく、思し念ねん伝でん達たつ、威い圧あつ、影かげ移い動どう、黒くろ稲いな妻ずま』の五いつつか。

『影かげ移い動どう』は、ランガたちが今いま練れん習しゅう中ちゅうのスキルだな。

　ペアとなった者ものの影かげにひそみ、呼よばれると出しゅつ現げんする！　というのが目もく標ひょうである。

　今いまは、影かげに入はいる練れん習しゅう中ちゅうなので、先さきは長ながい。

　とすると『黒くろ稲いな妻ずま』だが……試ためさなくてもわかる。試ためしたら、この目めの前まえのあわれな男おとこたちは黒くろこげコースだろう。

　俺おれの予よ測そくはあまいから、もっとひどい状じょう態たいもありうる。となると、使つかえるスキルがない。

　バカに『威い圧あつ』が効きけばよかったのに！　ある意い味み、バカって無む敵てきなのか？

　何なにしろ、見けん物ぶつしてる者もののほうが、ビビッて腰こしをぬかしている始し末まつなのだ。

「やれやれ……、もういいや。めんどうくさいから、かかってこい！」

　先せん制せい攻こう撃げきをゆずった。擬ぎ態たい状じょう態たいでダメージを受うけると、どうなるのか？

　実じつは、ちゃんと実じっ験けんして確たしかめている。トカゲに変へん身しんして、攻こう撃げきを受うけ続つづけてみたのだ。

　そのとき判はん明めいしたのだが、ダメージが一いっ定てい量りょうをこえると擬ぎ態たいが解とけるようだ。その際さい、スライム本ほん体たいへのダメージはなかったのである。おそらく、使し用ようした魔ま素そで本ほん体たいをおおうように擬ぎ態たいを構こう成せいしているため、ダメージは本ほん体たいまで来こないのだろう。

　制せい限げんは、次つぎに擬ぎ態たいできるようになるまで三さん分ぷんくらいかかったことと、擬ぎ態たいする魔ま物ものごとに魔ま素そを代だい価かに支し払はらうこと。

　魔ま素その使し用よう量りょうは、俺おれにとっては微び々びたるものなので問もん題だいにならない。時じ間かん制せい限げんは問もん題だいない。

　つまり、好すきに攻こう撃げきさせても問もん題だいない。

　もし相あい手てが強つよかった場ば合あいでも、スライムにもどった瞬しゅん間かんににげたらいい話はなしなのだから。

「へっ、死しにやがれ！」

　俺おれの言こと葉ばに反はん応のうした剣けん士しが、悪あく態たいをつき斬きりこんできた。

「うぉぉぉ！　風ふう破は斬ざん！」

　それは剣けん士しのスキルなのだろうか？　手てに持もつ剣けんが緑みどり色いろに発はっ光こうしている。

　だが、残ざん念ねんながら俺おれには通つうじない。かわいそうに……じまんの剣けんがポッキリ折おれてしまった。

　そんな剣けん士しの攻こう撃げきと同どう時じに、軽けい戦せん士しもダガーを投とう擲てき＊16してくる。

　しかし──

　三さん本ぼんのダガーを同どう時じ投とう擲てきは見み事ごとだが、黒嵐星狼テンペストスターウルフの剛ごう毛もうをつらぬくほどの威い力りょくはなかったようだ。

「今いま、何なにかしたのか？」

　俺おれはよく悪あく役やくがやるように、相あい手てを思おもいっきり小こバカにしつつたずねた。というか、本ほん当とうに何なにかしたのか？　というほど、ダメージを受うけていない。あのスキルは見みかけだおしなのか？

「バ、バカな！　なんてかたい剛ごう毛もうなんだ……」

「ありえん……こんな、こんなこと……ありえない！　俺おれの剣けんは白はく銀ぎん製せいだぞ！　魔ま物ものへの威い力りょく増ぞう大だい効こう果かがあるんだぞ！」

　……いや、そりゃ銀ぎん製せいはもろいだろ？　何なに言いってるんだ……こいつ。

「おい、おまえらも手伝てつだえ！」

　なりふり構かまわなくなったのか、剣けん士しが仲なか間まを呼よんだ。やはり、あの三さん人にんは仲なか間まだったか。

「ヘッ！　おまえはもう終おわりだ！」

「やれやれ……、まさか、俺おれたちに出で番ばんがくるとは思おもってなかったぜ！」

「スライムの変へん身しん魔ま法ほう？　興きょう味みあるな。死しんだら解かい剖ぼうするとしよう」

「さっきからソイツ、動うごいてない。動うごくと魔ま法ほうが解とけるんだろ。どうだ？　図ず星ぼしか!?」

　応おう援えんに呼よばれた者ものたちも、好すき勝かっ手てなことをわめいている。




　そして五ご人にんは俺おれを中ちゅう心しんに散さん開かい＊17し、同どう時じに攻こう撃げきをしかけてきた。

　軽けい戦せん士しはショートソードによる斬きりこみを。

　剣けん士しは魔ま法ほうを唱となえ、カマイタチによる斬ざん撃げき＊18を。

　重戦士ファイターは、「重じゅう破は斬ざん！」とさけびながら、グレートアックスによる一いち撃げきを。

　魔ま法ほう使つかいは、「火炎球ファイアボール！」と、魔ま法ほうによる攻こう撃げき。

　僧そう侶りょは俺おれからの攻こう撃げきに備そなえ、魔ま法ほうの防ぼう御ぎょを構こう築ちくしている。

　パーティとしては、バランスのいい構こう成せいなのだろう。彼かれらにとって残ざん念ねんなことに、そのすべての攻こう撃げきが俺おれに効きかなかったというだけで……。

　チラリッ、と彼かれらを見みた。おどろきすぎて、声こえも出でない様よう子すだ。

　今いまなら、『威い圧あつ』が効きくかもしれない。

　俺おれは、咆ほう哮こうに乗のせて『威い圧あつ』を行こう使しした。しかし、これは大だい失しっ敗ぱいだった……見けん物ぶつしていた者ものたちまで、気き絶ぜつしたり股こ間かんからいろいろもらしたり……要ようするに、大だい惨さん事じになってしまったのだ。

　やっべ、どうしよう？　俺おれは頭あたまをかかえるハメになる。

　え？　五ご人にん組ぐみ？

『威い圧あつ』を至し近きん距きょ離りで喰くらった彼かれら。その結けつ末まつは、言いうまでもないだろう。

　俺おれの『魔ま力りょく感かん知ち』で、こちらに向むかって走はしってくるドワーフ警けい備び隊たいの姿すがたが感かん知ちできた。

　一ひと言こと。

「終おわった、な」

　つぶやく。本ほん当とう、終おわったかもしれない。

　それからいろいろなものを垂たれ流ながしにしている彼かれらをながめ、あれのあと始し末まつはいやだろうな？　と、ひとごとのように現げん実じつ逃とう避ひを開かい始ししたのだった。





●　▲　▽　■　○　■






「本ほん当とうにすんませんっした[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!」




　俺おれは深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた（つもりになった）。

　俺おれたちは警けい備び隊たいの詰つめ所しょに連れん行こうされていた。




　あのあと、あれだけのさわぎを起おこして無む罪ざい放ほう免めん！　と、その場ばで解かい放ほうしてもらえる、なんてことはさすがになかった。俺おれたちは、駆かけつけたドワーフの警けい備び隊たいに取とり囲かこまれたのだ。

　とはいえ、相あい手ての五ご人にんは絶ぜっ賛さん気き絶ぜつ中ちゅうだし、俺おれひとりを取とり囲かこんでいるようなものである。

　そうだ！　こっそりスライムにもどってにげよう。

　そう考かんがえ、スライムにもどって脱だっ出しゅつを試こころみたのだったが……。

　ぐわしっ！　と、身体からだをつかまれる。そしておそいくる浮ふ遊ゆう感かん。

　あっさりと捕ほ獲かくされてしまった。

　にがす気きはないよ？　といった顔かおをして、兵へい隊たいさんが笑えみをうかべている。

　だが、額ひたいにうかぶ青あお筋すじが、彼かれの心しん情じょうを雄ゆう弁べんに語かたっていた。

「ちょ、自じ分ぶんたち何なにもしてないっすよ！　自じ分ぶんたちは被ひ害がい者しゃっす！」

　と、ゴブタを真ま似ねて言いってみたのだが、

「うん。そうだね。でも、話はなしは詰つめ所しょで聞きくから。にげられるなんて思おもわないことだね！」

　いい笑え顔がおでさとされた。もうあきらめたほうがいいかもしれんな……。

　ゴブタは何なにをしているのか？　そう思おもって見みてみると、未いまだに目めをつむり耳みみをふさいでいた。

　……あのバカ！　何なにを考かんがえているんだ？

　いや、何なにも考かんがえていないんだろう。だって、バカだし。まあ、素す直なおともいえるけど。

　あきれながら、ゴブタを呼よび寄よせた。こうして、俺おれたちは警けい備び隊たいの詰つめ所しょへと連れん行こうされたのである。




　今こん回かいの三みっつのできごと！

　一ひとつ、からまれた！

　二ふたつ、オオカミに変へん身しんした！

　三みっつ、ちょっとだけ大おおきな声こえでほえた。

　どや？　俺おれ、悪わるくないやろ？　そう思おもい、チラッと兵へい隊たいさんを見み上あげた。

　相あい変かわらずの、いい笑え顔がお。

　ひげもじゃの、人ひとのよい豪ごう快かいな顔かおつきによく似に合あっておられる。

　残ざん念ねんだな。その額ひたいの青あお筋すじがなければ、な。

「あの……自じ分ぶん、なんでいっしょに連つれてこられたんすかね？」

「バッカ！　何なに言いってるの、おまえ？　おまえがからまれたから、俺おれたちおこられてるんだよ？」

「え!?　そうだったんすか？　スンマセン……自じ分ぶん、またやらかしたんすね……」

「まあ、今こん回かいはしかたないけど、次つぎからは気きをつけるんだぞ」

　ふー。なんとかごまかせたようだ。これぞ、必ひっ殺さつ〝人ひとのせい！〟である。

　長なが年ねんの社しゃ会かい経けい験けんをへて、初はじめて身みにつく高こう度どな技ぎ術じゅつである。ポイントは、相あい手てに疑うたがわせないこと。

　なかなか難むずかしいのだ！

　実じっ際さいのところ、冗じょう談だんっぽく言いったが、三みっつのできごとはおおむねその通とおりなのだ。見みていた者ものたちへの聞ききこみでも、同どう様ようの聞きき取とり結けっ果かが出でた模も様よう。

　俺おれたちへの態たい度どが、若じゃっ干かんだがゆるくなったように思おもう。

「で？　あのオオカミの魔ま物ものは、なんだ？」

　目めの前まえの取とり調しらべ担たん当とうの兵へい隊たいさんが問といかけてきた。

　何なに、とはどういう意い味みだろう？　種しゅ族ぞくの名な前まえとか？

「えっと、あのオオカミの種しゅ族ぞくの名な前まえはですね……」

「ちがう。名な前まえとか、そういうのはいい。なんであんな魔ま物ものがあそこに出しゅつ現げんした？　そもそも、どこから来きて、どこへ行いったんだ？　知しってることをすべて話はなせ！」

　むむ？　俺おれが変へん身しんしたって言いったのだが、信しんじてないのか？

　ヒーローは変へん身しんできるのをかくすものだが俺おれはヒーローではない。

　だから、オープンにペラペラしゃべったというのに。
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「いや、だから……あれは俺おれが変へん身しんした姿すがただって、言いってるじゃないですか！」

「は？　おまえね、スライムがしゃべれるのはめずらしいけど、それでも変へん身しんはないだろ？」

「いやいや、じゃあ、やってみせましょうか？」

「ふん。まあいい。仮かりにだ、おまえが変へん身しんした姿すがただったとしてだが、なんで変へん身しんできるんだ？　スライムなんだろ？」

　え？　そう言いわれれば、どう答こたえたらいいだろう？

　ユニークスキルっすよ！　などと、バカ正しょう直じきに答こたえるのはまずい。そんなことをすると、ゴブタと同どうレベルになってしまう。

　考かんがえろ。ナイスな言いい訳わけを、今いますぐ思おもいつけ……!!

「実じつはですね……僕ぼく、魔ま法ほう使つかいに呪のろいをかけられたのです。多た分ぶん、僕ぼくの才さい能のうに嫉しっ妬としたのでしょうね……。僕ぼくは幻げん覚かく魔ま法ほうの使つかい手てだったのですよ」

「ふーん。魔ま法ほう使つかいに呪のろい、ね。で？」

「ええと、はい。幻げん覚かく魔ま法ほうをいくつか覚おぼえて、勉べん強きょう中ちゅうの身みだったのですが、邪じゃ悪あくな魔ま法ほう使つかいにスライムの身体からだに変へん化かさせられてしまって……今いまは、その呪のろいを解とく方ほう法ほうを探さがして旅たびをしていたと、こういうわけなのです！」

「なんで邪じゃ悪あくな魔ま法ほう使つかいに出で会あったの？　殺ころされずに呪のろいをかけられた理り由ゆうは？」

　ぐぬぬ……、素す直なおに信しんじればいいものを。しつこいくらい疑うたがっているな。

　まあ、当とう然ぜんか。ここであっさり信しんじられたら、おまえはゴブリン以い下かか！　と思おもうところだ。

　そこから延えん々えん二に時じ間かんほど。

　俺おれと兵へい隊たいさんの攻こう防ぼうがくり広ひろげられた。

　………

　……

　…

　ふたりの熱あつい議ぎ論ろんの末すえに、ひとつの物もの語がたりができあがろうとしていた。

　ひとりの美び少しょう女じょが、悪わるい魔ま法ほう使つかいにスライムになる呪のろいをかけられる物もの語がたり。

　売うり言こと葉ばに買かい言こと葉ばではないが、兵へい隊たいさんの指し摘てきにいちいち反はん応のうしていくうちに、変へんな脳のう内ないストーリーができあがっていた。

　僕ぼくっ娘この、変へん身しん系けい幻げん覚かく魔ま法ほうの天てん才さい少しょう女じょ。彼かの女じょが魔ま女じょから呪のろいを受うけて、それを解とく旅たびに出でる話はなし。

　どうしてこうなった？　しかも、なんで魔ま法ほう少しょう女じょなんだ!?

　俺おれがおかしなことを言いうと、兵へい隊たいさんが尋じん問もんという名なの修しゅう正せいを入いれてくる。

　なるほど！　と、話はなしを直なおしていくうちにできあがったのだが……。俺おれと兵へい隊たいさん、なしとげた！という感かんじで、熱あついまなざしをかわしあった。もっとも、俺おれに目めはないけどね！

　言こと葉ばはなくとも、気き持もちは通つうじていた。

「よし！　調ちょう書しょが完かん成せいした。協きょう力りょく感かん謝しゃする！　しかし、君きみたちの身み柄がらは──」

バタ[image: ー][image: ー][image: ー]ン！

　兵へい隊たいさんの言こと葉ばをさえぎるように、大おおきくとびらが開ひらかれた。そして、勢いきおいこんで兵へい士しが入はいってくる。

「た、大たい変へんだー!!　鉱こう山ざんで、アーマーサウルスが出でやがった。鉱こう石せきを採さい取しゅしていた鉱こう山ざん夫ふが、何なん名めいかケガしたみたいだ──」

「なんだと!?　で、アーマーサウルスは討とう伐ばつしたのか？」

「そっちは大だい丈じょう夫ぶ！　今いま、討とう伐ばつ隊たいが向むかった。だが、ケガの具ぐ合あいがひどいのがいる。戦せん争そうの準じゅん備びかなんか知しらないが、薬くすり関かん係けいが売うり切きればかりで、城しろの備び蓄ちくも出だせないみたいで……」

「回かい復ふく術じゅつ士しは？」

「それが……〝魔ま鉱こう石せき〟の採さい取しゅに、鉱こう山ざんの奥おくまで行いってるだろ？　詰つめ所しょつきの回かい復ふく術じゅつ師したちも、つきそいで行いってしまってて、今いまはひよっこしか残のこっていやしねえ!!」

「なんだと!?」

　大たい変へんなことになっている様よう子す。

　俺おれは空くう気きだ。

　城しろに備び蓄ちくがあるなら出だしてやれよ！　と思おもうのだが……。

　回かい復ふく薬やくか。持もってるけど、どうするかな？

　できれば心しん証しょうをよくして無む罪ざい放ほう免めん、的てきな考かんがえが心こころをよぎったとか、そのようなことは断だんじてない。

　人じん命めい救きゅう助じょは当とう然ぜんだからだ。言いってて、自じ分ぶんでも疑うたがわしいけど……。

〝情なさけは人ひとのためならず〟という。めぐりめぐって、自じ分ぶんによいことがあるかもしれないからな。

「おい、だんな、だんな！」

「なんだ？　今いま取とりこみ中ちゅうだ。取とり調しらべは終おわりだが、まだ放ほう免めんはできん。状じょう況きょうが落おち着つくまでは、しばらくこの部へ屋やで待たい機きしてろ！」

「いえいえ、そうじゃなく。これ、なんですけどね？」

　ふところから取とり出だす、回かい復ふく薬やく（見みた目めには、ペッ！　と吐はき出だしたように映うつるだろうけど）。

「……？　あ、なんだこれは？」

「回かい復ふく薬やくですよ。飲のんでよし！　かけてよし！　の優すぐれものですよ！」

「は？　なんでスライムのおまえが、回かい復ふく薬やくなんて持もってるんだ？」

　おいおい。僕ぼくっ娘こ魔ま法ほう少しょう女じょ設せっ定ていはどこにやったんだ。

　完かん全ぜんにスライムあつかいじゃないですか！　やはり、こいつもノリだけで話はなしつくってたのか。

　まあいい。俺おれもそうなので、文もん句くは言いえない。

「まあそんなことはどうでもいいでしょ？　使つかってみてくださいよ。何なん個こ必ひつ要ようですか？」

「ケガ人にんは、六ろく人にんだが……大だい丈じょう夫ぶなのか？」

　知しらせにきた若わかい兵へい隊たいが疑うたがわしげに見みてきた。

　魔ま物ものが薬くすりを差さし出だす。俺おれが兵へい隊たいなら受うけ取とらない。

「チッ！　ここから出でるなよ！　おい、行いくぞ！」

「え？　でも、隊たい長ちょう……こいつ魔ま物ものですよ？」

「うるせえ！　行いくぞ、さっさと案あん内ないしろ」

　そう言いうなり、俺おれが出だした六ろっ個この回かい復ふく薬やくを引ひっつかんで、隊たい長ちょうと呼よばれたひげ面づらの兵へい隊たいさんは駆かけ出だした。話はなしは適てき当とうに合あわせていただけだが、一いち応おうは俺おれのことを信しん用ようしてくれたらしい。

　見みかけ通どおり、人ひとのいいヤツのようだ。隊たい長ちょうだったとはおどろきだが。

「終おわったっすか？」

　終しゅう始し無む言ごんで、俺おれの話はなしにうなずくだけだったゴブタが聞きいてきた。

「終おわってはないが、まあ、しばらく様よう子す見みだな」

「了りょう解かいっす！」

　ぼ[image: ー][image: ー][image: ー]っとする俺おれたち。

　詰つめ所しょの中なかに時とき折おり出で入いりする兵へい隊たいたちが、俺おれたちをいぶかしげに見みて首くびをかしげていたが……。

　待まつこと一いち時じ間かん。ひまつぶしに糸いとを操あやつる練れん習しゅうをしていると、隊たい長ちょうたちが帰かえってくる足あし音おとを感かん知ちした。

　糸いとをしまい、部へ屋やに入はいってくるのを待まつ。

　ゴブタは寝ねていた。こいつ……案あん外がい、大おお物ものなのかもしれない！

「助たすかった、ありがとう!!」

　部へ屋やに入はいってくるなり、隊たい長ちょうがそう言いって、頭あたまを下さげてきた。

　隊たい長ちょうに続つづいて、鉱こう山ざん夫ふたちまで入はいってきた。
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「あんたが、薬くすりをくれたんだってな！　ありがとよ!!」

「正しょう直じき、うでがちぎれかけてて、生いき残のこれても仕し事ごとがなくなるとこだった……ありがとう！」

「…………」

　感かん謝しゃの言こと葉ばを述のべる鉱こう山ざん夫ふたち。

　最さい後ごのヤツ、何なにか言いえよ。まあ、感かん謝しゃの気き持もちは伝つたわってきたけど。

　それからひとしきり礼れいを述のべて、鉱こう山ざん夫ふたちは帰かえっていった。回かい復ふく薬やくが役やく立だったようで何なによりだ。

　なんだかんだで、太たい陽ようはとっくにしずみ、外そとは真まっ暗くらになっている。

　そのあと、隊たい長ちょうとしばらく話はなしをした。

　今こん度どは、真ま面じ目めな話はなしである。

　俺おれともめた五ご人にん組ぐみは、この国くにの自由組合ギルド所しょ属ぞくの冒ぼう険けん者しゃたちだった。才さい能のうはあるのだが、問もん題だいを起おこすというので有ゆう名めいだったらしい。ぶっちゃけ、いい薬くすりになっただろう！　と笑わらっていた。

　俺おれたちが実じっ際さいには被ひ害がい者しゃ側がわなのは確かく認にんずみなのだが、周しゅう囲いの被ひ害がい者しゃの感かん情じょうを考こう慮りょしての拘こう束そくだったと教おしえてくれた。

　被ひ害がい届とどけも出でていない。

　よごしてしまった下した着ぎを弁べん償しょうしろ！　などと、はずかしくて言いえたものでもないだろう。

　俺おれたちの事じ情じょうも話はなした。

　ゴブリンの村むらの発はっ展てんに、衣い類るいや武ぶ具ぐの調ちょう達たつ。できれば、指し導どうできる者ものの派は遣けん依い頼らい、などなど。

　隊たい長ちょうは熱ねっ心しんに聞きき入いってくれた。事じ情じょうを知しった他ほかの隊たい員いんたちも、いろいろ話はなしかけてくれた。

　ゴブタのヤツもいろいろ話はなしかけられ、目めを白しろ黒くろさせて答こたえていた。

　そうして、夜よるはふけていく……。




　翌よく日じつ。

　未いまだ詰つめ所しょに滞たい在ざい中ちゅうである。ゴブタは仮か眠みん室しつを借かりており、今いまはいない。まだ寝ねてるのだろう。俺おれに睡すい眠みんは必ひつ要ようないので、朝あさから裏うら庭にわで行おこなわれている鍛たん錬れんの風ふう景けいをながめていた。

　木ぼく刀とうを振ふる速そく度ど、模も擬ぎ戦せんで軽かるく打うち合あいを行おこなう様よう子す、その他た走はしりこみの状じょう況きょう。

　すべてのんびりと観かん察さつしている。

　その状じょう況きょうを脳のう内ないシミュレートし、各かく種しゅ捕ほ食しょくした魔ま物ものと戦たたかわせてみた。

　ひまなので、ゲーム感かん覚かくである。しかし、『大だい賢けん者じゃ』をこんなことに使つかってもいいものか？　宝たからの持もちぐされのような気きがしなくもない。だが、おもしろいのだからしかたないだろう。問もん題だいない。

　結けっ果か、魔ま物ものたちの圧あっ勝しょう。条じょう件けんを悪わるくしたとしても、コウモリとトカゲに勝かてる者ものが何なん人にんかいる程てい度ど。

　一いっ対たい一いちでは、魔ま物もの側がわにてんびんがかたむくようである。ただし、四よん〜六ろく人にんが基き本ほん的てきな最さい小しょう戦せん闘とう班はんとなるらしいので、集しゅう団だんだとクモに勝かてる組くみ合あわせもあった。

　だが、ここにいる二に十じゅう人にん全ぜん員いんでかかったとしても、ムカデには勝かてないだろう。

　この兵へい隊たいさんたちがこの国くにの最さい強きょう戦せん力りょくというわけではないようなので、こんなものなのかもしれないけれど。




　そうこうしているうちに、ゴブタも起おきてきた。

　隊たい長ちょうも出しゅっ勤きんしてきたようだ。

「釈しゃく放ほうだ。拘こう束そくして悪わるかったな。面めん目もくもあって、一いち日にちは入はいってもらった。スマン！」

「いやいや、宿やど代だいがういて助たすかりました」

「そう言いってもらえると助たすかる。わびだ、腕うでのいい鍛か冶じ師しを紹しょう介かいしよう！」

「それは助たすかります。ありがとうございます！」

　幸さい先さきいい。入にゅう国こく審しん査さもなんのかんの言いって、優ゆう先せんでやってもらえたようなものだし、宿やど代だいもういた。鍛か冶じ師しを探さがすのもめんどうだと思おもっていたが、兵へい隊たいさんの紹しょう介かいならまちがいはない！

　前まえ向むきに考かんがえれば、いいことずくめだ！

「そのかわり……」

　む？　いい話はなしには裏うらがあるのか？

　裏うらで好すきなのは、ゲームの裏うらワザだけなのだが……。

「回かい復ふく薬やくの在ざい庫こがまだあるなら、ゆずってほしい」

　なるほど。何なにやら在ざい庫こが少すくないみたいなこと、昨日きのう言いってたな。

　在ざい庫こは山やまほどあるから、売うるのは別べつにいいんだけど……相そう場ばを知しらないからな。

　どうしたものか？

　……まあいい。どうせ、自じ分ぶんでつくった製せい作さく費ひ無む料りょうの消しょう耗もう品ひんだ。ほしいと言いうなら、何なん個こかゆずってやろう。

「いいですよ。といっても、こちらも必ひつ要ようですので、個こ数すうによりますけど？」

「余あまってる分ぶんだけでもいいのだ。一いっ個こしかないなら、一いっ個こでいい」

　ん？　おかしなことを言いいよるな？　予よ備びに回かい復ふく薬やくを置おいておきたいのではないのか？　一いっ個こだけあったって、いざというときに困こまるだろうに。

　まあ、よっぽどせっぱつまっているのだろう。

「んあ、じゃあ、五ご個こくらいでいいですかね？」

「五ご個こ！　助たすかるよ!!」

「ああ、それと多た分ぶん、水みずでうすめても効こう果かあると思おもいますよ？　ふつうの切きり傷きず程てい度どなら、十じゅう分ぶんの一いちくらいで」

　俺おれが説せつ明めいすると、もっともだという顔かおでしきりにうなずいている。

　納なっ得とくしたようなので五ご個こわたしたら、小こ袋ぶくろをくれた。

　中なかを見みてみたら金きん色いろの貨か幣へいが入はいっている。

「少すくないかもしれないが、これでたのむ。一いっ個こに対たいして金きん貨か五ご枚まいで買かい取とらせてくれ！」

　回かい復ふく薬やく五ご個こで、金きん貨か二に十じゅう五ご枚まいになったみたいだ。

　この際さいだ、損そんしてるかどうかもわからないし、この値ね段だんでゆずることにする。そのかわり、貨か幣へいの価か値ちを聞きいて、調しらべておこう。

「あのー、すみません……」

「少すくなかったか？　だが、これがせいいっぱいなのだが……」

「いや、金きん額がくはそれでいいんですけど、教おしえてほしいことが……」

「え？　この額がくでいいのか？　で、では聞ききたいこととは？」

　ん？　んんん？　この反はん応のう……これは、ボラれたか。もっとふっかけてもよかったかもしれん。

　でもまあ、いいや。この隊たい長ちょうさんもいい人ひとそうだし、そこまでひどくはだまされていないだろう。

「金きん額がくもそうなのですけど、お金かねの価か値ちや、物ぶっ価かなんかも、まったくわからなくて……。できれば、そのあたりを教おしえてください！　なんせ自じ分ぶん、スライムなもので！」

　俺おれも、昨日きのうせっかく考かんがえた、僕ぼくっ娘こ魔ま法ほう少しょう女じょ設せっ定ていを否ひ定ていするかのようなスライム発はつ言げん。

　だが、おたがいさま。どうせ信しんじていないのだ、問もん題だいない。

　こうして、出しゅっ発ぱつ前まえの会かい話わは長ながく続つづき、いざ出しゅっ発ぱつ！　となったのは、昼ちゅう食しょくのあとだった。俺おれは味あじがわからないけど、魔ま物ものである俺おれにもいっしょにごちそうしてくれる気き持もちがうれしい。

　ひさしぶりに、食しょく事じをおいしくいただきました。
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　ああ……なんでこんなにいそがしいんだ……。

　ドワーフの男おとこ、カイジンはボヤいた。

　ったく、東ひがしの帝てい国こくが動うごくかも！　だと？　そんなバカな話はなしがあるかい！

　というのが、彼かれの本ほん音ねである。

　そもそも、ここ三さん百びゃく年ねん、平へい和わな時じ代だいが続つづいたのだ。

　帝てい国こくは豊ゆたかな国くにであり、どうしてわざわざ侵しん略りゃくを行おこなう必ひつ要ようがあるというのか。

　彼かれにはそこがわからない。

　まあ、武ぶ具ぐの製せい作さくを仕し事ごととしている彼かれらにとって、戦せん争そうがはじまるというのは大おおもうけのチャンスではあるのだが……。とはいっても、なんでいきなりこんなに仕し事ごとが増ふえるんだよ！　というのがいつわらざる心しん境きょうなのだ。

　しかも、彼かれをなやませる問もん題だいがひとつ……。

　あのクソ大だい臣じんめ！　内ない心しんで大だい臣じんをボコボコにしつつ、頭あたまをなやませる。

　どうしたものか、彼かれはため息いきをつきつつ考かんがえる。

　期き限げんは残のこり少すくない。

　断ことわったら信しん用ように関かかわる。

　できませんでした！　ではすまない話はなしなのだ。

　今いまは知しり合あいからの連れん絡らく待まちだが、その結けっ果か次し第だいではお手て上あげとなる。

　それなりに名なの通とおった武ぶ具ぐ製せい作さく職しょく人にんである彼かれであるが、できないこともある。

　そう、材ざい料りょうがなくては何なにもつくれないのだ！




　そんな彼かれの前まえに、待まち望のぞんでいた連れん絡らくが届とどいた。

「すまん……。昨日きのう連れん絡らくできたらよかったのだが、それどころではなかったのだ……」

　そう言いって、三さん人にんの男おとこたちが入はいってきた。

　三さん人にんはドワーフ族ぞくの兄きょう弟だいで、採さい掘くつ作さ業ぎょうを任まかせていた者ものたちだ。

　長ちょう男なんのガルム。腕うでのいい、防ぼう具ぐ職しょく人にんである。

　次じ男なんのドルド。細さい工くの腕うでは、ドワーフ随ずい一いちと有ゆう名めいな男おとこだ。

　三さん男なんのミルド。寡か黙もくな男おとこだが、器き用ようになんでもこなす。建けん築ちくや芸げい術じゅつにも精せい通つうしている。一いっ種しゅの天てん才さいだった。

　本ほん来らいなら、ひとりひとりが店みせを構かまえていてもおかしくないほどの逸いつ材ざいなのだが、いかんせん生いきることに不ぶ器き用ようすぎた。自じ分ぶんの得とく意いな分ぶん野や以い外がいの才さい能のうに、めぐまれなかったのだ。

　だから余よ計けいに、か？　根ね回まわしや商しょう売ばいのできる性せい格かくでもない。いいように周しゅう囲いに利り用ようされていた。

　そして、信しん頼らいしていた者ものに任まかせていた店みせを乗のっ取とられ、兄きょう弟だい弟で子しに才さい能のうをねたまれわなにはめられ、大だい臣じんの依い頼らいをけって国くにににらまれ……決けっ定てい的てきにどうしようもなくなって、幼おさななじみで三さん人にんの兄あに貴き分ぶんだったカイジンの元もとへ、たよってきたのだ。

　もっと早はやくたよってくれよ！　とは思おもったものの、今いまさらである。

　三さん人にんを自じ分ぶんの店みせでかくまって、やとうことにしたのだ。

　だが、三さん人にんに任まかせる仕し事ごとはなかった。カイジンは武ぶ具ぐ商しょう店てんを経けい営えいしているが、武ぶ器き以い外がいは仕し入いれているのだ。

　武ぶ器きは自じ分ぶんでつくっているので、その手伝てつだいをやってもらうことにしたのだが……ここで、防ぼう具ぐや細さい工く物ものを製せい作さくできるからと仕し入いれをしなくなれば、無む用ようのトラブルの元もととなるおそれがあった。

　三さん人にんが落おち着つくまでは、現げん状じょうのまま営えい業ぎょうを続つづける必ひつ要ようがあったのだ。

　そこでしかたなく、この三さん人にんには人にん夫ぷ＊19を使つかって鉱こう石せきや素そ材ざいの収しゅう集しゅうを指し揮きさせていたのだった。




　三さん人にんから事じ情じょうを聞きくと、どうやら魔ま物ものが出しゅつ現げんしたらしい。

　カイジンは、頭あたまをかかえる。

　ここは、三さん人にんの無ぶ事じを祝いわうべきところなのだ。

　幸さいわいにもケガもなくすんだのだし。そう思おもって、

　「まあ、おまえたちが無ぶ事じでよかったよ。うまくにげられたんだな、ケガがなくてよかった！」

　そう声こえをかけた。

　そう。身体からだが無ぶ事じなら、また鉱こう石せきをとりにいけばいい。友ともの無ぶ事じのほうが、何なん倍ばいも大だい事じだ！　そう思おもってのことだった。

　すると、気きまずそうに三さん人にんは顔かおを見み合あわせた。

　そして──

「いや……、にげきれたわけではないんだ」

「うむ。実じつは、今いまでも昨日きのうあったことが信しんじられんくらいなのだが……」

「………………」

　──それから、くわしく話はなしを聞きくこととなった。

　不ふ思し議ぎなスライムからもらった薬くすりで、一いち命めいを取とりとめた、という話はなしを。

　ふつうなら〝信しんじられない〟と笑わらうところなのだが、三さん兄きょう弟だいはうそを言いわない。

　うそをつけるほど、器き用ようなヤツらではないのだ。

　となると、本ほん当とうの話はなしということか？　しかし、昨日きのう鉱こう石せき採さい取しゅの場ばで魔ま物ものにおそわれた者ものがいるとなると、新あらたな人にん夫ぷをやとうのは無む理りだろう。昨日きのうまでやとっていた人にん夫ぷは、昨日きのうのうちにやめてにげてしまっている。彼かれらもかなりのケガをしたようだし、文もん句くも言いえない。

　本ほん来らいなら、こういうときこそ自由組合ギルドへ依い頼らいをすべきなのだが、それも無む理りだろう。

　採さい取しゅ依い頼らいはとっくに出だしているが、返へん事じがこないのだ。

　他ほかの工こう房ぼうでも依い頼らいが出だされているので、物ものが品しな薄うすとなって流りゅう通つうが悪わるくなっている。

　護ご衛えいの依い頼らいを出だすと割わり高だかになるし、彼かれらは依い頼らい分ぶんしか働はたらかない。護ご衛えいの仕し事ごとなら、護ご衛えいしかしないのだ。まして、〝ランクＢビー−マイナス〟をたおせる冒ぼう険けん者しゃとなると……。

　だめだ！　採さい算さんが合あわないどころか、破は産さんしてしまう。

　チッ！　なんで鉱こう山ざんの浅あさい地ち区くに、そんな強きょう力りょくな魔ま物ものがわくんだよ！

　カイジンは深ふかいため息いきをついた。

　どうしたものか？

　期き限げんは残のこり少すくない。無む理りをしてでも自じ分ぶんが採さい取しゅに向むかうべきだろうか？

　いい案あんはうかばない。時じ間かんだけは過すぎていくというのに……。

　四よ人にんで顔かおを見み合あわせ、思し案あんに暮くれる。

　おかしな集しゅう団だんが現あらわれたのは、そんなときであった。
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「おい！　兄あに貴き、いるかい？」

　そう言いいながら、隊たい長ちょうさんあらため、カイドウさんが店みせに入はいる。

　会かい話わしているうちに打うち解とけて、名な前まえを呼よび合あう仲なかになった。そして紹しょう介かいしてくれる店みせというのは、カイドウさんの実じつの兄あにが経けい営えいしている店みせなのだそうだ。

　こぢんまりとした、いかにもがんこおやじが経けい営えいしてそうな店みせだ。

「おじゃましま〜す」

「どうもっす！」

　などと言いいながら、俺おれたちもカイドウさんに続つづき店みせに入はいる。

　店みせに入はいったとたん、複ふく数すうの視し線せんが俺おれたちに向むけられた。

「「「あ!!」」」

　昨日きのうの回かい復ふく薬やくで助たすけた三さん人にん組ぐみが、おどろきの声こえを上あげ、こちらを見みていた。

　どうやら元げん気きそうである。なぜかうかない顔かおをしているけど。

　そして、まさに予よ想そう通どおり、町まち屋やの土ど建けん業ぎょうのおやじ顔かお負まけのいかつそうなおやじがいた。

　この店みせの主しゅ人じんだろう。正しょう直じき、カイドウさんには似にていないけど。

「なんだ？　おまえたち、知しり合あいか？」

「カイジンさん、このスライムですよ！　昨日きのう俺おれたちを助たすけてくれた……」

「そうそう。隊たい長ちょうさん、だんなの弟おとうとさんだったんですね！」

「…………」

「おお、さっき話はなしてたスライムか！　昨日きのうこいつらを助たすけてくれたそうだな、感かん謝しゃする」

「いやいや、それほどでもあるような、ないような？　はっはっはっはっは[image: ー][image: ー]！」

　調ちょう子しに乗のせるとどこまでものぼっていく俺おれに向むかって、ほめるようなセリフは禁きん物もつだ。

　当とう分ぶん、降おりてこられなくなってしまう。

「それで、どうして今日きょうはここへ？」
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　若じゃっ干かん引ひきつつ、おやじさんが聞きいてきた。だから、くわしい事じ情じょうを話はなすことにする。

　俺おれたちは店みせの奥おくへと席せきを移うつした。それから、カイドウさんが手て短みじかに状じょう況きょうを説せつ明めいしてくれた。

　俺おれも少すこし補ほ足そくして、会かい話わはスムーズに進すすんでいった。

　しかし関かん係けいないけど、三さん男なんのミルドってドワーフ、何なにかしゃべれよ！　てか、なんであれで会かい話わが通つうじるんだろう？　本ほん当とうに不ふ思し議ぎだ。

「話はなしはわかった。だが、スマン。力ちからになれそうもない……。実じつはな、こっちもとある国くにから依い頼らいを受うけていてな……」

　秘ひ密みつだぞ？　と言いいながら、要よう所しょ要よう所しょをぼかして話はなしをしてくれた。

　それによると、どこぞのバカが戦せん争そうを起おこすかもしれない、という恐きょう怖ふ感かんから先さき走ばしった国くに々ぐにが武ぶ具ぐの注ちゅう文もんを行おこなっているそうなのだ。

　昨日きのうの薬くすりや物ぶっ資しの在ざい庫こ切ぎれにも通つうじる話はなしである。

「で、だ。鋼はがね製せいの槍やり二に百ひゃっ本ぽんは徹てつ夜やで用よう意いできたんだがな……肝かん心じんの、剣けん二に十じっ本ぽんが、まだ一いっ本ぽんもできていないんだよ。材ざい料りょうがなくてな……」

　おやじさん、うなだれつつも愚ぐ痴ちをこぼす。

「無む理りだと言いって、断ことわったらいいじゃねーか？」

　カイドウさんがもっともなことを聞きいた。

「バカヤロウ！　俺おれだって無む理りだ！　って最さい初しょに言いったんだよ……そしたら、クソ大だい臣じんのベスターのヤツが……『王おう国こくでも名な高だかい、カイジンともあろうお人ひとが、コノ程てい度どの仕し事ごともできないのですかな？』なんぞとほざきやがったんだよ！　しかも国こく王おうの前まえで、だ。許ゆるせるか？　あのクソ野や郎ろうが!!」

　激げき怒どしながら話はなしてくれた。

　話はなしを聞きくと、三さん男なんミルドさんが、前まえにベスター大だい臣じんの家いえをつくってほしいという依い頼らいを断ことわったのだという。それをうらんで、いやがらせをくり返かえされて、ミルドさんは国くにを追おわれるところだったと。

　それを拾ひろったのがカイジンさんなのだそうで、どう考かんがえても逆さかうらみのいやがらせだろう。

　で、おそらくだが、材ざい料りょうを買かい占しめてつくれなくしているのではないか？　俺おれにはそう思おもえる。

　槍やりとは材ざい料りょうがちがうのか？　と俺おれが質しつ問もんすると、投なげ捨すてるように答こたえが返かえってきた。

「ああ、〝魔ま鉱こう石せき〟という、特とく殊しゅな鉱こう石せきが必ひつ要ようになる。槍やりはただの鋼はがねの槍やりだったんだよ」

　名めい人じんも、素そ材ざいなければただの人ひと。何なにもできないことがよほどくやしいのだろう。

　大だい臣じんにしても、自じ分ぶんに泣なきついてくるのを待まっているのではなかろうか？

「しかもな……一いっ本ぽん完かん成せいさせるのに、一いち日にちかかる。流ながれ作さ業ぎょうで効こう率りつ化かしても、二に十じっ本ぽん打うつのに、二に週しゅう間かんはかかるんだよ……」

　期き限げんは？　と質しつ問もんしようとして、やめた。聞きかなくても、その表ひょう情じょうが絶ぜつ望ぼう的てきだと物もの語がたっていた。

「期き限げんは、今こん週しゅう末まつまで……。来らい週しゅうの初しょ日にちに、王おうに届とどけなければならない。国くにでうけおい、各かく職しょく人にんに割わり当あてが行おこなわれた仕し事ごとだ。できなければ、職しょく人にんの資し格かくの剥はく奪だつ＊20もありうるんだよ……」

　要ようするに、あと五日いつかしかないっぽい。というか、今日きょうはもう無む理りそうだから、実じっ質しつ四日よっか？　なんか深しん刻こくな話はなしになってきたぞ……俺おれ、関かん係けいないのに、なんでここにいるんだろ？

　と、ちょっと待まてよ？　ていうか、〝魔ま鉱こう石せき〟だったら、俺おれ、持もってるんじゃね？　まあ、関かん係けいないんだけどさ……。

　ふと気きづくと、何なにをかんちがいしてるんだか知しらないけど、全ぜん員いんが俺おれを見みつめている。

　男おとこに見みつめられてもうれしくない！　こいつら……、スライムをなんだと思おもっているんだ？

　しゃーなし、だ。

　ここは超ちょう絶ぜつに恩おんを売うるか。そして、ゴブリン村むらの村むらおこしを手伝てつだわせるとしよう！

「ふっふっふ。はっはっは！　はぁ[image: ー][image: ー][image: ー]っはっはっは!!　おいおい、小こ物ものっぽい会かい話わしてんじゃないよ？　おやじ……これ、使つかえるかい？」

　ドン！　っと、目めの前まえの製せい作さく机づくえの上うえに、鉱こう石せきの抽ちゅう出しゅつ素そ材ざい＊21を置おく。

　そして、俺おれはソファーにふんぞり返かえって座すわった！（ような気きになった）

「……お、おい！　おぃいいい[image: ー][image: ー]!!　こ、これ、〝魔ま鉱こう石せき〟じゃね[image: ー][image: ー][image: ー]か！　しかも、純じゅん度どがありえんほど高たかいぞ!!」

　ふ。しかしそれは〝魔ま鉱こう石せき〟じゃないんだな。

　すでに加か工こうずみ。〝魔ま鋼こう塊かい〟なんだよ!!

「おいおい、おやじ、あんたの目めは節ふし穴あなかい？」

　これが鑑かん定ていできない程てい度どの腕うでなら、あんまり役やくに立たたないだろう。

　適てき当とうに素そ材ざいだけ売うってやるが、関かん係けいはそれまでだ。

「何なに……？　まさか……、いや、そんなバカな！　このかたまりすべてが、〝魔ま鋼こう〟だと!?」

　おやじさん、さすがに見みぬいたか。だが、そのおどろきように俺おれがびっくりだ。

「こ、これは、ゆずってくれるのか？　もちろん、金かねは言いい値ねで払はらうぞ！」

　ふふふ。つれた！

「さて、どうしたもんかねー」

「く、何なにが望のぞみだ？　できることならなんでもするぞ？」

「その言こと葉ばが聞ききたかった！　俺おれたちの事じ情じょうは聞きいただろ？　だれかおやじさんの知しり合あいで、技ぎ術じゅつ指し導どうとして村むらまで来きてくれる人ひとがいないか、探さがしてほしい」

「なんだと？　そんなことでいいのか？」

「ふん。俺おれたちにとって最さい優ゆう先せんが、衣い食しょく住じゅうの衣いと住じゅう居きょなんだよ！　まあそれと、今こん後ごの衣い類るいの調ちょう達たつのつてや、武ぶ具ぐなんかもたのみたい」

「そんなことでいいなら、お安やすいごようだ！」

　こうして俺おれはおやじことカイジンに〝魔ま鋼こう塊かい〟をわたし、約やく束そくを取とりつけた。

　細こまかい取とり決きめは、作さ業ぎょう終しゅう了りょう後ごに行おこなう予よ定ていだ。

　あの反はん応のうから、おそらくもっとふっかけてものむとは思おもったが、欲よくばりすぎはよくない。

　何なにしろ、いつもそれで失しっ敗ぱいしているのだから。

　俺おれも学がく習しゅうしたものである。

　その日ひ、みんなで晩ばん飯めしを食たべてから、カイドウさんは帰かえっていった。

　あのおっさんも警けい備び隊たいの隊たい長ちょうのくせに、昼ひるからサボリとはいい身み分ぶんである。

　まあ、俺おれの案あん内ないのためだ。俺おれに文もん句くはない。

　そしてドワーフ三さん兄きょう弟だいは、俺おれにいたく感かん謝しゃしてくれた。

　カイジンが国くにににらまれたのが自じ分ぶんたちのせいだと、恐きょう縮しゅくしていたらしい。

　なんならおまえら、俺おれたちといっしょに来こない？　そう言いうと、一いっ瞬しゅんほうけたあと、三さん人にんで相そう談だんをはじめた。三さん人にんが来きてくれるならば、それが一いち番ばんよさそうなんだけどね。




　翌よく日じつ。

　素そ材ざいを得えても、期き限げんが厳きびしいという状じょう況きょうはそのままである。

　さて、そろそろ切きり出だすか。

「カイジンさん、残のこり四日よっか。仕し上あげは可か能のうなのかい？」

「……正しょう直じき、無む理りだと思おもってる。それでも、やるしかねーんだよ！」

　気き合あいでなんとかしようとしてたのか？

　だが、俺おれは知しっている。無む理りなものは、無む理りなのだと。できるのは、できる要よう素そがそろっていた場ば合あいのみなのである。しょーがない。助たすけるならば、最さい後ごまで。

「それなら、俺おれに策さくがある。とりあえず今いまから、最さい高こうの仕し上あがりの一いっ本ぽんをつくってくれ」

「なんだと？　おまえ、素人しろうとなんだろ？　何なにができるって言いうんだ？」

「秘ひ密みつだ。信しんじろ！　信しんじられないなら、好すきにしな。だが、依い頼らいは失しっ敗ぱいするだろうがな」

「……信しんじていいんだな？　もし、できなかったら、おまえには〝魔ま鋼こう〟の代だい金きんは支し払はらわん。まあ、俺おれも無ぶ事じではすまないんだ、払はらいようがなくなるだけだがな……。だが、約やく束そくを守まもってくれたなら、俺おれも約やく束そくを守まもるとちかう。最さい高こうの職しょく人にんを用よう意いしてやるよ!!」

　約やく束そくは成せい立りつした。

　そして、約やく束そくとは果はたされるためにあるものなのだ。




　場ば所しょを作さ業ぎょう部べ屋やへと移うつす。

　昨日きのうは、弟で子し用ようの空あき部べ屋やを借かりて泊とまらせてもらった。その恩おんもあるし、きっちりと約やく束そく通どおりカイジンを助たすけてやろうと思おもう。

　俺おれたちが部へ屋やに入はいると、そこではすでに三さん兄きょう弟だいが〝魔ま鋼こう塊かい〟をながめていた。ため息いきをつきながら、何なん度ども何なん度どもひっくり返かえしたりして確たしかめている。




[image: ]




　俺おれが出だしたかたまりは、人ひとのこぶし程てい度どのサイズである。大おおげさな反はん応のうをしているようだが、そんなに希き少しょうなのだろうか？

　俺おれがそんな疑ぎ問もんを口くちにすると……。

「おまえは、何なにを言いっているんだ？」

　それが、カイジンからの返へん答とうだった。

　カイジンの説せつ明めいによれば──




〝魔ま鉱こう石せき〟は〝魔ま鋼こう〟の原げん石せきである。その原げん石せきの状じょう態たいでさえ、金きんに匹ひっ敵てきする価か値ちがあるという。

　理り由ゆうは簡かん単たん。その希き少しょう性せいと、用よう途との有ゆう用よう性せいである。

　この世せ界かいを構こう成せいする要よう素そ、〝魔ま素そ〟。元もとの世せ界かいにはなかったこの〝魔ま素そ〟というものが、この世せ界かいで大おおきな役やく割わりを占しめているのだ。

　魔ま物ものをたおすとまれに、魔ま石せきと呼よばれる魔ま素そのかたまりを落おとす。この魔ま石せきは、エネルギーのかたまりのような物ものであり、精せい霊れい工こう学がくというこの世せ界かい独どく自じの発はつ明めい品ひんの燃ねん料りょうとなっているらしい。

　また、上じょう位いの魔ま物ものの核かくである魔ま石せきは、宝ほう石せきよりも美うつくしく内ない蔵ぞうエネルギーの量りょうもけたがちがうそうだ。

　そうした上じょう位いの魔ま石せきは、いろいろな製せい品ひんの核コアとして使し用ようされたりする。

　細さい工く師しが加か工こうする装そう飾しょく品ひんなども、こういった素そ材ざいが使し用ようされているのだそうだ。

　その性せい能のうは、着ちゃく用よう者しゃの能のう力りょく上じょう昇しょうや、付ふ属ぞく効こう果かなど、さまざまな恩おん恵けいをもたらすのだと……。

　そして、〝魔ま鉱こう石せき〟がふつうの鉱こう石せきと決けっ定てい的てきにちがうのは、上じょう位いの魔ま物もののすまう土と地ちでしか採さい取しゅできない点てんである。なぜならば、魔ま素その濃のう度どの濃こい場ば所しょにあった鉱こう石せきが、長ながい年ねん月げつをかけて魔ま素そを大たい量りょうに取とりこんで変へん異いした物ぶっ質しつが、〝魔ま鉱こう石せき〟なのだ。

　言いってみれば、鉱こう物ぶつの突とつ然ぜん変へん異いに近ちかい。

　当とう然ぜんだが、魔ま素その濃のう度どの濃こい場ば所しょには強きょう力りょくな魔ま物ものが生せい息そくしている。冒ぼう険けん者しゃがこづかいかせぎにたおせるような、そんな下したっぱの生せい息そく地ちでは〝魔ま鉱こう石せき〟は発はっ見けんされにくい。最さい低ていでもＢビーランク相そう当とうの魔ま物ものの生せい息そく地ちにしか、〝魔ま鉱こう石せき〟は存そん在ざいしないのだそうだ。

　ちなみに、ここで初はじめて魔ま物もののランク等とう級きゅうについても説せつ明めいを受うけた。

「そうなんすか！　じゃあ、自じ分ぶんもＢビーくらいっすかね？」

「「「………………」」」

　おそらく、ゴブタのバカ以い外がい、みんなの思おもいはひとつだっただろう。

　バカは置おいておこう。

　それだけ発はっ見けんの難むずかしい〝魔ま鉱こう石せき〟だが、そこから採とれる〝魔ま鋼こう〟は、三さん〜五ごパーセントしか含がん有ゆう＊22していない。つまり、こぶし大だいとはいえ、〝魔ま鋼こう塊かい〟の価か値ちは、同どう等とうの金きんの二に十じゅう倍ばい以い上じょうということなのだ。

　ちなみに、金きんの価か値ちは元もとの世せ界かいとほぼ同おなじ。金きん貨かが流りゅう通つうしているのも、金きんの価か値ちが高たかいからである。そのため、各かっ国こくの共きょう通つうの目め安やすとして、金きん本ほん位い制せい＊23が採さい用ようされているほどだ。

　まあ俺おれのにらんだ通とおり、希き少しょうな金きん属ぞくだったわけだ。

　ちなみに、めっちゃ大たい量りょうに〝魔ま鋼こう塊かい〟を保ほ有ゆうしていたりするのだが、ちょっぴりこわくなったのは秘ひ密みつだ。バレるハズがないのだが……、バレたらどうしよう？　なんて思おもってしまうのは小しょう市し民みんだからだろうか？




　で、本ほん題だいはここからだ。

〝魔ま鋼こう〟が希き少しょうだというだけで価か値ちが高たかいわけではない。

　その価か値ちの本ほん当とうの理り由ゆう。それは、魔ま力りょくの誘ゆう導どうと非ひ常じょうに相あい性しょうがいいという性せい質しつにある。

　魔ま素そとは、ある程てい度どのイメージで操そう作さ可か能のうなのだ。

　俺おれの『魔ま力りょく感かん知ち』などもそうだが、『水みず操そう作さ』なんかも、魔ま素その操そう作さによって行おこなっている。魔ま物もののスキルも、その多おおくが魔ま素そを利り用ようしているといえるだろう。

　魔ま法ほうについてはよくわからないけど、おそらく似にた原げん理りになっていると思おもっている。

　では、武ぶ器きの素そ材ざいに魔ま素そが大たい量りょうにふくまれていたらどうなるのか？

　おどろくべきことに、〝成せい長ちょうする武ぶ器き〟ができあがるのだそうだ！

　なんというロマン！

　え、何なにそれ？　ほしい!!

　ぐっとがまんしたけど、のど元もとまでその言こと葉ばが出でかかっていた。

　使し用よう者しゃのイメージにそって、徐じょ々じょに理り想そうの形けい態たいへとその姿すがたを変かえる武ぶ器き。

　そして使し用よう者しゃの魔ま力りょく次し第だいでは、戦せん闘とう中ちゅうに自じ由ゆう自じ在ざいに形けい状じょう変へん化かも可か能のうなのだと！

　さらに魔ま素そのなじみがいいため、スキルの威い力りょくも増ぞう大だいする。

　ある意い味み、ふつうの武ぶ器きと比くらべたら、よほどの技ぎ量りょう差さがなければ魔法武器マジックウェポン持もちが勝かつだろう。

　もしかすると、金かねと技ぎ術じゅつを注そそぎこんだ場ば合あいの話はなしだが、純じゅん魔ま鋼こうの刀とう身しん＊24に上じょう位いの魔ま石せきをはめたら、〝炎ほのおの剣けん〟や〝氷ひょう雪せつの剣けん〟なんて代しろ物ものもできるのではないだろうか？　夢ゆめが広ひろがるな。

　俺おれの心こころが、早はやくつくれ!!　とさわいでいるが、あわててはいけない。できるような気きがするので、今こん度ど機き会かいがあったら魔ま石せきを手てに入いれて実じっ験けんしたいものだ。




　俺おれに一ひと通とおりの説せつ明めいをしたあと、カイジンたちは作さ業ぎょうに入はいる模も様よう。

　後こう学がくのため、俺おれも見けん学がくさせてもらう。ゴブタのヤツはどうせ寝ねているだろうし……。

　剣けんといっても多た様ような種しゅ類るいがある。俺おれの中なかでの最さい強きょうの剣けんといえば、もちろん日に本ほん刀とうである。しかし、刀かたなの中なかだけでもさまざまな形けい状じょうがあるのだ。それこそ、どんな剣けんをつくるのか、興きょう味み津しん々しんであった。

　つくりはじめること、十じゅう時じ間かん。

　見みるからにふつうの、なんの変へん哲てつもない一いっ本ぽんのロングソードができあがった。

　あれ？　魔ま鋼こうが大たい量りょうに余あまっている。

　こぶし大だいしかないのだ。一いっ本ぽんの剣けんの素そ材ざいとして足たりるのか？　と思おもっていたほどだったのだが……。

　聞きけば、刀とう身しん全ぜん体たいを魔ま鋼こうでつくるようなことをすれば、いくらかかるかわからないとのこと。

　考かんがえてみれば当とう然ぜんか。どうりで、〝炎ほのおの剣けん〟や〝氷ひょう雪せつの剣けん〟あるいは、〝雷かみなりの剣けん〟などの発はっ想そうが出でないわけだ。金かねがかかりすぎるのだ。

　なるほどな。

　魔ま鋼こうを芯しんとして用もちい、ふつうの鋼こう鉄てつでその刀とう身しんを整ととのえるのだそうだ。それでも、魔ま鋼こうの魔ま素そが鋼こう鉄てつ部ぶ分ぶんの刀とう身しんを侵しん食しょくし、いずれは一いっ体たい化かするらしい。長ながい年ねん月げつをへた武ぶ器きに強つよいものが多おおいのは、このためなのだとか。古ふるくなっても周しゅう囲いの魔ま素そを取とりこんで自じ己こ再さい生せいするので、刀とう身しんがさびたり欠かけたりしないのも特とく徴ちょうらしい。

　けれど不ふ思し議ぎなことに、剣けんにも命いのちがあるという。折おれたり元もとにもどらぬゆがみができたりしたとき、魔ま素そがぬけて一いっ気きに風ふう化かするそうだ。

　打うち上あがった剣けんを見みせてくれながら、そんな話はなしをしてくれた。

　なかなかにおもしろい話はなしであった。

　できあがった剣けんを手てに取とりながめる（手てなんてないんだが、そこは気き分ぶんだ）。

　よく見みればシンプルなできあがりだが、ゆがみがない。

　むだがないと言いえる。

　日に本ほん刀とうのように、斬きることが攻こう撃げき方ほう法ほうの主しゅ体たいではないようだが、刃はによる斬ざん撃げきも可か能のうなようだ。

　なるほど。これをベースとして、個こ人じん個こ人じんで目もく的てきごとに変へん化かしていくのか。

　そう考かんがえるなら、製せい作さく者しゃの意い図とを省はぶき、シンプルにまとめるのもうなずける。




　さて、と。

　カイジンたちは、約やく束そく通どおり素す晴ばらしい剣けんを打うってくれた。

　ここからは俺おれの出で番ばんである。

「よし！　ここからは、秘ひ密みつの作さ業ぎょうを行おこなう。悪わるいけど、部へ屋やから出でてくれ！」

　そう言いって、みんなに外そとに出でてもらうことにした。

　さすがに、作さく製せい方ほう法ほうを見みられるわけにはいかない。主おもに、説せつ明めいがめんどうという理り由ゆうで。

「材ざい料りょうは、この部へ屋やにぜんぶそろってる。でも、いいのか？　なんなら手伝てつだうぞ？」

「うむ。大だい丈じょう夫ぶだ！　そんなことより、三日みっか間かん、この部へ屋やをのぞくなよ？　約やく束そくだぞ!?」

「わかった。おまえを信しんじて待まってるよ……」

　そう言いって、カイジンたちは出でていった。

　なぜかゴブタも出でていった……。

　あのバカは何なにを考かんがえて生いきているのか？　一いち度どシメル必ひつ要ようがあるかもしれない……。




　さて、本ほん日じつのレシピは、〝ロングソード〟となっております。

　つくり方かたは簡かん単たん！







　まず、お手て本ほんの一いっ本ぽんを飲のみこみます！

　続つづけて、ここに並ならべました材ざい料りょうを……ひと息いきに飲のみこみます！

　もぐもぐ、ごっくん！

　そして、おなかの中なかでよくまぜて……。




《告こく。解かい析せき対たい象しょう：〝ロングソード〟成せい功こうしました。続つづけて、コピー作さく成せい……成せい功こうしました》




　これを、十じゅう九きゅう回かいくり返かえしたら、終しゅう了りょうで〜す!!

　簡かん単たんでしょう？

　でも、よい子こは決けっしてマネしないでね？




　などと、バカなことを思おもいながら作さ業ぎょうを行おこなった。

　ヤバイ……、一いっ本ぽんのコピーに要ようした時じ間かん、およそ十じゅう秒びょう。

　百ひゃく九きゅう十じゅう秒びょう……三さん分ぷん強きょうで、十じゅう九きゅう本ほんのロングソードをつくってしまった……。
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　カイジンたちを追おい出だしてから、五ご分ふんもたっていない。というか、できるだろうとは思おもっていたが、なんだか職しょく人にんさんに申もうし訳わけないくらい簡かん単たんに作さく製せいしてしまったのだが……。

『捕ほ食しょく者しゃ』、マジでチートすぎる。

　さて、どうしよう？

　三日みっか間かん、ここをのぞくな！　なんて言いってしまったが、ここに三日みっか何なにもすることなくこもるべきだろうか？　いや……。さすがに、この部へ屋やで意い味みもなく引ひきこもりしててもしかたない。

　もうできたと、ぶっちゃけてしまうか……。




　勢いきおいよくとびらを開あけて、俺おれは外そとに出でた。

　心しん配ぱいそうに、こちらの様よう子すをうかがっていた四よ人にんが、あわてて立たち上あがる。

　ゴブタは……寝ねていた。

　おまえな……五ご分ふんで出でてきたらもう寝ねてるって、どういうことだ？　やはり、な。俺おれの中なかで、ヤツゴブタをシメルことが確かく定ていした瞬しゅん間かんであった。

「おい、どうした？　何なにかあったのか？」

「足たりない材ざい料りょうでもあったか？」

「……それとも、やはり無む理り、だったか？」

　口くち々ぐちに、心しん配ぱいそうに問といかけてくるドワーフたち。

「う、うむ。いや、実じつは……な」

　その心しん配ぱいそうな視し線せんが痛いたい。ついつい、もったいぶってしまった。

　相あい変かわらず、俺おれは人ひとが悪わるいのだ。性せい格かくが悪わるいのは、死しんでも直なおらなかったようだ。

「な〜んてな！　実じつは、もうできちゃった！」

「「「………………、はあぁ!!?」」」

　俺おれができたことを告つげると、おどろきの声こえがハモったのだった。

　そりゃ、そうだよね……。





●　▲　▽　■　○　■






「「「かんぱ[image: ー][image: ー][image: ー]い！」」」

　俺おれたちは打うち上あげと称しょうして、夜よるの店みせに来きていた。

　納のう品ひんが無ぶ事じに終おわったので、そのお祝いわいという名めい目もくである。

　いや、俺おれはそんなことをしてもらわなくてもいいと言いったんだよ……？

「まあまあ、きれいなおねーちゃんもいっぱいいるから！」

「そそ！　若わかい子こから、熟じゅく女じょまで!!　紳しん士し御ご用よう達たしの店みせなんだよ！」

「…………!!」

「おいおい！　リムルのだんなが来こないと、はじまらないぜ？」

　などと、みんなそろって言いうのだからしょーがない。

　本ほん当とうに困こまったヤツらである。

　店みせの名な前まえは、〝夜よるの蝶ちょう〟といった。

　本ほん当とうに蝶ちょうだろうか？　蛾がだったら容よう赦しゃしねーぞ！

　……いやいや、興きょう味みなんてないんだけどね？　まあ、紳しん士しとして、一いち応おう、ね。

　そんなことを考かんがえながら店みせに入はいった。

「あら！　いらっしゃ〜い!!」

「「「いらっしゃいませ[image: ー][image: ー][image: ー]!!」」」

　うっひょ[image: ー][image: ー][image: ー]!!

　めっちゃきれいどころが並ならんでいるではないか!!

　うぉ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!　耳みみが長ながい！

　え、エロフ！　いや、エルフだ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!

　ちょ！　やっべ[image: ー][image: ー][image: ー]！　服ふく、うす[image: ー][image: ー][image: ー]いいぃ!!




[image: ]




　ああ……見みえそうで見みえない……。

　なんなの!?　全ぜん力りょくで『魔ま力りょく感かん知ち』を発はつ動どうしてるのに!!

　このお姉ねえちゃんたち、見みえそうで見みえないラインを死し守しゅしておるわ！

　く……、挑ちょう戦せんか？　俺おれに対たいする挑ちょう戦せんなのか!!?

　くそうくそう……!!

「うわ[image: ー][image: ー][image: ー]！　かわいい!!」

「ちょっとぉ！　ワタシが先さきに目めぇつけてたのにぃ!?」

　ふわ〜り！　ボヨヨン！　ボヨヨン！




　キ、キタ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!




　俺おれの身体からだが、プヨンプヨン！

　俺おれの背せ中なかで、ボヨンボヨン!!

　ここは楽らく園えんですか？

「……、え、えーと……、いやがっていたわりには、えらく楽たのしんでくれてるみたいだな？」

　はっ！　いかんいかん、俺おれ様さまとしたことが……。

「え……？　いや、それほどでも？」

　ちょっと無む理りがあったか……。だれひとりとして信しんじてくれなかった。

　だが、しかたない。しょーがないさ！　だって今いま、俺おれ、エルフのおひざの上うえにだっこされてるんだぜ……感かん動どうで胸むねがいっぱいだよ!!

　ああ……、亡な（無な）くなった俺おれの息むす子こが生いきていれば、今いまごろ感かん動どうでおおはしゃぎしていただろうに……。




　そんな、楽たのしい時じ間かんを過すごしていた俺おれたちだったのだが──

「おやおや、カイジンどのでは、ありませんか！　いけませんな、この上じょう品ひんな店みせに、下か等とうな魔ま物ものなどを連つれこんでは！」

　けんかを売うるかのような言こと葉ばをかけてきた者ものがいた。

　だれだ？　このおっさんは……？

　一いっ瞬しゅんでまわりが静しずかになった。

　女おんなの子こたちもおっさんのことをきらっているのか、いやそうな顔かおをしている。よく観かん察さつしないとわからない程てい度どではあったけども。

　おっさんはドワーフにしてはめずらしく、ほっそりとした体たい型けいに長ちょう身しんであった。とはいっても、ふつうの人にん間げんと同どう程てい度どの身しん長ちょうである。

「おい、女おんな主しゅ人じん！　この店みせは、魔ま物ものの連つれこみを許ゆるすのか？」

「い、いえ、魔ま物ものといいましても、無む害がいそうなスライムですし……」

「はあ？　魔ま物ものだろうが！　ちがうのか？　スライムは魔ま物ものじゃないとでもぬかすか!?」

「いえ……、そのようなわけでは、決けっして……」

　ママさんが、のらりくらりと言こと葉ばをにごしていかりをそらそうとするのだが、俺おれたちから目めをはなそうとしていない。このおっさんの目もく的てきは、明あきらかに俺おれたちであるようだ。

「まずいな……、大だい臣じんのベスターだ──」

　このおっさんが、うわさのベスター大だい臣じんだと？　なるほど……、なんというか、神しん経けい質しつでねちっこそうな顔かおをしている。

　そのときだった。

「ふん！　魔ま物ものには、これがお似に合あいよ!!」

　などとほざいて、ベスター大だい臣じんが俺おれに水みずをぶっかけてきた。

　これにはさすがに頭あたまにきたが、ぐっとこらえる。

　相あい手ては大だい臣じんだ、俺おれの短たん気きでカイジンたちやこの店みせのママさんに迷めい惑わくはかけられない。

　この店みせに出で入いり禁きん止しなんて、そんな悲かなしい思おもいはしたくない。

　俺おれが、そんな思おもいでがまんをしようとしていたのにである。

「おい……、だまって聞きいてれば、いい気きになりやがって！」

　音おとを立たててテーブルをけり飛とばし、カイジンさんが立たち上あがった。

「おう、ベスター！　てめー、この俺おれの客きゃくになめた真ま似ねしてくれやがって、覚かく悟ごはできているんだろうな？」

　……え？　ちょっと、カイジンさん……相あい手て、大だい臣じんなんですけど、いいの？

　ベスター大だい臣じんもおどろきで引ひきつっていたが、俺おれもおどろきで飛とびはねた！

　俺おれの背せ中なかでもやわらかい感かん触しょくがはじけた！

　……わざと、ではない。決けっして！

「きさ、きさま！　このワシに対たいして、そのような口くちを……！」

　いかりとおどろきで声こえも出だせないベスター大だい臣じん。




「おまえ、そろそろだまらんかい!!」
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　そう言いって、ためらうことなくベスター大だい臣じんの顔がん面めんをなぐりつけるカイジンさん……。

「リムルのだんな、腕うでのいい職しょく人にんを探さがしていたよな？　俺おれじゃ不ふ足そくかい？」

　不ふ足そくどころか……というか、いいのだろうか？

　だが大だい臣じんをなぐるなんて、もうこの国くにに居い場ば所しょはないだろう。

　しかし、だ。男おとこには、言こと葉ばが必ひつ要ようないときがある。

「その言こと葉ば、待まっていたぞ！　こちらこそよろしくたのむ、カイジン！」

　細こまかいことはいい。カイジンが来きてくれるというのなら、俺おれは受うけ入いれるだけでいいのだ。きれいごとなどクソくらえ！　俺おれたちは好すきに生いきたらいいのだ！

　カイジンと俺おれは、熱あつくうなずきあった。




　しかし……、このあと、どうやってにげようか？

　やっぱ世よの中なか、慎しん重ちょうに行こう動どうしないと山やまほど問もん題だいが生うまれちゃうのだ。

　格かっ好こうをつけても、今こん後ごの問もん題だいが消きえてなくなってはくれないのだった……。





●　▲　▽　■　○　■






　さて、と。

　当あたり前まえの話はなしではあるが、大だい臣じんをなぐったのは非ひ常じょうにまずい。

　「兄あに貴き……、何なにをやっているんだよ？」

　警けい備び兵へいを引ひき連つれてやってきた、カイドウのセリフであった。

　さすがに毎まい日にちはサボれないのか、今日きょうは姿すがたを見みていなかった。

　飲のみにいこうとさそったのだが、用よう事じがあると断ことわられたのだ。

　自じ分ぶんが用よう事じでいない間あいだにさわぎを起おこしているとなれば、あきれるのも当とう然ぜんだろう。

　にげるだけなら簡かん単たんではあるのだが、それは悪あく手しゅだろうな……。

「フン！　そこのバカが、俺おれの客きゃくであり恩おん人じんでもある、リムルのだんなに失しつ礼れいなことをしやがるから、ちょいとお灸きゅうをすえただけのことよ!!」

　と、引ひき連つれていた四よ人にんの騎き士しに介かい抱ほうされている、ベスター大だい臣じんを指ゆび差さす。

　ベスター大だい臣じんは、未いまだにおどろきとショックから立たち直なおれていないようだ。

　鼻はな血ぢをボタボタ垂たらしながら、こちらをにらんでいる。

　その顔かおはほうけたようになっており、滑こっ稽けいだった。なぐられるとは、まったく想そう像ぞうもしていなかったのだろう。おどろきすぎて、痛いたみも感かんじてはいない様よう子すだ。

「おいおい……、ちょいとお灸きゅうって、大だい臣じん相あい手てにそれはまずいだろ……」

　ため息いきまじりに、カイドウがつぶやいた。

「ともかく……、兄あに貴きたちの身み柄がらは、いったん拘こう束そくさせてもらう！」

　そう言いって、部ぶ下かに指し示じを下くだすカイドウ。

　だが、俺おれたちにだけ聞きこえるように、「悪わるいようにはしないから、おとなしくしておいてくれよ」とつぶやいていた。

　無む論ろん、俺おれにさわぎを起おこすつもりなどない。

　俺おれはママさんの元もとへコソッと移い動どうし、ママさんに金きん貨か五ご枚まいをにぎらせた。

　え？　と、おどろくママさんに、「迷めい惑わく料りょうも入はいってるから！　また来くるよん！」とあいさつする。

　ここはたちのいい店みせだった。こんなことで、二に度どと来こられなくなってはおもしろくないのだ。

　こうして俺おれたちは連れん行こうされることとなったわけだが……、何なにかを忘わすれている。

　そう！　ゴブタである。

　あのバカは、店みせに連つれてきていない。

　たび重かさなるヤツの愚ぐ行こうに対たいし、お仕し置おき〝ミノムシ地じ獄ごく〟を執しっ行こう中ちゅうだったのである。

　最さい初しょは逆さかさづりにしようかとも思おもったが、さすがにそれはまずい。

　というわけで、『粘ねん糸し』でグルグル巻まきにして、部へ屋やにぶら下さげてきたのだ。

「ちょ！　これひどいっす！　自じ分ぶんも連つれてってほしいっす！」

　などと、悲ひ痛つうな声こえでわめいていたが、あまい顔かおをすればつけ上あがるだろう。

「バカめ！　きさまの日ひごろの行おこない、目めに余あまるわ！　くやしかったら、相あい棒ぼう（嵐牙狼テンペストウルフ）でも召しょう喚かんして助たすけてもらいやがれ！」

　と、できもしないだろうことを言いいつけて放ほう置ちしてきたのである。

　ゴブリンならともかく、ホブゴブリンに進しん化かした今いまのヤツなら、一いっ週しゅう間かんくらいは飲のまず食くわずでも大だい丈じょう夫ぶだろう。

　長ながい日にっ数すう、拘こう束そくされるようなら、一いち度どぬけだしてヤツを助たすけてやろう。

　そう考かんがえて、ヤツのことはそのまま忘わすれることにした。

　ちょっとだけ、かわいそうかな？　とも思おもったが、たくましいヤツのことだ、問もん題だいない。




　俺おれたち五ご人にんは、王おう宮きゅうへと連れん行こうされた。

　とは言いっても、ものものしく拘こう束そくされているわけではない。任にん意い同どう行こうに近ちかい感かんじだ。

　そして結けっ局きょく、牢ろう屋やで二日ふつかほど過すごすことになった。

　とはいえ、それなりにいい食しょく事じが出でているようだし、部へ屋やの調ちょう度ども整ととのえられている。

　五ご人にんいっしょに入いれられているので、牢ろう屋やというより大おお部べ屋やという感かんじだ。

　待たい遇ぐうは、そこそこマシな印いん象しょうを受うけた。

「俺おれが短たん気きを起おこしてしまったばかりに、みんなも巻まきこんじまった……。スマン！」

　カイジンが謝あやまってきた。

　しかし、ここにそんなことを気きにする者ものはいない。

「カイジンさん、大だい丈じょう夫ぶ！　問もん題だいないさ！」

「そうそう、おやじさんが気きにすることないですよ！」

「…………！」

　三さん人にんも同おなじ気き持もちのようだった。

「それより、釈しゃく放ほうされたら、俺おれたちもカイジンさんについていきますよ！」

「リムルのだんな、俺おれたちがついていったら迷めい惑わくかい？」

「………………？」

　最さい後ごのヤツは何なにが言いいたいのか、俺おれの理り解かい力りょくでは判はん断だんできないが、気き持もちはわかった。

「ふん！　みんな、まとめてめんどう見みてやるさ！　ただし、こき使つかうから、覚かく悟ごしとけよ！」

「「「おう!!」」」

　とまあ、こんな感かんじに、俺おれたちは釈しゃく放ほうされたあとのことを相そう談だんしはじめたのであった。




　一いち日にち目めはそうして過すぎていき、二日ふつか目めの夜よる。

「そういえばあの大だい臣じん、えらくカイジンを目めの敵かたきにしてたな？　何なにか理り由ゆうでもあるのか？」

　なんの気きなく、俺おれが質しつ問もんをした。

　これに対たいし、カイジンは苦にが虫むしをかみつぶしたような顔かおになり、ため息いきをつくと話はなしはじめた。

　実じつはカイジンは、元もと、王おう宮きゅう騎き士し団だんの団だん長ちょうのひとりだったのだそうだ。

　とはいっても、王おう宮きゅう騎き士し団だんはぜんぶで七ななつの部ぶ隊たいがあり、そのうちのひとつを任まかされていたらしい。

　工こう作さく部ぶ隊たい・兵へい站たん部ぶ隊たい・救きゅう急きゅう部ぶ隊たいの裏うら方かた三さん部ぶ隊たい。

　重じゅう装そう打だ撃げき部ぶ隊たい・魔ま法ほう打だ撃げき部ぶ隊たい・魔ま法ほう支し援えん部ぶ隊たいの花はな形がた三さん部ぶ隊たい。

　そして、もっとも重じゅう要ような王おう直ちょく属ぞく護ご衛えい部ぶ隊たいである。

　カイジンは、工こう作さく部ぶ隊たいの隊たい長ちょうを務つとめていたらしい。

　そのときの副ふく官かんが、ベスターだったのだそうだ。

「ヤツは侯こう爵しゃく家けの出ででな。金かねで地ち位いを買かったと言いわれていた。俺おれは庶しょ民みんの出でだったし、余よ計けいに俺おれの地ち位いをねたんでいたんだろう。複ふく雑ざつだったんだろうよ。庶しょ民みんの下したで命めい令れいを受うけるのも屈くつ辱じょくだったのかもしれんしな……。俺おれは当とう時じ、他た人にんの気き持もちなんて思おもいやる余よ裕ゆうがなくてな。王おうの期き待たいにそおうと必ひっ死しだったんだよ……。そんなときに、あの事じ件けんが起おきたんだ……」

　そう言いって、当とう時じの事じ件けんを語かたってくれた。

　カイジンが、騎き士し団だんをやめるきっかけとなった事じ件けんのことを。




　魔ま装そう兵へい事じ件けん。

　当とう時じドワーフの工こう作さく部ぶ隊たいは、新あたらしい技ぎ術じゅつを開かい発はつすることもできず、七ななつの部ぶ隊たいの中なかで最さい低ていの評ひょう価かにあまんじていた。

　技ぎ術じゅつ立りっ国こくの立たち場ばから、工こう作さく部ぶ隊たいは花はな形がたであるべきだ！　そう主しゅ張ちょうするベスター派は。

　今いまのままで、堅けん実じつに研けん究きゅうを進すすめるべき！　という主しゅ張ちょうのカイジン派は。

　両りょう者しゃは議ぎ論ろんが白はく熱ねつし、会かい議ぎで結けつ論ろんが出でることはなかったという。

　そんな中なか、エルフの技ぎ術じゅつ者しゃとの共きょう同どう開かい発はつの、〝魔ま装そう兵へい計けい画かく〟が立たち上あがった。

　この計けい画かくをなんとしても成せい功こうさせ、工こう作さく部ぶ隊たいの地ち位いを確かっ固こたるものにしよう！　そうベスターは考かんがえていたようだ。

　そのベスターのあせりをカイジンが指し摘てきしたが、ベスターは庶しょ民みん出しゅっ身しんの上じょう司しの忠ちゅう告こくには、聞きく耳みみを持もたなかった。結けっ果か、あせったベスターの独どく走そうにより、〝精せい霊れい魔ま導どう核かく〟の暴ぼう走そうを引ひき起おこし、初しょ期き段だん階かいで実じっ験けんは失しっ敗ぱい。計けい画かくは頓とん挫ざ＊25することとなる。

　当とう時じの最さい高こうの技ぎ術じゅつ者しゃを集あつめて行おこなわれた、〝魔ま装そう兵へい計けい画かく〟はこうして終しゅう焉えん＊26をむかえたのだ。

　結けっ局きょくのところ、失しっ敗ぱいの責せき任にんを取とってカイジンは軍ぐんを去さることになった。

　ベスターが自じ分ぶんの失しっ敗ぱいをすべてカイジンに押おしつけたうえに、軍ぐんの幹かん部ぶをだきこみ、にせの証しょう言げんまで用よう意いしたためである。

　とまあ、これが魔ま装そう兵へい事じ件けんとやらの真しん相そうだったわけだ。




　語かたり終おえたカイジンは、つかれたようにため息いきをついている。

　気き持もちはわかる。長なが年ねんのうらみも、かなりのものだったのだろう。

　しっかし、ベスター、絵えにかいたような悪あく人にんだな。ある意い味みわかりやすい。

　要ようするにベスターからすれば、カイジンがこの国くににいると、いつまた軍ぐんに返かえり咲ざいて自じ分ぶんの地ち位いをおびやかすかわからないと、こういうわけか。

　そんなひきょうなヤツ、死し刑けいでよくね？　まあ、死し刑けいは言いいすぎかもしれないが……。

「まあ、そういうわけで、俺おれがこの国くにから出でたら、アイツも少すこしはマシになるかもしれんさ」

　そう言いって、少すこしさびしそうにこの話はなしをしめくくった。

　三さん兄きょう弟だいも当とう時じの事じ件けんの真しん相そうを知しる者ものたちで、ベスター大だい臣じんをきらっていたのだそうだ。

　そんな話はなしを聞きけば、俺おれだってきらいになるわ。

　しかし、貴き族ぞく相あい手てになぐったのだ。このまま無ぶ事じに釈しゃく放ほうされるとは思おもえないのだが……。

　そうした俺おれの心しん配ぱいに、

「大だい丈じょう夫ぶだろ、一いち応おう。俺おれは退たい役えきしたとはいえ団だん長ちょうにまでなったおかげで、準じゅん男だん爵しゃくの地ち位いをいただいている。庶しょ民みんが貴き族ぞくに対たいしてってのなら、裁さい判ばん待またずに死し刑けいもありえたけどな」

　そう言いって、大おお笑わらいしている。

　俺おれはまったく笑わらえないけどな。

　いざとなれば脱だっ出しゅつしよ！　俺おれ、関かん係けいないことにして、ほとぼり冷さめるまでふつうのスライムのふりしてやりすごそう。

　俺おれは内ない心しん、そんなことを考かんがえたのだった。
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　そして裁さい判ばんの日ひとなった。

　俺おれたちは王おうの前まえへと連れん行こうされた。

　ドワーフの英えい雄ゆう王おう。

　目めの前まえにすると、その圧あっ倒とう的てきな威い圧あつ感かんは尋じん常じょうではなかった。




　現げん王おう、ガゼル・ドワルゴ。
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　目めを閉とじ、いすに深ふかく腰こしかけている。

　ドワーフらしい、がっしりとした体からだつき。ほとばしるエネルギーを秘ひめた筋きん肉にくのよろい。

　その特とく徴ちょうある、褐かっ色しょくのはだ。後うしろになでつけた、漆黒の髪オールバック。

　強つよい。俺おれの本ほん能のうが、ひさしぶりに全ぜん力りょくで警けい報ほうを鳴ならしていた。

　両りょう脇わきに、騎き士しがひかえている。

　このふたりも強つよいと感かんじるが、王おうを前まえにするとかすんでしまう。

　この王おうは、化ばけ物ものだ。

　簡かん単たんににげられるつもりでいたが、これは……。

　俺おれのゆるみきった意い識しきは、王おうの前まえに来きたとたんに覚かく醒せいしていた。

　ひょっとすると、この世せ界かいに来きてから初はじめて感かんじる〝危き機き感かん〟かもしれない。




　ひとりの男おとこが王おうの前まえにひざをつき、何なに事ごとか確かく認にんしている。

　王おうの許きょ可かを得えたのだろう、立たち上あがって宣せん誓せい文ぶんを読よみ上あげた。

「裁さい判ばんをはじめる！　みな、静せい粛しゅくにせよ!!」

　その言こと葉ばを合あい図ずに、裁さい判ばんがはじまった。

　一いち時じ間かんかけて、双そう方ほうの言いい分ぶんが発はっ表ぴょうされる。

　当とう事じ者しゃである俺おれたちだったが、ここでの発はつ言げんは許ゆるされていない。この場ばで自じ由ゆうに発はつ言げんできるのは、伯はく爵しゃく位い以い上じょうの貴き族ぞくだけである。それ以い外がいは、王おうの許ゆるしが出でるまで発はつ言げんは許ゆるされないのだ。

　発はつ言げんすればどうなるのか？

　発はつ言げんした時じ点てんで、罪つみが確かく定ていする。さらに、不ふ敬けい罪ざい＊27まで上うわ乗のせされるというお得とくさで。冤えん罪ざい＊28も何なにも関かん係けいない。それが、ここのルールなのだそうだ。

　代だい理り人にんに、すべてを任まかせるしかないのだ。

　この代だい理り人にんとは拘こう束そくされた二日ふつかの間あいだに、何なん度ども顔かおを合あわせて打うち合あわせしている。

　言いうなれば、弁べん護ご士しみたいなものであろう。

　この代だい理り人にんは大だい丈じょう夫ぶなんだろうな？

　そういう不ふ安あんとは、えてして的てき中ちゅうするようになっているらしい……。

「と、このように、店みせでくつろいでお酒さけをたしなんでおられたベスターどのに対たいし、複ふく数すう人にんで店みせに押おし入いり暴ぼう行こうを加くわえたのです！　これは、断だんじて許ゆるされるべき行こう為いではありません！」

「それは事じ実じつであるか？」

「はい！　私わたくしもカイジンどのからの聞きき取とりだけではなく、店みせ側がわからも調ちょう書しょを取とってございます。先さきの言いい分ぶんに相そう違いないことは、まちがいございませぬ！」

　……は？　え、なんだって？

　味み方かただと思おもっていた代だい理り人にんの、まさかの裏うら切ぎりであった。

　これはまずいのではなかろうか？

　カイジンの様よう子すを見みると、一いっ気きに顔かおが赤あかくなり、次し第だいに青あおざめはじめている。

　そりゃ、そうだ。なんせ、言いい訳わけもさせてもらえないのだ。

　当あたり前まえだが、代だい理り人にんがうそをつくことは許ゆるされていない。バレたら死し罪ざいである。よほどの覚かく悟ごか、なんらかの事じ情じょうがなければ、うそをつくなど考かんがえられない。しかし今いま、その考かんがえられない事じ態たいが起おきていた。

　王おうの前まえで、下げ賤せん＊29な者もの（この場ば合あいは罪ざい人にん）に発はつ言げんを許ゆるさないためのシステムだが、今こん回かいは最さい悪あくのほうへと運うん用ようされてしまったようだ。

「王おうよ！　お聞きき届とどけいただけましたでしょうか？　この者ものたちへの厳げん罰ばつを申もうしわたしください！」

　ベスターが調ちょう子しに乗のって王おうに進しん言げんする。

　さらにこちらを一いち瞥べつすると、勝かちほこった笑えみをうかべた。

　あのやろう……やっぱ、なぐっておけばよかった……。




　王おうは目めを閉とじたまま、微び動どうだにしない。

　その様よう子すを確かく認にんし、そば仕づかえが王おうにかわって発はつ言げんを行おこなう。

「静せい粛しゅくに！　これより、判はん決けつを申もうしわたす！　主しゅ犯はん、カイジン。この者ものは、二に十じゅう年ねんの鉱こう山ざんでの強きょう制せい労ろう働どうに処しょす。その他ほか、共きょう犯はん者しゃども。この者ものどもは、十じゅう年ねんの鉱こう山ざんでの強きょう制せい労ろう働どうに処しょす。それでは、この裁さい判ばんを閉へい廷てい──」

「──待まて」

　重おもく、深ふかい静しずかな声こえが、閉へい廷ていの言こと葉ばをさえぎった。

　王おうが目めを開あけて、カイジンを見みつめた。

「ひさしいな、カイジン。息そく災さい＊30か？」

「……は！　王おうにおかれましても、ご健けん勝しょう＊31そうで何なによりでございます」

　一いっ拍ぱくおいて、カイジンが返へん答とうした。

　王おうの問といかけには、返へん事じしても大だい丈じょう夫ぶのようだ。

「よい。余よと、そちの仲なかである」とカイジンに応おうじ、続つづけて「もどってくる気きはあるか？」と、本ほん題だいを切きり出だした。

　それは異い例れいなできごとであったらしく、周しゅう囲いがざわめいている。

　ベスターは一いっ気きに青あおざめた。

　ふと見みると、裏うら切ぎった代だい理り人にんは死しにそうなほどの土つち気け色いろの顔かお色いろになっていた。

「おそれながら王おうよ！　私わたくしはすでに主あるじを得えました！　このちぎりは、私わたくしの宝たからであります。この宝たから、王おうの命めい令れいであれど、手て放ばなす気きはありませぬ！」

　その言こと葉ばに周しゅう囲いが気け色しきばむ。護ご衛えいの兵へい士しから、カイジンに向むけて殺さっ気きが放はなたれている。

　それでもカイジンにおびえはなく、むしろ堂どう々どうと胸むねを張はって王おうを見みつめていた。

　その目めを見みて王おうは再ふたたび目めを閉とじた。

「で、あるか……」

　あたりを再ふたたび静せい寂じゃくが支し配はいした。

　そして──

「判はん決けつを言いいわたす。心こころして聞きけえい！　カイジンおよび、その仲なか間まは、王おう国こくより国こく外がい追つい放ほうとする。今こ宵よい、日ひ付づけが変かわって以い後ご、この国くにに滞たい在ざいすることを余よは許ゆるしはしない。以い上じょうである。では、余よの前まえより消きえるがよい!!」

　王おうが目めを見み開ひらき、大だい音おん声じょうで言いい放はなつ。

　これが、王おう者じゃの覇は気き！　身みがふるえるほどの威い圧あつ。それなのに、俺おれには王おうがさびしそうに見みえたのだ。




　こうして裁さい判ばんは閉へい廷ていし、俺おれたちはカイジンの店みせにもどってきた。

　ちょっと飲のみにいくつもりが、大おお事ごとになったものである。

　さっさと荷にづくりして、出しゅっ発ぱつしなければ。

　そういえば、ゴブタは無ぶ事じだろうか？

　まあ、まだ三みっ日か目めだし……。

　ちょっとだけ不ふ安あんに思おもいながら、お仕し置おき部べ屋やのとびらを開あけると……。

「あ！　おかえりなさいっす！　今いままで楽たのしんでたっすか？　今こん度どは自じ分ぶんも連つれていってほしいっす！」

　などと言いいながら、ソファーから飛とび起おきるゴブタの姿すがたが！

　なん……だと？　こいつ、クモの『粘ねん糸し』から、どうやってにげだせた？

　よく見みると、ゴブタがまくらにしているのは、嵐牙狼テンペストウルフであった。

　マジか？　召しょう喚かんを成せい功こうさせたのか!?

「お、おい、ゴブタくん。まさか君きみ、オオカミの召しょう喚かんに成せい功こうしたのかね？」

「あ！　そうっす！　来きてくれ、って念ねんじたら、来きてくれたっすよ！」

　簡かん単たんに言いいやがって……未いまだ、他ほかのホブゴブリンで成せい功こうした事じ例れいはないというのに。

　もしかしてこいつ、頭あたまの栄えい養ようが才さい能のうに行いきわたっているんじゃ？

　まさか、な。ゴブタの分ぶん際ざいで、そんなわけない。

　きっと偶ぐう然ぜんだろう。

　と、そこで、嵐牙狼テンペストウルフを見みて硬こう直ちょくしているドワーフに気きづいた。

「何なにしてるんだ？　さっさと準じゅん備びして行いくぞ？」

　ドワーフたちに声こえをかける。

「おいおい、待まて待まて！　なんでこんなところに、黒くろ牙が狼ろうがいるんだ!?」

「そうだぞ！　さっさとにげないと、あれはＢビーランクの魔ま物ものだぞ！」

　何なにやら大おおあわてしている。

　その様よう子すは滑こっ稽けいで、おもしろかった。

「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ！　問もん題だいない。ただの犬いぬとたいして変かわらんよ！　うちで飼かってるオオカミだしな！」

　安あん心しんさせてやるつもりで言いったのだが、なぜか四よ人にんそろって絶ぜっ句くしていた。

　ちなみに、黒くろ牙が狼ろうというのは牙が狼ろうの上じょう位い種しゅ族ぞくらしい。牙が狼ろうが魔ま属ぞく性せいにかたより進しん化かした場ば合あいに毛け皮がわが黒くろくなるようだ。嵐牙狼テンペストウルフも黒くろ色いろだが、色いろつやがちがっている。そもそも、通つう常じょうは嵐あらし属ぞく性せいに進しん化かすることなどない。俺おれの名なづけによる突とつ然ぜん変へん異いのようなものである。

　火か山ざん地ち帯たいなど、火ひ属ぞく性せいなら赤あか牙が狼ろう。水みず辺べだと青あお牙が狼ろう。森しん林りんならば、緑みどり牙が狼ろうとなる。要ようするに、上じょう位い種しゅには、属ぞく性せいを得えることで進しん化か可か能のうというわけだ。魔ま属ぞく性せいの黒くろ牙が狼ろうは人ひとをおそう危き険けんな魔ま物ものらしく、おそれられるのもしかたがない話はなしだったらしい。

　嵐あらし属ぞく性せいで色いろが黒こく紫し色しょくになったので、くわしい者ものでなければ見み分わけはつかないのだろう。

　時じ間かんがないので、今こん回かいはカイジンたちに説せつ明めいしてやるひまはない。

　強ごう引いんにペットということで納なっ得とくしてもらい、気き持もちを切きりかえさせる。

　ドワーフたちに旅たびの服ふく装そうに着きがえてもらうと、みんなで外そとに出でた。

　そして俺おれひとり、家いえの中なかの持もっていくものすべてを飲のみこんでいく。

　容よう量りょうには、まだまだ余よ裕ゆうがある。

　だが、さすがに建たて物ものを飲のみこむのは、悪わる目め立だちしすぎるしあやしまれるのでやめておく。

　こうして旅たびの支し度たくを整ととのえ、俺おれたちはリグルたちとの待まち合あわせ場ば所しょである森もりの入いり口ぐちに向むかったのであった。
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　その場ばは、静せい寂じゃくに包つつまれていた。

　さっきまでそうぞうしいやりとりがあったとは思おもえないほどの。

　五ご人にんの犯はん罪ざい者しゃが、にげるようにこの場ばを去さったあと、だれひとりとして動うごく者ものはいない。

　ベスターはゴクリとつばを飲のみこんだ。王おうが沈ちん黙もくしていることに、恐きょう怖ふがこみ上あげてくる。

　そして、静せい寂じゃくをこわすかのごとく、王おうガゼルが口くちを開ひらいた。

「さて、ベスター。何なにか、言いいたいことはあるか？」

「お、おそれながら王おうよ！　これは誤ご解かいです！　何なにかのまちがいでございます！」

　見み苦ぐるしく、王おうにすがりつかんばかりにわめきたてるベスター。

　対たいする王おうは、終しゅう始し感かん情じょうをのぞかせない、冷れい徹てつな態たい度どである。

「誤ご解かい、か。余よは忠ちゅう実じつな臣しんをひとり、失うしなうこととなった」

「何なにをおっしゃいます！　あのような者ものなど、王おうに忠ちゅう誠せいをちかうどころか、どこの馬うまの骨ほねともわからぬ──」

「ベスターよ。おまえは、かんちがいをしておる。カイジンのヤツは、元もとより余よの元もとを去さっておった。余よが失うしなう忠ちゅう実じつな臣しん……それは、おまえのことだ」

　ベスターの心しん臓ぞうが、早はや鐘がねを打うつ。

　言いい訳わけをしなければ……しかし頭あたまは空くう転てんし、うまく言こと葉ばがうかんでこない。

　何なにも考かんがえることができなくなっている。

　今いま、王おうは、なんと言いった？

　失うしなうのは、おまえ。それは、つまり……。

　ベスターはどうすればいいのか考かんがえる。だが、何なにも考かんがえはうかばない。

「もう一いち度ど、問とおう。ベスターよ。何なにか、言いいたいことはあるか？」

　こわい。

　ベスターは恐きょう怖ふで頭あたまがいっぱいになった。

　王おうに問とわれている。返へん答とうしなければ……。だが、何なにも言こと葉ばがうかんでこないのだ。

「お、おそれ、おそれながら……」

「余よは、おまえに期き待たいしていたのだ。ずっと待まっていた。魔ま装そう兵へい事じ件けんの際さいも、おまえが真しん実じつを話はなしてくれるのを待まっていたのだ。そして今こん回かいも……」

　王おうガゼルは、むしろ優やさしいとさえ形けい容ようできそうな表ひょう情じょうでベスターを見みすえた。しかしその表ひょう情じょうとは裏うら腹はらに、その言こと葉ばは剣けんよりするどくベスターをえぐる。

「これを見みよ──」

　王おうが二ふたつの品しなを指さし示しめす。

　いつの間まにか近きん習じゅ＊32が運はこんできたものだ。

　ベスターはうつろな瞳ひとみでそれを見みる。

　一ひとつ目めは、ベスターが見みたこともない液えき体たいのつまった袋ふくろ状じょうの球きゅう体たいであった。

　二ふたつ目めは、一いっ本ぽんのロングソード。

「何なにかわかるか？」

　そう問とわれよく見みると、球きゅう体たいはわからないがロングソードには見み覚おぼえがある。カイジンの持もちこんだ剣けんだった。

「説せつ明めいしてやるがよい」

　王おうの命めい令れいを受うけ、近きん習じゅが説せつ明めいを行おこなった。

　ベスターの脳のうがそれを理り解かいするのに、しばらくの時じ間かんが必ひつ要ようであった。




　蘇生薬エリクサーではないものの、ヒポクテ草そうの完かん全ぜん抽ちゅう出しゅつ液えき。それは、完全回復薬フルポーション。

　ドワーフの技ぎ術じゅつの粋すいを集あつめても、九きゅう十じゅう八はちパーセントの抽ちゅう出しゅつが限げん界かい。

　九きゅう十じゅう八はちパーセントでは、上位回復薬ハイポーションの効こう果かしか得えられない。それが、九きゅう十じゅう九きゅうパーセント！

　おどろきに、ベスターの顔かおがゆがむ。知しりたい！　その抽ちゅう出しゅつ方ほう法ほうを──

　さらにおどろくべき情じょう報ほうが、ベスターへと説せつ明めいされる。

　そのロングソード。

　芯しんに使つかった魔ま鋼こうが、すでに侵しん食しょくをはじめている、という報ほう告こく。

　ありえない。ふつう十じゅう年ねんはなじんでから、徐じょ々じょに侵しん食しょくが行おこなわれるものなのに！

　驚きょう愕がくに、ベスターの思し考こうが活かっ性せい化かされる。

　そのことが本ほん当とうだとしたら！　そういった考かんがえがベスターを支し配はいし、

「それをもたらしたのは、あのスライムだ。おまえの行おこないが、あの魔ま物ものとのつながりを絶たった。何なにか言いいたいことはあるか？」

　決けっ定てい的てきに、ベスターは王おうのいかりの深ふかさを知しる。もはや、何なにも言いうべきことなどないのだ、と。

「なにも……、何なにもございません、王おうよ」
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　なみだがこみ上あげてきた。自じ分ぶんは、王おうに見み捨すてられたのだと、初はじめて理り解かいして。

　王おうの役やくに立たちたかった。そして、王おうに認みとめてもらいたかった。

　彼かれの望のぞみは、それだけだったのに。

　いつから、自じ分ぶんはまちがったのか。

　カイジンに嫉しっ妬としたときから。

　あるいは、もっと前まえ……。

　わからない。ただわかるのは、自じ分ぶんは王おうの期き待たいを裏うら切ぎったという、その事じ実じつ。

「で、あるか。では、ベスターよ！　おまえには、王おう宮きゅうへの立たち入いりを禁きん止しする。二に度どと、余よの前まえに姿すがたを見みせるな……。だが、最さい後ごに一ひと言こと、おまえに言こと葉ばをおくろう。大たい儀ぎ＊33であった！」

　ベスターは、王おうの言こと葉ばを聞きくと立たち上あがり、王おうへと深ふか々ぶかとおじぎをした。

　そして、その場ばを去さる。

　自みずからのおかした、おろかしさの代だい償しょうを支し払はらうために……。




　ベスターの退たい出しゅつと同どう時じに。

　近衛このえが駆かけ寄より、ベスターの共きょう犯はんの代だい理り人にんを捕とらえる。

　その様よう子すを視し界かいに収おさめ、

「暗あん部ぶよ、あのスライムの動どう向こうを監かん視しせよ！　絶ぜっ対たいに気け取どられるな。絶ぜっ対たいに、だ！」

　寡か黙もくな王おうが、念ねんを押おしてまで発はっする命めい令れい。その重じゅう要ようさに、周しゅう囲いの気きが引ひきしまる。

「この命いのちにかえましても！」

　暗あん部ぶはそう言いい残のこし、消きえた。

　王おうは思おもう。

　あの魔物スライムは何なに者ものだ？

　あれは、一いっ種しゅの化ばけ物ものだった。あんな魔ま物ものが解とき放はなたれているのか、と。

　英えい雄ゆうとしての直感センスが、王おうに無む視ししえぬ何なにかを感かんじさせた。

　その直感センスを信しんじて、王おうは行こう動どうを開かい始しする。





●　▲　▽　■　○　■






　森もりの入いり口ぐちにてリグルたちと合ごう流りゅうした。

　中なかで過すごしたのは、結けっ局きょく五日いつか。おおむね予よ定てい通どおりの日にっ数すうである。

　いろいろごたごたがあったが、ともかく目もく的てきは達たっ成せいできてよかった。

　欲よくを言いえば、この街まちでの冒ぼう険けん者しゃギルドっぽい存そん在ざいである、自由組合ギルドにも行いってみたかった。いないとは思おもうが、ひょっとしたら〝異い世せ界かい人じん〟がいたかもしれないし……。

　また、せっかくドワーフの国くになのだから、細さい工く物ものや防ぼう具ぐ関かん係けいなんてものも見けん学がくしたかったのだが、今いまとなってはしかたない。職しょく人にん自じ体たいを仲なか間まにできたのだから、それで満まん足ぞくすべきだろう。

　金きん貨かも二に十じゅう枚まいかせいだことだし、収しゅう穫かくはあった。

　リグルたちにカイジンたちを紹しょう介かいした。今こん後ごは仲なか間まとなるのだし、仲なか良よくやっていってほしい。

　そういえば、ドワーフには差さ別べつ意い識しきなどあまり見み受うけられない。半はん妖よう精せい族ぞくということを考かんがえれば当とう然ぜんなのかもしれないけど、今こん後ごのことを考かんがえてもいいことだと思おもう。




　さて、旅たび立だつ段だんになってひとつの問もん題だいが生しょうじた。

　俺おれを乗のせる気き満まん々まんでしっぽを振ふってなついていたランガに、元もとの五ごメートル近ちかい姿すがたにもどって三さん兄きょう弟だいのうちふたりを乗のせるように言いったのだが……。

　ランガは、うれしそうな表ひょう情じょうだったのが一いっ気きに無む表ひょう情じょうになり、ヨロヨロとあとずさり座すわりこむ。

　そして、「このボケどもがいなくなったら、問もん題だい解かい決けつじゃね？」とでも言いいたげにドワーフを見みつめる。

　その、今いまにも喰くい殺ころしかねない表ひょう情じょうにドワーフたちがおびえていた。

　そもそも、最さい初しょにランガを見みた瞬しゅん間かん、

「「「げぇええ[image: ー][image: ー][image: ー]!!　なんで、こんな……!?」」」

　などと、大おおげさにおどろいてみせていたのだ。

　よほどランガがこわかったのか、それとも彼かれらの持もち芸げいのひとつだろうか？

　ちょっとよくわからんが、どこかに笑わらいのツボがあるのかもしれない。

「まあ待まて、ランガよ。実じつはな、俺おれも黒こく狼ろうに擬ぎ態たいしてみたのだが、その性せい能のうをいろいろと確たしかめたいのだ。そういうわけだから、ドワーフふたりはおまえに任まかせた！」

　という俺おれの言こと葉ばに、シャキ[image: ー][image: ー][image: ー]ン！　となり、

「心こころ得えました！　我わが主あるじよ！」

　と、ようやく了りょう承しょうしたのであった。

　カイジンと三さん兄きょう弟だいの長ちょう男なんであるガルムを俺おれの背せ中なかに。

　次じ男なんのドルドと三さん男なんのミルドをランガの背せ中なかに。

　ランガにふたりが乗のったのを確かく認にんし、『粘ねん糸し』でランガに固こ定ていする。

　何なにしろ時じ速そく八はち十じっキロなんて、バイクもないこの世せ界かいではちょっとした恐きょう怖ふ体たい験けんだろう。

　俺おれがその速そく度どで走はしれるかわからないので、そこまでスピードを出だす気きもないのだが。

　次つぎは俺おれだ。

　擬ぎ態たい：黒嵐星狼テンペストスターウルフ

　俺おれの擬ぎ態たいが完かん了りょうした。

「素す晴ばらしい!!　さすがは我わが主あるじ!!」

「ふはは！　そうだろうとも。おまえもこの姿すがたに進しん化かできるように、はげめよ！」

　と、ランガの賞しょう賛さんに答こたえる俺おれ。

「はは！　その期き待たいに応こたえてみせましょう！」

　新あらたな目もく標ひょうに、ランガの瞳ひとみがらんらんとかがやいていた。

　そのランガの心こころに触しょく発はつされ、嵐牙狼テンペストウルフたちも興こう奮ふんしているようだった。

　みんなやる気きが出でたようだ。実じつにいいことである。

　さて、カイジンたちを乗のせようと見みてみると……なぜだろう？　泡あわをふいて気き絶ぜつしていた。

　何なにをやってるんだ？　このおっさんたちは……。

　まあいい。

　日ひごろの練れん習しゅうの成せい果か！　俺おれは、背せ中なかから『粘ねん糸し』を出だす。そして、カイジンたちを引ひっ張ぱりあげた。

　成せい功こうだ！　コツコツと、糸いとを出だして操あやつる練れん習しゅうをしていたのだ。

　こうして、気き絶ぜつしたカイジンたちを乗のせ、俺おれたちは出しゅっ発ぱつした。
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　余よ談だんだが、最さい初しょ、軽かるく走はしったつもりで百ひゃっキロオーバーの速そく度どを出だしてしまった。カイジンたちが気き絶ぜつしていたのは僥ぎょう倖こう＊34であったと言いえるだろう。

　多た分ぶん、最さい初しょの加か速そくで気き絶ぜつしていただろうから……。

　ランガに乗のったドワーフふたり、ドルドとミルドを見みる。

　彼かれらは根こん性じょうあるのか、大だい丈じょう夫ぶ──では、ないな。あれがうわさの、目めを開あけたまま気き絶ぜつする！　というヤツだろう。ごしゅうしょうさまである。




　気き絶ぜつしたドワーフたちを放ほう置ちし、帰かえりの道みちを進すすむ。

　多た分ぶん、気き絶ぜつしてるほうが舌したをかまずにすむだろう。

　実じっ際さい、俺おれが彼かれらの立たち場ばだったら、起おこされてまた恐きょう怖ふ体たい験けんはいやである。

　寝ねてる間あいだにすべて終おわっててくれたほうが幸しあわせだ。

　まあ飯めし時どきには起おこすけども。

　やはり俺おれは人ひとが悪わるいのだ。

　そういえば……。

「リグルよ！　聞きくがおまえ、黒こく狼ろうの召しょう喚かんには成せい功こうしたのか？」

「いえ、おはずかしい話はなしですが……、未いまだ成せい功こうしておりません……」

　ふむ。リグルでもまだ成せい功こうしていないとは。

　他ほかのゴブリンたちもくやしそうにしている。同どう様ように、ペアの黒こく狼ろうたちもくやしそうだ。

　となると、ゴブタだけ？

「いや、ゴブタのヤツが成せい功こうさせたみたいでな？」

「なんと！　ゴブタよ、本ほん当とうか？」

「はいっす！　呼よんだら、来きてくれたっす！」

　その言こと葉ばに、他ほかのゴブリン＆黒こく狼ろうが闘とう志しに燃もえた眼めつきをした。

「……ありえますな。何なにしろ、ゴブタはドワーフ王おう国こくとゴブリン村むらを、徒と歩ほで往おう復ふくしたこともある強つわ者ものですから！」

　なるほど、そういえば……。バカだバカだ！　とは思おもっていたが、やるときはやる男おとこなのだな。

　まあ、ゴブタはバカだが、無む能のうではないのだろう。考かんがえてみれば、往おう復ふく四よんか月げつ、食たべ物ものを調ちょう達たつしながらこの距きょ離りを歩あるいて旅たびをする、なかなかできることではない。

　弱よわいとはいえ、このへんには魔ま物ものも出しゅつ現げんすることがあるのだし。

　俺おれの中なかで、ゴブタの評ひょう価かが何なん段だんか上じょう昇しょうした。まあ、すぐに落おちるだろうけどな。




　夜よるになり、いったん休きゅう憩けいに入はいる。

　俺おれはまったくつかれてはいないのだが、他ほかの者ものには休きゅう憩けいが必ひつ要ようだ。

　みんなに休きゅう憩けいを取とらせ、俺おれは能のう力りょくの確かく認にんだ。

　黒嵐星狼テンペストスターウルフの身しん体たい性せい能のうはすさまじく高たかい。

　ほとばしるほど力ちからがあふれてくる感かん覚かく。

　軽かるく地ちをけると、一いっ瞬しゅんで高こう空くうまで跳ちょう躍やくした。地ちを駆かけると、飛とぶような速そく度どで疾しっ走そうする。俺おれの反はん応のう速そく度どとあわせると、その性せい能のうを容よう易いに引ひき出だすことが可か能のうであるようだ。

　そもそも、今いままでの戦たたかいは、『水すい刃じん』で敵てきを斬きっておしまいだった。

　だからあまり意い識しきしていなかったが、筋きん力りょくや瞬しゅん発ぱつ力りょくといった能のう力りょくも戦たたかいの重じゅう要ような要よう素そなのである。

　その点てん、この黒嵐星狼テンペストスターウルフならば、申もうし分ぶんない戦せん闘とう力りょくを有ゆうしていると言いえた。

　おそらくだが、『大だい賢けん者じゃ』による補ほ正せいを考かんがえるならば、俺おれの擬ぎ態たいした黒こく狼ろうなら、洞どう窟くつにいた黒くろヘビを瞬しゅん殺さつ可か能のうである。特とく殊しゅ能のう力りょくを使し用ようせずに、だ。

　町まちで受うけた説せつ明めいでは、トカゲが〝Ｂビー−マイナス〟だった。

　他ほかの魔ま物ものも、『大だい賢けん者じゃ』のシミュレーションを利り用ようし、おおよそのランクを割わり出だす。

　そのランクで言いうなら、黒くろヘビはＡエーには届とどかない。

　ムカデ十じっぴきには勝かてるだろうから、〝Ａエー[image: ]マイナス〟というところか。

　同どう様ように、俺おれの操あやつらない黒嵐星狼テンペストスターウルフなら、黒くろヘビよりは強つよいが、十じっぴき相あい手ては無む理りだろうと思おもう。いや、待まてよ、『黒くろ稲いな妻ずま』というあやしげなスキルがある……。

　だが俺おれの本ほん能のうが、これはヤバイんじゃね？　とうったえかけてくる。

　念ねんのためにスライムにもどってから、一いち度ど試ためしに撃うってみることにしよう。本ほん来らいの性せい能のうよりはおとる威い力りょくになるだろうから、様よう子す見みという感かんじだな。

　そして、放はなった『黒くろ稲いな妻ずま』だが……想そう像ぞうを絶ぜっする威い力りょくであった。

　閃せん光こう。直ちょく後ごに、すさまじい轟ごう音おんが鳴なりひびく。

　試ためし撃うちの的まとに選えらんだ、川かわ辺べの大おお岩いわがくだけて消きえた。

　音おん速そくを軽かるく凌りょう駕がする速そく度どで雷かみなりがほとばしったのは認にん識しきできたけど……いやはや、その破は壊かい力りょくはすさまじいの一ひと言ことである。俺おれの予よ想そうをはるかに上うわ回まわっている。

　ふふふ……。なかったことにしよう！　俺おれは即そく座ざに判はん断だんする。

　そう。俺おれは今いま、何なにもしていない！　たまたま雷かみなりが落おちたのだ！

　そういうことにしておこう。

　このスキルも黒くろヘビの『毒どく霧ぎり吐と息いき』同どう様よう、封ふう印いんしよう。少すくなくとも、威い力りょく調ちょう節せつできるようになるまでは使し用ようしないほうがよさそうだ。何なにより、ごっそり魔ま素そを持もっていかれてしまった。調ちょう節せつできないと、乱らん発ぱつできない。魔ま力りょく切ぎれで戦せん闘とう不ふ能のうになる危き険けんもあるわけだし。

　ただし、その威い力りょくは言いうまでもなく、効こう果か範はん囲いも広こう大だいであったので、切きり札ふだにはなりそうだ。

　岩いわのあった場ば所しょを中ちゅう心しんに、半はん径けい二に十じゅうメートルの範はん囲いが高こう熱ねつでガラス状じょうになっているのをながめながら、俺おれはそう考かんがえたのだった……。

　何なに事ごとかと駆かけてきたリグルたちには、目めの前まえに雷かみなりが落おちたとごまかしたが、彼かれらの休きゅう憩けいをさまたげてしまったようだ。悪わるいことをした。

　今こん後ご、ヤバそうな実じっ験けんは、落おち着ついてできる場ば所しょで行おこなわなければならないだろう。防ぼう音おん効こう果かもあれば言いうことない。そういう場ば所しょがなければ、気き軽がるに実じっ験けんもできないようだ。

　だがまあ、データは取とれた。

　脳のう内ないシミュレート再さい開かいである。

　あの『黒くろ稲いな妻ずま』、あれを使し用ようするならば、俺おれが操あやつらなくても黒こく狼ろうが十じっぴきの黒くろヘビに勝かてそうだ。

　ということは、黒嵐星狼テンペストスターウルフはＡエーランクの域いきをこえているのかもしれない。

　Ａエーランクの魔ま物ものは、小ちいさな町まちを壊かい滅めつ可か能のうなレベル。〝災害ハザード〟指し定てい種しゅである。

　今こん後ご、町まち付ふ近きんでの黒こく狼ろうへの擬ぎ態たいは、ひかえたほうがよさそうだ。

　それ以い降こうはひそやかに、俺おれの研けん究きゅうは夜よが明あけるまで続つづけられたのだった。




　翌よく朝あさ。

　リグルたちに、朝ちょう食しょくの支し度たくを任まかせる。

　ゴブリンの料りょう理りは、焼やくだけ。とても料りょう理りと呼よべたものではない。

　今いまはいい。俺おれに味み覚かくはないから。だが、いずれ味み覚かくを手てに入いれたら、料りょう理りというものをたたきこまねばなるまい。おいしい食しょく事じこそが、文ぶん化か的てき生せい活かつの第だい一いっ歩ぽだろうから。

　ゴブリンが文ぶん化か的てきな生せい活かつになじめるのか？

　俺おれは、可か能のうだと考かんがえている。どうなるかはわからんけど、俺おれはできることはすべて、試ためすつもりでいるのだ。料りょう理りの段だん階かいでつまずかれたら、困こまるのである。

　起おき出だしたドワーフたちは、未いまだ青あおざめた顔かおをしている。大だい丈じょう夫ぶだろうか？

「大だい丈じょう夫ぶか？」

「あ、ああ……、ここは？」

　意い識しきがはっきりするにつれ、周しゅう囲いが見み慣なれぬ景け色しきであることにとまどいはじめた。

　ゴブリンの村むらへ向むけて旅たびをしていることを告つげる。

「なんだと!?　ふつう、二にか月げつくらいかかる旅たびになるぞ！　どこかの町まちを経けい由ゆして馬ば車しゃを調ちょう達たつしたりしないと、食たべ物ものも足たりんぞ？」

　今いまさらなおどろきように、何なにを言いって──そう言いいかけたが、よく考かんがえてみると何なにも説せつ明めいしていないことを思おもい出だす。ここまでどうやって来きたのかとか、移い動どう速そく度どのことなどを。

　どうせ急いそぐ旅たびでもない。この際さいだし、ドワーフたちに俺おれたちの状じょう況きょうを説せつ明めいすることにする。

　ちょうど、食しょく事じの支し度たくができたようだ。野のウサギを焼やいただけのものだが、空くう腹ふくを刺し激げきされたのかドワーフたちの腹はらが鳴なった。どうやら、体たい調ちょうはいいみたいである。

　朝ちょう食しょくをとりながら、今こん後ごの予よ定ていを話はなした。

　そのときに、ついでに先さきほどの疑ぎ問もんにも答こたえたのだが……あと二日ふつかほどで村むらに着つくと説せつ明めいすると、

「「「ありえん……！」」」

　そうつぶやき、絶ぜっ句くしていた。
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　二日ふつかで着つく＝それだけの速はやさでの移い動どう、ということになるのだから、彼かれらがおどろくのも無む理りはない。

　安あん心しんしろ、慣なれれば快かい適てきだ！　と、なぐさめた。

　早はやく慣なれてくれればいいけど、その前まえに目もく的てき地ちに着つくことだろう。




　移い動どうを再さい開かいした。

　さて、『思し念ねん伝でん達たつ』を使し用ようし、会かい話わできる環かん境きょうを整ととのえる。何なん度どもやっているから、手てなれたものだ。

　ドワーフたちにも有ゆう効こうなようで、助たすかった。

『思し念ねん伝でん達たつ』は『念ねん話わ』の上じょう位い版ばんのようなもので、リンクさせ複ふく数すう人にんとの会かい話わも可か能のうになるのが魅み力りょくである。同どう時じに作さく戦せん行こう動どうを取とる際さいにも、役やく立だつだろう。

　有ゆう効こう範はん囲いは最さい大だいでも一いちキロ程てい度どのようであるが、十じゅう分ぶんだと思おもう。

　二に度ど目めということもあり心こころ構がまえができていたのか、気き絶ぜつすることもなく背せ中なかにしがみつくドワーフたち。

　風ふう圧あつで目めを開あけることができないようだったので、糸いとでうっすらと膜まくをつくってみた。ヘルメットの代だい用よう品ひんのつもりだったのだが、案あん外がい、うまくいった。

　思し念ねんで『粘ねん糸し』を、ある程てい度どは操あやつれるようになってきている。

　魔ま素その操そう作さに慣なれれば、意いのままに操あやつることも可か能のうなようだ。これは『粘ねん糸し』とかだけではなく、さまざまなものにも応おう用ようできそうであった。まさに、魔ま法ほうの素もととなるものだといえそうだ。

　ドワーフたちも慣なれてきて、落おち着ついたようである。

　ヘルメットの代だい用よう品ひんも効こう果かを発はっ揮きしてくれた。

　そのおかげで会かい話わも可か能のうになり、適てき当とうにドワーフたちに常じょう識しきを教おしえてもらいながら、道みちを進すすんだ。

　ドワーフの話はなしを、ゴブリンたちも熱ねっ心しんに聞きいている。そして、自じ分ぶんたちの常じょう識しきとすり合あわせ、話はなしははずんでいる様よう子す。うまくなじめたようで一ひと安あん心しんだ。

　この様よう子すなら、村むらでもうまくやっていけるだろう。

　ドワーフも、ゴブリンも、根ねは同おなじなのだそうだ。

　半はん妖よう精せいで長ちょう寿じゅのドワーフ族ぞく。

　半はん魔ま族ぞくで短たん命めいのゴブリンたち。

　進しん化かの過か程ていで差さがついた。というよりは、生せい活かつ環かん境きょう、か？

　もっとも、ゴブリンは進しん化かではなく、退たい化かではなかろうかと思おもう。

　そのゴブリンが進しん化かしたホブゴブリンは、言いうなればドワーフの魔ま族ぞく版ばんのような存そん在ざいなのかもしれない。先せん祖ぞ返がえりのようなもので、魔ま力りょくもかなり増ぞう大だいしたようだし。進しん化かにともなって、寿じゅ命みょうも延のびているかもしれないと思おもうのだが、まちがってはいないだろう。

　まあ、あまり器き用ようそうではないし、魔ま物ものと妖よう精せいというちがいはあるのだけれども……。

　同おなじ半はん妖よう精せいでも、ドワーフは、エルフよりも魔ま物ものに近ちかい種しゅ族ぞく。

　だからこそ、慣なれれば違い和わ感かんなくなじむことができそうだった。

　ふと思おもい出だしたので、聞きいてみる。

「カイジン、いまさらだが、よかったのか？　おまえドワーフ王おうのこと、尊そん敬けいしていたんだろ？」

「ああ、そのことか。尊そん敬けいしていた。ドワーフであの方かたを尊そん敬けいしていない者ものはいない。なんせ、おとぎばなしの英えい雄ゆうが自じ分ぶんたちの王おうなんだぜ？」

　たしかに。寝ね物もの語がたりに聞きかされる、おとぎばなしの英えい雄ゆう。

　その英えい雄ゆうが生いきていて、自じ分ぶんたちを支ささえ守まもる、自じ分ぶんたちの王おうなのだ。言いわれてみれば、みんながあこがれて尊そん敬けいするのは、当とう然ぜんだろう。

　みんなが、王おうの役やくに立たちたいと望のぞむ。

　絶ぜっ対たいに正ただしいことを行おこない、まちがいを許ゆるさない。理り想そうの王おうの姿すがたである。

　これを現げん実じつで続つづけるのだとすれば、どれだけ自じ分ぶんを犠ぎ牲せいにしているというのだろう。

　ある意い味み、恐きょう怖ふすら覚おぼえる。すさまじい精せい神しん力りょくだろうから。

　だからこそ、みんなが王おうを信しんじるのか……。果はたして、俺おれにそこまでの覚かく悟ごはあるか？

　話はなしの流ながれでゴブリンたちの主あるじになった。だが、その先さきは？

「なあ、カイジン。なんで俺おれについてきたんだ？　どう考かんがえても、王おう様さまの元もとにもどるのが正せい解かいじゃないか？」

　この質しつ問もんに、カイジンが答こたえる。

「ガハハハハ！　だんなも案あん外がい、繊せん細さいなんだな。そんなの、おもしろそうだからさ。直ちょっ感かんが働はたらいたんだ、こいつは何なにかしでかすヤツだ！　ってな。理り由ゆうなんてそんなもので十じゅう分ぶんだろ？」

　そんなもので十じゅう分ぶん……か。

　十じゅう分ぶんだ。まちがいない！

「ふん。あとで泣なき言ごと、言いうなよ？　俺おれ様さまは、人ひと使づかいがあらいので有ゆう名めいな男おとこだぜ？」

　そう。なんせ、自じ分ぶんでは何なにもしないから。

　人ひとに任まかせて、人ひとにたよって。でも、たよられたら、助たすけたい。

　そんな自じ分ぶんでありたいと願ねがう。

「知しってるよ！」

　返かえってきた答こたえに、俺おれは満まん足ぞくしてうなずいた。




　二日ふつか後ご、予よ定てい通どおり村むらに着ついた。

　俺おれたちは目もく的てきを果はたし、村むらに帰かえりついたのだ。
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＊５ 隊たい商しょう…隊たいを組くんで旅たびをする商しょう人にんの団だん体たい。

＊６ 必ひつ定じょう…決けっ定てい的てきであること。

＊７ 真ま名な…ここでは、「本ほん当とうの名な前まえ」という意い味み。

＊８ 忠ちゅう義ぎ…主あるじや大たい切せつな人ひとに真ま心ごころをつくして仕つかえること。

＊９ 追つい随ずいする…人ひとの意い見けんに従したがう。

＊10 友ゆう誼ぎ…友ゆう情じょう。

＊11 融ゆう通ずうする…物ものや金かねを都つ合ごうする。

＊12 享きょう受じゅする…受うけ入いれる。

＊13 要よう塞さい…国くにを守まもり、戦たたかうためのとりで。

＊14 苛か烈れつ…厳きびしく激はげしいこと。

＊15 三さん下した…取とるに足たらない者もの。

＊16 投とう擲てきする…投なげる。

＊17 散さん開かい…間かん隔かくを空あけて散ちらばること。

＊18 斬ざん撃げき…斬きりつけること。

＊19 人にん夫ぷ…力ちから仕し事ごとをする労ろう働どう者しゃ。

＊20 剥はく奪だつ…とりあげること。

＊21 抽ちゅう出しゅつ…あるものの中なかから特とく定ていの物ぶっ質しつを取とり出だすこと。

＊22 含がん有ゆうする…ふくむ。

＊23 金きん本ほん位い制せい…金きんの価か値ちを基き準じゅんに貨か幣へいの価か値ちが決きまる仕し組くみ。

＊24 刀とう身しん…刀かたなのさやにおさまる部ぶ分ぶん。

＊25 頓とん挫ざ…途と中ちゅうでだめになること。

＊26 終しゅう焉えん…終おわり。

＊27 不ふ敬けい罪ざい…王おうに対たいして無ぶ礼れいな行おこないをした罪つみ。

＊28 冤えん罪ざい…罪つみがないのに疑うたがわれたり、罰ばっせられたりすること。

＊29 下げ賤せん…いやしいこと。

＊30 息そく災さい…元げん気きであること。

＊31 健けん勝しょう…健けん康こうで元げん気きなこと。

＊32 近きん習じゅ…主しゅ君くんのそば近ちかくにいて仕つかえる者もの。

＊33 大たい儀ぎである…「ご苦く労ろうさま」などと目め下したの者ものをねぎらう言こと葉ば。

＊34 僥ぎょう倖こう…ぐうぜんに得える幸こう運うん。
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　コツンコツンコツン……。城しろに、静しずかな音おとがこだまする。

　すでに魔ま王おうはにげている。この城しろは放ほう棄きされていた。

　私わたしは殿でん軍ぐん＊35。捨すて石いしにされたのだ。

　魔ま王おうは、最さい後ごまで私わたしを道どう具ぐとしてあつかった。そこにいっさいの感かん情じょうをはさむことなく。

　私わたしに名な前まえをくれたことだけが、彼かれが見みせたゆいいつの優やさしさであったのだと思おもう。

　私わたしは魔ま王おうをうらんでいるのだろうか？　実じつは自じ分ぶんでもよくわからなかった。

　魔ま王おうに従したがうのが、炎ほのおの上じょう位い精せい霊れいであるイフリートの意い思しなのか、それとも自じ分ぶんの意い思しなのか。

　今いまでもよくわからない。

　そして、捨すて石いしにされたこともうらんではいない。もうどうでもいいと感かんじていたから。

　この城しろは何なにかの実じっ験けん施し設せつであったようだ。手て放ばなしても魔ま王おうにとってはたいした損そん失しつではなかったのだろう。

　不ふ思し議ぎなのは、私わたしがここに残のこる意い味みがあるのか？　という点てんだった。

　やってきた者ものに敵てき対たいせず、さっさと撤てっ退たいすることも可か能のうだったのだ。それなのに、魔ま王おうは私わたしに残のこるように告つげたのである。

　なんらかの意い図とがあったのだろうが、今いまでもその考かんがえは不ふ明めいのままだ。




　やってきたのは、〝勇ゆう者しゃ〟。

　長ながい黒くろ銀ぎん髪ぱつを後こう頭とう部ぶでひとまとめにし、身みを包つつむのは、濃のう黒こくに統とう一いつされた軽けい装そう備び。

　魔ま王おうにおとらぬ美うつくしい顔かおだち。ちがう点てんは、〝勇ゆう者しゃ〟が少しょう女じょであったこと。

　見みた瞬しゅん間かんに、直ちょっ感かんした。勝かてない、と。

　だけど、最さい後ごまで人ひとではなく、炎ほのおの魔ま人じんとして〝勇ゆう者しゃ〟と対たい峙じしようと思おもった。それが、今いままで生いき長ながらえてしまったことへの、せめてもの罪つみほろぼしになるだろう、そう思おもって。

　濃のう縮しゅくされた炎ほのおでかたどった剣けんは、勇ゆう者しゃの刀かたなで簡かん単たんに受うけ止とめられた。なんであれ切きりさくことができるはずの超ちょう高こう温おんの刃やいばが、一いっ本ぽんの刀かたなで受うけ止とめられる光こう景けいに我わが目めを疑うたがう。おそらくは、刀かたなの性せい能のうではなく勇ゆう者しゃの能のう力りょくなのだろう。

　魔ま王おうの側そっ近きんである黒くろ騎き士しにきたえられたおかげで、私わたしの剣けん技ぎもそれなりのものであった。イフリートが剣けん技ぎを覚おぼえることはないので、純じゅん粋すいに私わたしの才さい能のうだと黒くろ騎き士しがほめてくれたのを覚おぼえている。

　魔ま人じんとなった私わたしの身しん体たい能のう力りょくは、魔ま王おうレオンの配はい下かの中なかでも上じょう位いだった。その身しん体たい能のう力りょくに加くわえ、黒くろ騎き士しの指し導どうにより上じょう達たつした剣けん技ぎ。私わたしが魔ま王おうの腹ふく心しんとして君くん臨りんできた理り由ゆうは、何なにもイフリートの力ちからだけにたよるものではなかったのだ。

　だが──すべての攻こう撃げきは勇ゆう者しゃに通つう用ようしなかった。

　死しにものぐるいで覚おぼえた剣けん技ぎも、勇ゆう者しゃの刀かたなですべて受うけ流ながされる。やわらかく受うけ流ながされ、剣けんと刀かたなが触ふれ合あうつばぜりあいになることすらなかったのだ。

　そして、イフリートの超ちょう高こう熱ねつの炎ほのおで包つつみこんでみても、汗あせひとつ流ながすことなく平へい然ぜんとたたずむ勇ゆう者しゃ。

　最さい初しょに直ちょっ感かんした通とおり、勇ゆう者しゃは別べっ格かくの存そん在ざいだったのだ。

　イフリートが魔ま素そを消しょう耗もうしすぎて、私わたしの中なかで眠ねむりについたのが感かんじられた。戦たたかいを続ぞっ行こうするのは不ふ可か能のうだった。私わたしは、何なにもできずに負まけたのだ。

　私わたしはその場ばで地じ面めんに座すわりこんだ。魔ま王おうに対たいする恩おんは返かえしたと思おもう。できるならもう少すこし生いきていたかったけれど、魔ま人じんとなった私わたしを勇ゆう者しゃは決けっして見みのがさないと思おもった。

「気きはすんだ？　あなたはどうしてここにいるの？」

　勇ゆう者しゃが話はなしかけてきた。

　私わたしはすぐに殺ころされるものだと思おもっていたので、それが少すこし意い外がいだった。

　小こ首くびをかしげて勇ゆう者しゃを見みる。勇ゆう者しゃは、魔まを狩かる者ものであり、私わたしはそんな勇ゆう者しゃに敵てき対たいした魔ま人じんであった。ならば、問もん答どう無む用ようで斬きり捨すてられても文もん句くは言いえないのだ。

　それなのに──どうした気きまぐれか、勇ゆう者しゃは私わたしに質しつ問もんを続つづけたのだ。

　私わたしは、勇ゆう者しゃに質しつ問もんされるまま、おずおずと口くちを開ひらいた。そして、この世せ界かいに召しょう喚かんされてから今いままでどうやって生いきてきたのか、何なにをしてしまったのか、勇ゆう者しゃにすべてを話はなしたのだ。

　虫むしのいい話はなしだろう。

　こんな、魔ま人じんとなった私わたしの言こと葉ばを、信しんじてくれるわけなどないのに……。

　でも、少すこしでも私わたしに興きょう味みを持もち、私わたしの話はなしを聞きいてくれる人ひとがいたことがうれしかったのは本ほん当とうだ。つまりそれは、私わたしが生いきていたのだという証あかしを残のこせるということだったから。だれかの記き憶おくの中なかだけだとしても、私わたしはたしかに生いきていたのだと胸むねを張はって主しゅ張ちょうしよう、そう思おもったのだった。

　魔ま人じんである私わたしの話はなしなど、勇ゆう者しゃは信しんじてはくれないだろう。だけど、それでもよかった。少すこしでも記き憶おくに残のこれるのなら、それで。

　それなのに、

「もう、大だい丈じょう夫ぶだよ。今いままで、よくがんばったね」

　勇ゆう者しゃは、信しんじてくれたのだ。

　その言こと葉ばに、私わたしの目めになみだがあふれてきた。私わたしは気きがつくと、勇ゆう者しゃにすがって泣ないていた。
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　この世せ界かいに来きて初はじめて、私わたしは安あん堵どの気き持もちに包つつまれて、自じ分ぶんの感かん情じょうを素す直なおに発はつ露ろ＊36したのだった。





●　▲　▽　■　○　■






　それから、私わたしは勇ゆう者しゃに保ほ護ごされることとなった。

　勇ゆう者しゃは私わたしの大おおやけどのあとを見みて、表ひょう情じょうをくもらせた。私わたしにとっては見み慣なれたものであったし、半はん身しんに広ひろがるそれを生いきている証あかしとも思おもえていたのだ。

　勇ゆう者しゃは回かい復ふく魔ま法ほうでやけどが治ち癒ゆできないか試ためしてくれた。だが、それはかなわなかったようだ。イフリートと同どう一いつ化かしたことで、私わたしの身体からだはやけどのあとがある状じょう態たいで安あん定ていしたのだろう。

　勇ゆう者しゃは少すこし考かんがえてから、ふところからきれいな仮か面めんを取とり出だした。

「これはね、魔ま法ほう抵てい抗こうを高たかめる効こう果かがあるの。あなたの中なかにいるイフリートをおさえこむ効こう果かも期き待たいできるわ」

　そう言いって、大だい事じそうに一いち度ど仮か面めんをなでてから、私わたしにわたしてくれた。

〝抗こう魔まの仮か面めん〟でイフリートをおさえこみ、同どう時じにやけどのあとをかくす。だが、効こう果かはそれだけではなかった。

　イフリートの意い思しがおさえこまれたことで、私わたしの今いままで抑よく圧あつされていた感かん情じょうがあふれだしたのだ。ひとりになったさびしさや、魔ま人じんとなった恐きょう怖ふ。初はじめてできた友ともだちを殺ころしてしまった慙ざん愧き＊37の念ねん。この理り不ふ尽じんな世せ界かいへの激はげしいいかり……。仮か面めんをかぶったことで、私わたしは子こどもとしての感かん情じょうを取とりもどすことができたのだった。

　私わたしが落おち着つくまで、勇ゆう者しゃはずっとだきしめてくれた。

　それからしばらくの間あいだは、勇ゆう者しゃとしか話はなしもできないほどにおびえて過すごしたのを覚おぼえている。

　勇ゆう者しゃはそんな私わたしを迷めい惑わくがることもなく、親しん身みになってめんどうを見みてくれた。そして少すこしずつ私わたしの心こころを解ときほぐし、人ひと並なみの会かい話わができるように教きょう育いくしてくれたのだ。

　私わたしは、全ぜん身しんをローブでかくし勇ゆう者しゃに付つき従したがう。置おいていかれるのがこわくて、いつも必ひっ死しで後うしろをついてまわっていた。

　冒ぼう険けん者しゃ互ご助じょ組くみ合あいという組そ織しきに紹しょう介かいしてもらったのも、そのころだった。

　仮か面めんで常つねに顔かおをかくす無む口くちな少しょう女じょ。それが、当とう時じの私わたしの評ひょう判ばんだ。

　勇ゆう者しゃのかげにかくれ、何なにもできないお荷に物もつだったのだ。




　ある日ひ、勇ゆう者しゃについて何なん度どか顔かおを出だすようになった組くみ合あいで、こんなことがあった。

「そっちの仮か面めんの子こは女おんなの子こなんだろ？　今こん回かいは危あぶないから、留る守す番ばんしてたほうがいいんじゃないか？」

　勇ゆう者しゃが魔ま物ものの討とう伐ばつに向むかうときも常つねにいっしょに行こう動どうする私わたしを心しん配ぱいした人ひとが、声こえをかけてくれたのだ。

　だが、私わたしにはおびえることしかできなかった。なぜなら、当とう時じの私わたしにとって信しん用ようできるのが勇ゆう者しゃだけだったからである。

　私わたしにとっては勇ゆう者しゃがすべてで、はなれるなど考かんがえられないことだった。

　魔ま人じんとなったことがバレれば、大人おとなたちが私わたしを殺ころすだろうと思おもっていた。そう思おもえるほどには、私わたしに常じょう識しきが身みについていたのだ。

　そんな私わたしに苦く笑しょうしつつ、

「大だい丈じょう夫ぶだよ、ここの人ひとたちは優やさしいから。それにね、あなたは強つよいから。だから、大だい丈じょう夫ぶ」

　そう言いって、勇ゆう者しゃは私わたしをなだめてくれた。

　だから、がんばれたのだと思おもう。勇ゆう者しゃの期き待たいに応こたえたかったし、本ほん当とうは私わたしにも、このままではだめだとわかっていたから。それに、勇ゆう者しゃの言こと葉ばはなぜだか確かく信しんに満みちていて、本ほん当とうにそうなのだと私わたしを信しんじさせてくれたのだ。

　不ふ思し議ぎと落おち着ついた私わたしは、その日ひからお留る守す番ばんをするようになったのだ。




　組くみ合あいの受うけ付つけ横よこの待まち合あい室しつで、私わたしは勉べん強きょうしていた。
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　国くにの名な前まえがブルムンド王おう国こくだと教おそわったのも、このころだ。他ほかにもジュラの大だい森しん林りんの周しゅう辺へんには複ふく数すうの国こっ家かがあると教おしえてもらった。

　教おそわったのは国くにの名な前まえだけではない。受うけ付つけ業ぎょう務むの合あい間まに、手ての空あいた人ひとが算さん数すうを教おしえてくれたのだ。他ほかにも、数すう種しゅ類るいの文も字じも教おそわった。

　周しゅう辺へんの国くにの様よう子すを話はなす冒ぼう険けん者しゃたちの声こえに耳みみをかたむけ、この周しゅう辺へんにどんな国くにがあるのか、どのような力ちから関かん係けいにあるのかもおぼろげに理り解かいできてきた。

　学がっ校こうに通かようことのなかった私わたしにとって、組くみ合あいが学まなび舎やとなったのだ。

　そして、魔ま法ほうも。法術師ソーサラーや呪術師シャーマン、魔術師マジシャンに符術師エンチャンター。組くみ合あいに立たち寄よる者ものたちの中なかには、そうした魔ま法ほうに精せい通つうした者ものもいたのだ。

　こうした世せ界かいの神しん秘ぴを、仲なか良よくなった冒ぼう険けん者しゃたちから教おしえてもらうことができたのは幸こう運うんだった。

　私わたしの理り解かいのおよばぬ深しん淵えん＊38も存そん在ざいするらしいけれど、当とう時じの私わたしに必ひつ要ようだったのは、精せい霊れいとの付つき合あい方かたを知しることだったのだ。

　上じょう位い精せい霊れいであるイフリートは、私わたしと同どう一いつ化かしてしまっていた。そのおかげで、契けい約やくという手て間まを省はぶいて、私わたしはイフリートの能のう力りょくを行こう使しすることができるようだった。

　ただし、〝抗こう魔まの仮か面めん〟でイフリートを封ふうじている状じょう態たいであることを忘わすれてはいけない。私わたしは注ちゅう意い深ぶかくイフリートとの付つき合あい方かたを模も索さくする。そしてある程てい度どならば、身体からだに負ふ担たんをかけることなく能のう力りょくをあつかえるようになっていったのだ。

　いつしか、私わたしは〝爆ばく炎えんの支し配はい者しゃ〟の二ふたつ名なで呼よばれるようになっていた。炎ほのおを意いのままに操あやつり、爆ばく裂れつ魔ま法ほうを得とく意いとする精霊使役者エレメンタラーとして。

　勇ゆう者しゃのおともで冒ぼう険けんに出でても、だれからも心しん配ぱいされることがない程てい度どには成せい長ちょうできたのだ。それどころか、いっしょに旅たびをする仲なか間まとして──勇ゆう者しゃのパートナーとして──認みとめられたのである。

　私わたしはうれしかった。私わたしは、自じ分ぶんの恩おん人じんである勇ゆう者しゃに認みとめてもらいたくて、少すこしでも役やくに立たちたくてがんばっていたのだから。

　その努ど力りょくが実みのり、私わたしは幸しあわせの絶ぜっ頂ちょうにいたのだ。




　だが数すう年ねんののち、勇ゆう者しゃは旅たび立だった。私わたしを残のこして……。

　その理り由ゆうはわからない。おそらくは、勇ゆう者しゃには勇ゆう者しゃの、なんらかの事じ情じょうがあったのだろう。

　私わたしにある、それと同どう様ようの。いつかは私わたしも旅たび立だつつもりだったのだ、勇ゆう者しゃに文もん句くを言いえた筋すじ合あいはない。

　魔ま王おうを、殺ころすために？　いや、本ほん当とうは──

　私わたしを生いかし、そして捨すてた。その真しん意いが知しりたかっただけなのかもしれない。そして、もう一いち度ど認みとめさせたいと思おもった。私わたしという人にん間げんが生いきているのだ、と。

　そんなわがままな望のぞみを持もつ私わたしだったから、勇ゆう者しゃがひとりで旅たび立だつのを止とめる資し格かくなどなかったのだ。

　私わたしはすでに大人おとなになっていて、分ふん別べつのない子こどもではなかった。だから、この仮か面めんをぬらすしずくは、きっと気きのせいにちがいない。そう思おもいこみ、私わたしは勇ゆう者しゃを見み送おくったのだった。




　──きっとまた会あえるから──




　その言こと葉ばを胸むねに、私わたしは強つよくなろう、そう決けっ心しんしたのだった。
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　勇ゆう者しゃが去さったあとも、私わたしは広ひろく諸しょ国こくをめぐった。

　彼かの女じょと同おなじように、苦くるしんでいる人ひとを助たすけたいと、そう思おもったから。

　イフリートと同どう一いつ化かしたせいか、私わたしの肉にく体たいは十じゅう六ろく、七しち歳さいの段だん階かいで成せい長ちょうを止とめてしまっていた。魔ま王おうの呪じゅ縛ばく＊39のようにも感かんじるが、冒ぼう険けん者しゃとして行こう動どうするには都つ合ごうがいい。

　冒ぼう険けん者しゃとは、森もりで希き少しょうな植しょく物ぶつを採さい取しゅしたり、魔ま物ものを仕し留とめて素そ材ざいを入にゅう手しゅしたりといった荒あらごとを仕し事ごとにしている者ものが多た数すうであった。だからだろうか、うでっぷしの強つよい者ものがえらいという風ふう潮ちょうがある。死しととなり合あわせに生いきるからこそ、強つよい者ものはそれだけで尊そん敬けいされみんなからたよられたのだ。

　冒ぼう険けん者しゃ互ご助じょ組くみ合あいという組そ織しきは、国こっ家かに所しょ属ぞくせずに自じ由ゆうに生いきる者ものたちがつどう組そ織しきであった。

　だから、魔ま物ものと戦たたかいケガをしたとしても、国くにがめんどうを見みてくれることはなかったのだ。国くには国くにで騎き士し団だんを結けっ成せいし、自じ国こくの領りょう地ちを守まもっていたのである。

　町まちが魔ま物ものにおそわれたときなど、領りょう主しゅからの討とう伐ばつ依い頼らいが出だされることもある。けれども、基き本ほん的てきな考かんがえ方かたとしては、国くにと冒ぼう険けん者しゃに相そう互ご協きょう力りょくの考かんがえはなかった。そのため、国こっ家かは軍ぐんが守しゅ備び可か能のうな範はん囲いしか領りょう土どを持もてず、当とう時じの生せい活かつ圏けんは格かく段だんにせまいものだったのだ。

　強きょう大だいな魔ま物ものが町まちをおそうこともあった。

　三みつ首くびのヘビや、翼つばさある獅し子しなど。災害ハザード級きゅうと称しょうされる魔ま物ものが町まちの近きん辺ぺんに出しゅつ現げんしたときは、国こっ家かぐるみで戦せん争そうのようなさわぎとなる。

　国こっ家か間かんのわくをこえてのおたがいの国くにへの支し援えん体たい制せいが、協きょう定ていにより定さだめられていたのは当とう然ぜんのことだろう。ただし、そうした支し援えんはあくまでも安あん全ぜんが確かく保ほされたあとに行おこなわれる。魔ま物ものを討とう伐ばつするのは、国こっ家かの威い信しん＊40にかけて当とう事じ国こくが行おこなう必ひつ要ようがあったのだ。

　だから余よ計けいに、市し民みん権けんを持もつ国こく民みんは優ゆう遇ぐうされ、その他ほかの者ものは危き険けんの多おおい城じょう壁へき周しゅう辺へんに居きょ住じゅう区くを設もうけるようになっていった。

　市し民みん権けんを持もたぬ者ものはうばわれることに慣なれ、力ちからある者ものは自じ分ぶんの身みを守まもるために冒ぼう険けん者しゃになる。貧ひん富ぷの格かく差さが広ひろがるのは、自し然ぜんなことだった。

　この世よは弱じゃく肉にく強きょう食しょくであり、弱じゃく者しゃがしいたげられるのはしかたのないことだったのだ。

　私わたしは、それらの貧まずしい人ひと々びとを守まもりたいと思おもった。

　私わたしが本ほん当とうにほしいと願ねがった救すくいをあたえてくれた、勇ゆう者しゃのように。

　私わたしが彼かれらを見み捨すてるならば、私わたしは魔ま王おうと変かわらない。だから私わたしは、常つねに弱じゃく者しゃの味み方かたとして必ひっ死しに活かつ動どうしていったのだ。

　そしていつしか、英えい雄ゆうと呼よばれてたよられるようになっていた。
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　町まちにドラゴンが襲しゅう撃げきしてきた。

　その戦せん闘とう力りょくは一いち軍ぐんに相そう当とうする、まぎれもない災害ハザード級きゅうの魔ま物ものである。ブルムンド王おう国こくは即そく座ざに緊きん急きゅう事じ態たい宣せん言げんを行おこない、厳げん戒かい態たい勢せいに入はいった。当とう然ぜんのように、私わたしにも依い頼らいがやってくる。

　数すう年ねんに一いち度ど、災害ハザード級きゅうの発はっ生せいが確かく認にんされていたけれど、今こん回かいの魔ま物ものは大おお物ものだった。

　ドラゴンには生なま半はん可かな攻こう撃げきは通つう用ようせず、攻こう撃げき力りょくにとぼしい騎き士し団だんは戦せん力りょくとしてあてにできなかった。私わたしも死し力りょくをつくして戦せん闘とうに加くわわったのだが、剣けんの通つう用ようしない相あい手てにはたいして脅きょう威いとならなかったようだ。このままでは、多た数すうの死し者しゃが出でてしまう。そう考かんがえた私わたしは、ひさしぶりに眠ねむっていたイフリートを呼よび起おこしたのだ。
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　ドラゴンの放はなつ灼しゃく熱ねつの吐息ブレスが私わたしの身体からだを包つつみこむ。しかし、イフリートと同どう一いつ化かしている私わたしにとって、そんなものは微そよ風かぜに等ひとしい些さ事じ＊41な攻こう撃げきであった。

　じまんの吐息ブレスが通つう用ようしないことに気きづいたドラゴンが、本ほん能のう的てきに私わたしに恐きょう怖ふしたときはすでに手ておくれであった。私わたしの両りょう手てから白はく熱ねつする炎えん流りゅう＊42がむちのようにのびて、にげだそうとしたドラゴンをしばり上あげたのだ。

　結けっ果か、ドラゴンを焼やきつくすことに成せい功こうした。けれどその代だい償しょうとして、私わたしは一いっ週しゅう間かんにもおよぶ昏こん睡すい状じょう態たい＊43におちいってしまったのである。

　原げん因いんは、魔ま力りょくの減げん少しょうだった。初しょ老ろうにさしかかっていた私わたしは、若わかいときと同おなじように精せい神しんを集しゅう中ちゅうさせることができなくなっていたのだ。精せい神しん力りょくのおとろえは、すなわち魔ま力りょくのおとろえを意い味みする。

　魔素エネルギー量りょうはイフリートと同どう一いつ化かしたおかげで満みち足たりていたが、それを操あやつる気き力りょくがおとろえていた。肉にく体たいの老ろう化かが進すすんでいなかったせいで、自じ分ぶんの気き力りょくがおとろえていることに気きづかなかった。考かんがえてみれば、常つねにイフリートをおさえこんでいたのだ、気き力りょくが消しょう耗もうするのも不ふ思し議ぎな話はなしではなかったのである。

　なんとかドラゴンを撃げき退たいできたから結けっ果か的てきにはよかったのだが、一いっ歩ぽまちがえばドラゴン以い上じょうに凶きょう悪あくなイフリートを解とき放はなつことになっていた可か能のう性せいがあった。

　昔むかしのことを思おもい出だし、恐きょう怖ふに青あおざめる。

　下へ手たをすれば、またこの手てで守まもるべき人ひと々びとを焼やきつくしていたかもしれないのだ。

　──そろそろ潮しお時どきなのかもしれない──私わたしは、そう思おもった。私わたしが弱じゃく体たい化かすると、イフリートが暴ぼう走そうしそうになる。そろそろ引いん退たいを考かんがえる時じ期きなのかもしれないと考かんがえた。

　私わたしが小ちいさかったときからめんどうを見みてくれた、冒ぼう険けん者しゃ互ご助じょ組くみ合あいのまとめ役やくのひとりであるハインツさんにそのことを相そう談だんすると、

「だったら、イングラシア王おう国こくに向むかうといい。そこで、基き本ほん的てきな戦せん闘とう技ぎ術じゅつなんかを新しん人じんに教きょう育いくする人じん材ざいを募ぼ集しゅうしてたはずだ。引いん退たいした冒ぼう険けん者しゃは多おおいが、人ひとを教きょう育いくできるような人じん物ぶつは貴き重ちょうだからな」

　そう言いって、紹しょう介かい状じょうを書かいてくれた。

「ありがとう、何なにから何なにまでお世せ話わになりました」

「よせよせ。俺おれたちはシズさんに感かん謝しゃしてるんだぜ？　いろいろ助たすけてもらったのは、こっちのほうだって」

　私わたしが礼れいを言いうと、照てれたように笑わらってそう答こたえてくれた。

「元げん気きでな。また、休やすみになったらこっちにも顔かおを見みせてくれ」

　最さい後ごは、そう言いってみんなで私わたしを送おくり出だしてくれた。そのことで、私わたしはみんなの仲なか間まなのだと感かんじられて、とてもうれしかったのを覚おぼえている。

　こうして、私わたしは冒ぼう険けん者しゃを引いん退たいし、教きょう導どう官かんとしての道みちを歩あゆみはじめたのだった。
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＊35 殿でん軍ぐん…部ぶ隊たいの一いち番ばん後うしろで敵てきの攻こう撃げきに備そなえる兵へい。

＊36 発はつ露ろ…心こころの中なかにあるものをかくさずに表あらわすこと。

＊37 慙ざん愧き…自じ分ぶんの過あやまちを反はん省せいして深ふかく恥はじること。

＊38 深しん淵えん…ものごとの奥おく深ぶかいこと。

＊39 呪じゅ縛ばく…心こころをしばりつけて自じ由ゆうをうばうこと。

＊40 威い信しん…威い厳げんと信しん頼らい。

＊41 些さ事じ…ささいなこと。

＊42 炎えん流りゅう…炎ほのおの流ながれ。

＊43 昏こん睡すい状じょう態たい…意い識しきを失うしなって眠ねむったままの状じょう態たい。





























本書は二〇一四年六月に小社より刊行された

『転生したらスライムだった件①』を上・中・下巻に分冊し、

児童向けの表現に一部調整して、漢字にふりがなをつけたものです。
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